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Ⅰ 調査の概要 

 
【調査の目的】 

 市民の意識調査を実施し、市に対する愛着や評価・意見等を把握し、「第２次香美市振興計画」及び「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」策定の基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 
【調査地域】 

香美市全域 

 
【調査対象】 

香美市に居住する 18 歳以上の男女 

 
【対象者抽出方法】 

住民基本台帳による無作為抽出（1,500 人を無作為抽出） 

 
【調査方法】 

郵送による配布・回収 

 
【調査期間】 

平成 27 年（2015 年）6 月 

 
【回収結果】 

配布数 1,500 人 

有効回収数 409 件 

有効回収率 27.3% 

 

居住地域 土佐山田町 香北町 物部町 無回答 全体 

件数 305 74 29 1 409 

構成比（%） 74.6 18.1 7.1 0.2 100.0 

※基本属性「(1)現在お住まいの地域」回答結果 
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【調査項目】 
 項目 掲載頁 

回答者の属性 4 

問１（１） 居住地域 4 

問１（２） 性別 4 

問１（３） 年齢 5 

問１（４） 職業 6 

問１（５） 勤務地・通学先 7 

問１（６） 香美市での居住年数 8 

居住地域について 9 

問２ 地域の愛着度 9 

問３ 地域の住みやすさ 11 

問４ 居住継続意向 12 

問４-1 住みたくない理由 14 

問５ 香美市の暮らしやすさ評価 17 

問６ 整備充実が必要と思う施設等 19 

結婚について（18 歳から 50 歳未満の方に質問） 22 

問７ 結婚の状況 22 

問 7-1 （結婚していない方）今後の結婚意向 23 

問 7-2 （結婚していない方）結婚していない理由 24 

問７-3 （結婚していない方）結婚後の香美市居住意向 理由（フリーアンサー） 26 

問８ 結婚に関する支援の希望 28 

出産・子育てについて（18 歳から 50 歳未満の方に質問） 30 

問 9 現在の子どもの数 30 

問 10 将来的に持ちたい子どもの数 31 

問 11 理想的な子どもの数 32 

問 12 理想的な子どもの数実現の課題 33 

問 13 理想的な子どもの数と現在の子ども数の数に差がある理由 35 

問 14 子どもを産み育てやすい環境かどうかの評価 理由（フリーアンサー） 37 

問 15 重要と思う育児に関するサービス 41 

市の施策について 42 

問 16 施策の満足度・重要度（施策別） 42 

問 17 自慢したい・次世代に伝えたいもの（フリーアンサー） 59 

問 18 今後、力を入れるべきまちづくり 63 

市の広報・ホームページについて 66 

問 19 香美市の事業や施策の情報入手源 66 

問 20 インターネット接続環境の有無 67 

問 21 （ネット接続環境のある方）香美市のホームページ閲覧状況 68 

問 21-2 （香美市 HP 閲覧者）ホームページから入手する情報 69 

意見・提案等 70 

問 22 地元のまちや香美市についての意見・提案等（フリーアンサー） 70 
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【報告書の見方】 
この報告書の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 

 
（１）「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。集計は小数点以下第 2

位を四捨五入しています。従って回答比率の合計は必ずしも 100%にならない場合があります。 

（２）2 つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100%を超える場合がありま

す。 

（３）数表、図表、文中に示す「ｎ」は、比率算出上の基数＝標本数を表しています（その項目で表示されてい

る比率はｎ人の中の比率、ということになります）。 

（４）図表中における年齢別などのクロス集計結果については、該当する属性等の設問に対する無回答者

（例えば、年齢別でクロス集計する場合における年齢の無回答者）を除いて表記しているため、属性ごと

の基数の合計と全体の基数は同じにならない場合があります。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0%、0.1%など）は図中では

表記していない場合があります。 

（６）設問によっては、平成 18 年度（2006 年度）に実施した「香美市市民アンケート調査」（「前々回調査」と

表記）及び平成 23 年度（2011 年度）に実施した「香美市市民アンケート調査」（「前回調査」と表記）との

比較を行っています。 

（７）その他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載しています。 
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Ⅱ 回答者の属性 

1. 居住地域 

問１（１）．居住地域 

回答者の居住地域は「土佐山田町」が 74.6%、「香北町」が 18.1%、「物部町」が 7.1%となっています。 

 

 
 

2. 性別 

問１（２）．性別 

回答者の性別は「男性」が 39.6%、「女性」が 57.9%と、女性の割合が高くなっています。 

 

 
  

１．土佐山田町

74.6%

２．香北町

18.1%

３．物部町

7.1%

無回答

0.2%

ｎ=409

１．男性

39.6%

２．女性

57.9%

無回答

2.4%

ｎ=409
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3. 年齢 

問１（３）．年齢 

回答者の年齢は「60 歳代」と「70 歳以上」がともに 21.0%と最も高く、次いで「40 歳代」（14.7%）、「30 歳

代」（13.4%）となっています。60 歳以上で全体の 4 割以上（42.0%）、50 歳以上で全体の過半数（54.5%）を

占めています。 

地域別でみると、土佐山田町では他の地区に比べ 60 歳未満の割合が高く、物部町では 60 歳以上の

割合が高くなっています。 

性別では、男性は女性に比べ「60 歳代」「50 歳代」の割合が高く、女性は「40 歳代」が高くなっていま

す。 

 

 

 
  

10歳代

5.6 

4.3 

9.5 

10.3 

6.2 

5.5 

20歳代

11.7 

12.1 

12.2 

6.9 

11.7 

12.2 

30歳代

13.4 

15.4 

9.5 

3.4 

13.0 

13.9 

40歳代

14.7 

15.7 

10.8 

13.8 

11.1 

16.9 

50歳代

12.5 

11.8 

14.9 

13.8 

14.2 

11.8 

60歳代

21.0 

19.0 

27.0 

27.6 

23.5 

19.0 

70歳以上

21.0 

21.6 

16.2 

24.1 

20.4 

20.7 

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

(1
)居

住
地

域
(2

)性
別
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4. 職業 

問１（４）．職業 

回答者の職業は「会社員・公務員・団体職員」が 28.9%で最も多く、次いで「無職」（18.8%）、「パート・ア

ルバイト」（12.7%）となっています。 

性別では、「パート・アルバイト」で、男性よりも女性が高くなっており、それ以外はすべて（専業主婦を

除く）男性の方が女性よりも高くなっています。 

 

【全体】 

 

 
 

【性別】 

 

  

7.6 

9.3 

28.9 

10.0 

7.8 

12.7 

18.8 

4.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

１．農林漁業

２．自営業（農林漁業以外）

３．会社員・公務員・団体職員

４．専業主婦

５．学生

６．パート・アルバイト

７．無職

８．その他

無回答

ｎ=409

9.3

12.3

34.6

0.0

8.6

6.2

23.5

5.6

0.0

6.3

7.2

25.3

16.5

7.6

17.3

15.2

4.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

１．農林漁業

２．自営業（農林漁業以外）

３．会社員・公務員・団体職員

４．専業主婦

５．学生

６．パート・アルバイト

７．無職

８．その他

無回答

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)
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5. 勤務地・通学先 

問１（５）．勤務地・通学先 

回答者の勤務地・通学先は、「香美市」が 33.5%と最も高く、次いで「高知市」（16.9%）、「南国市」（7.6%）

の順となっています。「勤務も通学もしていない」が 19.8%となっています。 

地域別では、3 地域とも「香美市」の割合が高くなっており、土佐山田町では他の 2 地域と比べて「高

知市」「南国市」の割合が高くなっています。 

職業別では、会社員・公務員・団体職員では他の職業に比べて「高知市」が高く、学生は「高知市」

「県外」が高くなっています。 

 

 

 
（%） 

 
※表中の網掛けは、各項目（香美市など）に対しクロス集計（居住地域、職業）の中で最も高い割合のもの。 

（例／地域別の場合、3 つの地域のうち最も高い割合のものに網掛け）。 

「無回答」は表記から除外。本報告書においては、以下同様。 

  

33.5 

7.6 

4.6 

16.9 

0.5 

1.5 

3.4 

19.8 

12.2 

0% 10% 20% 30% 40%

１．香美市

２．南国市

３．香南市

４．高知市

５．安芸市

６．その他の県内

７．県外

８．勤務も通学もしていない

無回答

ｎ=409

１．
香美市

２．
南国市

３．
香南市

４．
高知市

５．
安芸市

６．
その他の
県内

７．
県外

８．
勤務も通
学もして
いない

全体（n=409) 33.5 7.6 4.6 16.9 0.5 1.5 3.4 19.8
(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 31.1 8.5 4.9 17.7 0.7 1.6 3.3 19.0

２．香北町(n=74) 37.8 4.1 4.1 14.9 0.0 1.4 4.1 24.3
３．物部町(n=29) 44.8 6.9 3.4 13.8 0.0 0.0 3.4 17.2

(4)職業 １．農林漁業(n=31) 67.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.7
２．自営業（農林漁業以外）(n=38) 78.9 7.9 0.0 7.9 0.0 0.0 0.0 5.3
３．会社員・公務員・団体職員(n=118) 33.9 10.2 11.0 39.8 0.8 2.5 0.8 0.0
４．専業主婦(n=41) 9.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 56.1
５．学生(n=32) 12.5 6.3 0.0 40.6 0.0 6.3 34.4 0.0
６．パート・アルバイト(n=52) 55.8 21.2 9.6 7.7 0.0 0.0 3.8 0.0
７．無職(n=77) 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 66.2
８．その他(n=20) 45.0 15.0 5.0 10.0 0.0 5.0 0.0 10.0



8 

6. 香美市での居住年数 

問１（６）．香美市での居住年数（通算年数） 

香美市での居住年数は、「20 年以上」が 68.7%で最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」（16.1%）、「5

年以上 10 年未満」（7.1%）の順となっています。 

地域別では、香北町で「20 年以上」の割合が他の地域に比べ高くなっています。 

性別では、男性の方が女性より「20 年以上」の割合が高くなっています。 

年齢別では、年齢が上がるにつれ「20 年以上」も割合が高くなる傾向にあり、70 歳以上では 9 割以上

が 20 年以上の居住年数となっていることから、古くから香美市に居住している高齢者の多いことがうかが

えます。 

 

 
 
  

１年未満

1.2 

1.3 

1.4 

1.2 

1.3 

2.1 

1.8 

1.7 

3.9 

１年以上５年未満

6.4 

7.5 

10.3 

6.2 
5.9 

8.7 

6.3 

21.8 

3.3 

7.8 

2.3 

1.2 

５年以上10年未満

7.1 

7.2 

4.1 

13.8 

4.3 

9.3 

8.7 

14.6 

16.4 

8.3 

2.0 

2.3 

3.5 

10年以上20年未満

16.1 

16.1 

17.6 

13.8 

16.0 

16.9 

82.6 

25.0 

10.9 

30.0 

5.9 

5.8 

3.5 

20年以上

68.7 

67.5 

75.7 

62.1 

71.0 

66.7 

52.1 

47.3 

56.7 

80.4 

89.5 

90.7 

無回答

0.5 

0.3 

1.4 

1.2 

1.8 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86)

(1
)居

住
地
域

(2
)性

別
(3

)年
齢
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Ⅲ 調査結果 

1. 居住地域について 

（１） 地域の愛着度 

問２．あなたは、今住んでいる地域にどの程度愛着を感じていますか。（○印１つ） 

「愛着を感じている」が 51.3%で最も多く、次いで「やや愛着を感じている」が 36.2%、「あまり愛着を感じ

ていない」が 9.5%、「愛着を感じていない」が 2.0%となっています。 

地域別では、土佐山田町で「愛着を感じている」が低くなっています。性別では、男性の方が「愛着を

感じている」が高くなっています。 

年齢別では、「愛着を感じている」が高くなっているのは、70 歳以上、60 歳代、20 歳代の順となり、「愛

着を感じている」「やや愛着を感じている」の合計が最も高いのは 70 歳以上です。 

一方、「愛着を感じていない」「あまり愛着を感じていない」の合計が最も高いのは 10 歳代、次いで 30

歳代となっています。 

 
  

愛着を感じている

51.3

48.9

58.1

58.6

53.1

49.8

39.1

52.1

43.6

45.0

47.1

57.0

60.5

やや愛着を感じている

36.2

38.0

32.4

27.6

35.2

37.6

43.5

37.5

40.0

43.3

37.3

31.4

30.2

あまり愛着を感じていない

9.5

10.5

6.8

6.9

8.6

9.7

13.0

8.3

12.7

6.7

11.8

10.5

7.0

愛着を感じていない

2.0

2.0

1.4

3.4

1.9

2.1

4.3

3.6

3.3

2.0

1.2

1.2

無回答

1.0

0.7

1.4

3.4

1.2

0.8

2.1

1.7

2.0

1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86)

（
１
）
居

住
地

域
（
２
）
性

別
（
３
）
年

齢
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【前々回・前回調査との比較】 

平成 18 年度（2006 年度）に実施した「香美市市民アンケート調査」（以下「前々回調査」と表記）及び

平成 23 年度（2011 年度）に実施した「香美市市民アンケート調査」（以下「前回調査」と表記）との比較で

は、「愛着を感じている」は今回が最も低くなっています。「やや愛着を感じている」は徐々に増加していま

す。 

「愛着を感じている」と「やや愛着を感じている」の合計は増加し、「愛着を感じていない」「あまり愛着を

感じていない」の合計は減少の傾向にありますが、大きな変化ではありません。 

 

 
  

愛着を感じている

51.3

55.9

54.7

やや愛着を感じている

36.2

31.3

29.9

あまり愛着を感じていない

9.5

9.9

11.0

愛着を感じていない

2.0

1.8

2.3

無回答

1.0

1.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

今回(n=409)

前回（n=547）

前々回（n=572）
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（２） 地域の住みやすさ 

問３．あなたは、今住んでいる地域を住みやすいと感じていますか。（○印１つ） 

「どちらかといえば住みやすい」が 52.6%で最も多く、次いで「大変住みやすい」が 18.6%、「どちらともい

えない」が 18.3%、「どちらかといえば住みにくい」が 7.6%、「住みにくい」が 2.2%となっています。 

地域別では、「大変住みやすい」の割合が土佐山田町で高くなり、物部町で低くなっています。性別で

は、男性の方が「大変住みやすい」の割合が高くなっています。年齢別では、「大変住みやすい」が 10 歳

代で低く、「どちらかといえば住みにくい」が 10 歳代と 20 歳代で高くなっています。 

愛着度別では、愛着を感じる層ほど、「大変住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の割合が高く

なり、相関がみられます。 

 

 
※愛着度別（問 2）：「愛着を感じる」＝「愛着を感じている」+「やや愛着を感じている」 

「感じていない」＝「愛着を感じていない」+「あまり愛着を感じていない」 

  

大変住みやすい

18.6

19.0

17.6

13.8

19.8

17.3

4.3

25.0

20.0

21.7

11.8

16.3

22.1

21.2

どちらかといえば

住みやすい

52.6

52.5

55.4

48.3

51.2

54.0

60.9

43.8

45.5

51.7

58.8

59.3

50.0

58.4

12.8

どちらともいえない

18.3

19.3

14.9

17.2

17.3

19.0

13.0

12.5

23.6

18.3

17.6

17.4

20.9

13.7

53.2

どちらかといえば

住みにくい

7.6

7.5

6.8

10.3

6.8

8.0

17.4

14.6

3.6

5.0

7.8

7.0

5.8

5.3

25.5

住みにくい

2.2

1.0

5.4

6.9

3.7

1.3

4.3

2.1

7.3

3.3

2.0

1.4

8.5

無回答

0.7

0.7

3.4

1.2

0.4

2.1

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86)

愛着を感じる(n=358)

感じていない(n=47)

（
１
）
居

住
地

域
（
２
）
性

別
（
３
）
年

齢
（
４
）
愛

着
度

別



12 

（３） 居住継続意向 

問４．あなたは、これからも今住んでいる地域に住み続けたいと思いますか。（○印１つ） 

「住み続けたい」が 49.4%で最も多く、次いで「どちらかといえば住み続けたい」が 35.9%、「どちらかとい

えば住みたくない」が 9.8%、「住みたくない」が 2.2%となっています。 

地域別では、他の地域に比べ香北町でわずかながら「住み続けたい」の割合が高くなっています。 

性別では男性の方が「住み続けたい」の割合が高くなっていますが、「住み続けたい」と「どちらかとい

えば住み続けたい」の合計では男女とも約 86%でほぼ同じ割合となっています。 

年齢別では 60 歳以上で「住み続けたい」の割合が他の年齢層に比べて高く、10 歳代で「住みたくな

い」、20歳代で「どちらかといえば住みたくない」が他の年齢層に比べて高くなっています。 

愛着度別では愛着を感じる層ほど、住みやすさ評価別では住みやすいと感じる層ほど「住み続けたい」

の割合が高く、相関がみられます。 

 
※住みやすさ評価別（問 3）：「住みやすい」＝「大変住みやすい」+「どちらかといえば住みやすい」 

「住みにくい」＝「住みにくい」+「どちらかといえば住みにくい」  

住み続けたい

49.4

48.9

51.4

48.3

54.3

46.0

17.4

33.3

41.8

48.3

58.8

64.0

52.3

56.1 

60.8 

21.3 

20.0 

どちらかといえば住み続

けたい

35.9

36.7

35.1

31.0

31.5

39.7

56.5

43.8

38.2

40.0

31.4

25.6

34.9

34.6 

46.8 

33.7 

53.3 

20.0 

どちらかといえば住

みたくない

9.8

9.5

9.5

13.8

8.0

11.0

13.0

16.7

12.7

8.3

3.9

8.1

9.3

6.4 

36.2 

2.7 

21.3 

40.0 

住みたくない

2.2

2.3

1.4

3.4

4.3

0.4

8.7

2.1

5.5

2.0

2.3

1.4 

8.5 

1.4 

12.5 

無回答

2.7

2.6

2.7

3.4

1.9

3.0

4.3

4.2

1.8

3.3

3.9

3.5

1.4 

8.5 

1.4 

4.0 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86) 

愛着を感じる(n=358)

感じていない(n=47)

住みやすい(n=291)

どちらともいえない(n=75)

住みにくい(n=40)

（
１
）
居

住
地

域
（
２
）
性

別
（
３
）
年

齢

（
４
）
愛

着
度

別

（
５
）
住

み
や

す
さ

評
価

別
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【前々回・前回調査との比較】 

前々回調査及び前回調査との比較では、前々回と比べ前回やや減少した「住み続けたい」が、今回若

干の向上となっています。「住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」の合計では、3 回とも大き

な変化はみられません。「どちらかといえば住みたくない」と「住みたくない」の合計は 13.4%→13.5%→

12.0%と、今回減少しています。 

 
  

住み続けたい

49.4

47.0

55.1

どちらかといえば住み

続けたい

35.9

37.5

29.2

どちらかといえば

住みたくない

9.8

12.2

11.0

どちらかといえば住み

たくない

2.2

1.3

2.4

無回答

2.7

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

今回(n=409)

前回（n=547）

前々回（n=572）
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（４） 住みたくない理由 

（問４で「３.どちらかといえば住みたくない」「４.住みたくない」と回答した方へ） 

問４-1．住みたくないと感じる主な理由はどのようなことですか。（○印２つまで、その他は記入） 

「日常の買い物が不便だから」が 42.9%で最も多く、次いで「道路事情や交通の便が悪いから」が 34.7%、

「市内に適当な職場が少ないから」が 22.4%、「地域の行事や近所づきあいが面倒だから」が 16.3%、「スポ

ーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから」が 12.2%となっています。 

 

 
●「その他」に記載された主な内容：犬猫の糞便に大変困っている／街灯がない／家や地域は好きだけど、

近所に口うるさい人がいる／近所の人間関係が良くない／暴走バイク等若者の不良行為による治安悪化 

 
 

地域別でみると、土佐山田町では他の地域に比べ「福祉分野のサービスや施設が不十分だから」「ス

ポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから」が高くなっています。香北町では「日常の買い物が不

便だから」「道路事情や交通の便が悪いから」「地域の行事や近所づきあいが面倒だから」が高くなり、物

部町では「子どもの保育・教育のことが心配だから」「市内に適当な職場が少ないから」「上下水道などの

生活環境施設の整備が遅れているから」の割合が高くなっています。 

性別では、男性は「地域の行事や近所づきあいが面倒だから」「スポーツ・レジャー施設や文化施設が

不十分だから」の割合が高く、女性は「道路事情や交通の便が悪いから」「保健・医療分野のサービスや

施設が不十分だから」の割合が高くなっています（5 ポイント以上の差があるもの）。 

年齢別では、10 歳代で日常の買い物、市内の職場、住環境の整備を、30 歳代～40 歳代で子どもの

保育・教育、保健・医療を、50 歳代以上で交通の便、福祉サービス・施設、スポーツ・レジャー施設、生活

環境の整備の問題をあげる割合が高くなっています。 

42.9 

34.7 

22.4 

16.3 

12.2 

10.2 

10.2 

8.2 

6.1 

6.1 

0.0 

0.0 

12.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．日常の買い物が不便だから

２．道路事情や交通の便が悪いから

３．市内に適当な職場が少ないから

４．地域の行事や近所づきあいが面倒だから

５．スポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから

６．子どもの保育・教育のことが心配だから

７．宅地が確保しにくい等、住環境の整備が遅れているから

８．保健・医療分野のサービスや施設が不十分だから

９．福祉分野のサービスや施設が不十分だから

10．上下水道などの生活環境施設の整備が遅れているから

11．消防、防災、防犯体制に不安を感じるから

12．自然の減少や環境の悪化が進んでいるから

13．その他

無回答

ｎ=49
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（%） 

 
 

 

  

1 2 3 4 5 6 7
日
常
の
買
い
物
が
不
便

だ
か
ら

道
路
事
情
や
交
通
の
便

が
悪
い
か
ら

市
内
に
適
当
な
職
場
が

少
な
い
か
ら

地
域
の
行
事
や
近
所
づ

き
あ
い
が
面
倒
だ
か
ら

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

施
設
や
文
化
施
設
が
不

十
分
だ
か
ら

子
ど
も
の
保
育
・
教
育

の
こ
と
が
心
配
だ
か
ら

宅
地
が
確
保
し
に
く
い

等
、

住
環
境
の
整
備
が

遅
れ
て
い
る
か
ら

全体(n=49) 42.9 34.7 22.4 16.3 12.2 10.2 10.2
(1)居住地域 １．土佐山田町(n=36) 36.1 36.1 16.7 13.9 13.9 8.3 11.1

２．香北町(n=8) 75.0 37.5 25.0 37.5 12.5 12.5 12.5

３．物部町(n=5) 40.0 20.0 60.0 0.0 0.0 20.0 0.0
(2)性別 １．男性(n=20) 45.0 30.0 25.0 20.0 25.0 10.0 5.0

２．女性(n=27) 44.4 37.0 22.2 14.8 3.7 11.1 7.4
(3)年齢 １．10歳代(n=5) 80.0 20.0 60.0 0.0 20.0 0.0 20.0

２．20歳代(n=9) 55.6 44.4 33.3 0.0 11.1 11.1 11.1

３．30歳代(n=10) 40.0 20.0 30.0 30.0 10.0 30.0 10.0

４．40歳代(n=5) 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0

５．50歳代(n=3) 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

６．60歳代(n=9) 22.2 77.8 0.0 22.2 22.2 0.0 11.1

７．70歳以上(n=8) 50.0 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5

8 9 10 11 12 13
保
健
・
医
療
分
野
の

サ
ー

ビ
ス
や
施
設
が
不

十
分
だ
か
ら

福
祉
分
野
の
サ
ー

ビ
ス

や
施
設
が
不
十
分
だ
か

ら 上
下
水
道
な
ど
の
生
活

環
境
施
設
の
整
備
が
遅

れ
て
い
る
か
ら

消
防
、

防
災
、

防
犯
体

制
に
不
安
を
感
じ
る
か

ら 自
然
の
減
少
や
環
境
の

悪
化
が
進
ん
で
い
る
か

ら そ
の
他

全体(n=49) 8.2 6.1 6.1 0.0 0.0 12.2
(1)居住地域 １．土佐山田町(n=36) 8.3 8.3 2.8 0.0 0.0 16.7

２．香北町(n=8) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３．物部町(n=5) 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0
(2)性別 １．男性(n=20) 5.0 5.0 5.0 0.0 0.0 10.0

２．女性(n=27) 11.1 7.4 7.4 0.0 0.0 11.1
(3)年齢 １．10歳代(n=5) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

２．20歳代(n=9) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３．30歳代(n=10) 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0

４．40歳代(n=5) 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0

５．50歳代(n=3) 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

６．60歳代(n=9) 0.0 11.1 22.2 0.0 0.0 11.1

７．70歳以上(n=8) 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0
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【前々回・前回調査との比較】 

前々回調査及び前回調査との比較では、「日常の買い物が不便だから」「宅地が確保しにくい等、住

環境の整備が遅れているから」が、回を追うごとに増加しています。一方で「消防、防災、防犯体制に不

安を感じるから」は減少となっています。他は回により増減があり一定の傾向は特にみられません。 

 

 
  

42.9

34.7

22.4

16.3

12.2

10.2

10.2

8.2

6.1

6.1

0.0

0.0

12.2

0.0

40.5

32.4

23.0

21.6

10.8

1.4

5.4

16.2

8.1

0.0

4.1

16.2

9.5

4.1

24.7

33.8

19.5

13.0

11.7

9.1

2.6

5.2

7.8

7.8

10.4

3.9

16.9

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．日常の買い物が不便だから

２．道路事情や交通の便が悪いから

３．市内に適当な職場が少ないから

４．地域の行事や近所づきあいが面倒だから

５．スポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから

６．子どもの保育・教育のことが心配だから

７．宅地が確保しにくい等、住環境の整備が遅れているから

８．保健・医療分野のサービスや施設が不十分だから

９．福祉分野のサービスや施設が不十分だから

10．上下水道などの生活環境施設の整備が遅れているから

11．消防、防災、防犯体制に不安を感じるから

12．自然の減少や環境の悪化が進んでいるから

13．その他

無回答

今回全体(n=49)

前回全体(n=74)

前々回全体(n=77)
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（５） 香美市の暮らしやすさ評価 

問５．全体的にみた、香美市の暮らしやすさについてどのように感じていますか。（○印１つ） 

「やや満足している」が 47.4%で最も多く、次いで「満足している」が 20.3%、「どちらともいえない」が

19.1%、「やや不満である」が 10.0%となっています。 

地域別では、他の地域に比べ香北町で「満足している」の割合が高くなっています。 

性別では「満足している」と「やや満足している」の合計は男性でやや高く、年齢別では 70 歳以上で

「満足している」の割合が高くなっています。「満足している」と「やや満足している」の合計は 10 歳代から

30 歳代にかけて、年齢層が上がるにつれて低くなっています。 

愛着度別では愛着を感じる層ほど、住みやすさ評価別では住みやすいと感じる層ほど「満足している」

の割合が高く、相関がみられます。 

 

 
  

満足している

20.3

20.7

17.6

24.1

22.2

18.1

13.0

25.0

12.7

20.0

7.8

23.3

29.1

22.1 

4.3 

27.1 

1.3 

2.5 

やや満足している

47.4

46.9

55.4

31.0

49.4

47.3

60.9

43.8

49.1

50.0

56.9

48.8

36.0

52.5 

12.8 

57.4 

29.3 

12.5 

どちらともいえない

19.1

19.7

13.5

27.6

11.7

24.5

17.4

14.6

20.0

20.0

25.5

15.1

20.9

16.2 

42.6 

11.7 

45.3 

25.0 

やや不満である

10.0

9.8

10.8

10.3

13.6

7.2

8.7

12.5

16.4

8.3

7.8

9.3

8.1

7.0 

34.0 

1.7 

51.6 

57.5 

無回答

3.2

3.0

2.7

6.9

3.1

3.0

4.2

1.8

1.7

2.0

3.5

5.8

2.2 

6.4 

2.1 

3.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86)

愛着を感じる(n=358)

感じていない(n=47)

住みやすい(n=291)

どちらともいえない(n=75)

住みにくい(n=40)

（
１
）
居
住
地
域

（
２
）
性
別

（
３
）
年
齢

（
４
）
愛
着
度

別

（
５
）
住
み
や
す
さ

評
価
別



18 

【前々回・前回調査との比較】 

前々回調査及び前回調査との比較では、「満足している」「やや満足している」ともに徐々に増加し、総

体的な満足度が上昇しています。 

 
  

満足している

20.3

18.1

15.2

やや満足している

47.4

44.8

36.5

どちらともいえない

19.1

28.3

30.1

やや不満である

10.0

5.9

15.0

無回答

3.2

2.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

今回(n=409)

前回（n=547）

前々回（n=572）
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（６） 整備充実が必要と思う施設等 

問６．あなたがお住まいの身近な住環境のなかで、特にどのような施設の整備充実が必要だと思いま

すか。（○印３つまで、その他は記入） 

「商店・スーパー」が 39.9%で最も多く、次いで「街路灯・防犯灯」が 26.9%、「スポーツ施設」が 24.0%、

「文化施設」が 18.6%、「下水道・排水路」が 18.1%となっています。 

 
 

●「その他」に記載された主な内容：内科医等は沢山有るが専門医が無い／小児科医／交通の便が不便な

地域なので市営バスの本数を増やして欲しい／農業用排水路。道路整備／中型救急車を受入れ出来るくら

いの病院／防犯カメラの設置／デパート、赤ちゃん用品の店／「とさのさと」のような産直市／歩道・通学路の

整備／自転車道。歩きたいけど土の道路ないので公園とかに歩行者用の道があればよい／ファミリーレスト

ラン、ファーストフード店／温泉施設（スパ等）／映画館／防災施設、避難施設／農道整備／映画を観れる環

境、ミニシアターなど／香北町内には本屋が一軒もない／企業と宿舎／野市立田方面バス 

  

39.9 

26.9 

24.0 

18.6 

18.1 

16.9 

12.5 

12.2 

11.2 

8.3 

6.4 

6.1 

4.9 

3.9 

3.9 

2.7 

12.2 

4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．商店・スーパー

２．街路灯・防犯灯

３．スポーツ施設

４．文化施設

５．下水道・排水路

６．福祉施設

７．公園

８．図書館

９．集会所・コミュニティ施設

10．ごみ収集場

11．駐車場

12．防火水槽・消火栓

13．公営住宅

14．上水道

15．広場

16．墓地・葬祭施設

17．その他

無回答

ｎ=409
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地域別に要望の比率をみると、他の地域に比べて、土佐山田町では「文化施設」「スポーツ施設」が高

く、香北町では「集会所・コミュニティ施設」「駐車場」が高く、物部町では「商店・スーパー」「福祉施設」が

高いといった傾向がみられます。 

 
 

性別では、「駐車場」「文化施設」「スポーツ施設」では男性が高く、「公園」「図書館」「街路灯・防犯灯」

では女性が高くなっています（5 ポイント程度の差がみられるもの）。 

年齢別では、高い年齢層ほど「上水道」「下水道・排水路」「集会所・コミュニティ施設」「墓地・葬祭施設」

「文化施設」「福祉施設」「防火水槽・消火栓」などのインフラ・施設の割合が高くなる傾向がみられます。 

（%） 

  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

１
．
商
店
・ス
ー
パ
ー

２
．
街
路
灯
・防
犯
灯

３
．
ス
ポ
ー
ツ
施
設

４
．
文
化
施
設

５
．
下
水
道
・排
水
路

６
．
福
祉
施
設

７
．
公
園

８
．
図
書
館

９
．
集
会
所
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

１
０
．
ご
み
収
集
場

１
１
．
駐
車
場

１
２
．
防
火
水
槽
・消
火
栓

１
３
．
公
営
住
宅

１
４
．
上
水
道

１
５
．
広
場

１
６
．
墓
地
・葬
祭
施
設

１
７
．
そ
の
他

無
回
答

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．
商店・
スーパー

２．
街路灯・
防犯灯

３．
スポーツ
施設

４．
文化施設

５．
下水道・
排水路

６．
福祉施設

７．
公園

８．
図書館

９．
集会所・
コミュニ
ティ施設

全体(N=409) 39.9 26.9 24.0 18.6 18.1 16.9 12.5 12.2 11.2

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 37.7 25.6 29.2 20.3 18.7 15.1 13.8 12.8 11.1
２．香北町(n=74) 45.9 31.1 8.1 14.9 16.2 16.2 12.2 10.8 13.5
３．物部町(n=29) 48.3 31.0 6.9 6.9 13.8 37.9 0.0 10.3 6.9

(2)性別 １．男性(n=162) 38.3 21.6 27.8 21.0 20.4 18.5 9.9 9.3 9.9
２．女性(n=237) 41.8 30.4 21.5 16.5 16.5 15.6 14.8 14.8 11.8

(3)年齢 １．10歳代(n=23) 39.1 43.5 26.1 21.7 0.0 13.0 26.1 17.4 4.3
２．20歳代(n=48) 47.9 22.9 37.5 12.5 4.2 14.6 33.3 10.4 10.4
３．30歳代(n=55) 43.6 36.4 27.3 10.9 12.7 3.6 12.7 12.7 7.3
４．40歳代(n=60) 40.0 38.3 30.0 20.0 28.3 11.7 3.3 15.0 8.3
５．50歳代(n=51) 49.0 33.3 23.5 23.5 23.5 11.8 11.8 21.6 7.8
６．60歳代(n=86) 37.2 16.3 20.9 23.3 24.4 24.4 9.3 11.6 7.0
７．70歳以上(n=86) 30.2 17.4 12.8 17.4 17.4 26.7 7.0 4.7 24.4

10．
ごみ収集
場

11．
駐車場

12．
防火水
槽・消火
栓

13．
公営住宅

14．
上水道

15．
広場

16．
墓地・葬
祭施設

17．
その他

全体(N=409) 8.3 6.4 6.1 4.9 3.9 3.9 2.7 12.2

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 9.5 5.6 6.2 4.6 3.0 4.6 3.0 13.4
２．香北町(n=74) 5.4 10.8 6.8 5.4 2.7 2.7 2.7 9.5
３．物部町(n=29) 3.4 3.4 3.4 6.9 17.2 0.0 0.0 6.9

(2)性別 １．男性(n=162) 8.0 9.9 6.8 3.7 3.7 3.7 3.1 14.8
２．女性(n=237) 8.4 3.8 5.9 5.5 4.2 3.8 2.5 10.1

(3)年齢 １．10歳代(n=23) 4.3 13.0 4.3 4.3 0.0 13.0 0.0 4.3
２．20歳代(n=48) 6.3 10.4 0.0 2.1 0.0 4.2 2.1 8.3
３．30歳代(n=55) 10.9 3.6 1.8 7.3 3.6 3.6 0.0 18.2
４．40歳代(n=60) 6.7 3.3 1.7 6.7 5.0 5.0 0.0 16.7
５．50歳代(n=51) 3.9 3.9 7.8 7.8 3.9 2.0 2.0 15.7
６．60歳代(n=86) 9.3 7.0 8.1 3.5 5.8 3.5 5.8 11.6
７．70歳以上(n=86) 11.6 7.0 12.8 3.5 4.7 2.3 4.7 8.1
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【前々回・前回調査との比較】 

前々回調査及び前回調査との比較では、「上水道」「下水道・排水路」「駐車場」「福祉施設」が徐々に

減少し、整備充実の進行をうかがわせます。前回より増加しているものには「公園」「公営住宅」「文化施

設」「図書館」「スポーツ施設」「商店・スーパー」「街路灯・防犯灯」などがあります。 

 

 
 
 
  

39.9

26.9

24.0

18.6

18.1

16.9

12.5

12.2

11.2

8.3

6.4

6.1

4.9

3.9

3.9

2.7

12.2

4.6

31.8

24.5

12.1

12.1

21.4

23.4

8.4

8.4

12.2

10.1

7.5

6.4

2.4

4.2

5.5

6.0

6.6

9.1

33.7

22.4

15.2

16.1

28.7

28.8

14.2

8.0

11.2

8.6

7.9

5.2

5.6

5.4

4.4

4.5

8.6

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．商店・スーパー

２．街路灯・防犯灯

３．スポーツ施設

４．文化施設

５．下水道・排水路

６．福祉施設

７．公園

８．図書館

９．集会所・コミュニティ施設

10．ごみ収集場

11．駐車場

12．防火水槽・消火栓

13．公営住宅

14．上水道

15．広場

16．墓地・葬祭施設

17．その他

無回答

今回(n=409)

前回（n=547）

前々回（n=572）
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2. 結婚について 

18 歳から 50 歳未満への設問であり、該当年齢層の回答者に絞り込んで集計しています（以下、問 15

まで同）。 

 

（１） 結婚の状況 

（18 歳から 50 歳未満の方にうかがいます。） 

問７．あなたは、現在、結婚していますか。（○印１つ） 

「結婚している（事実婚を含む）」が 43.5%、「結婚していない」が 54.8%となっています。 

 

 
男性の回答者の方が「結婚していない」の割合が高くなっています。年齢別では、「結婚している」は

10 歳代で 0.0%、20 歳代で 16.7%となっています。30 歳代以上では 6 割を超え、30 歳代で 65.5%、40 歳

代で 61.7%となっています。 

 
  

結婚している

（事実婚を含む）

43.5%
結婚していない

54.8%

無回答

1.6%

ｎ=186

43.5 

32.4 

50.4 

0.0 

16.7 

65.5 

61.7 

54.8 

66.2 

47.8 

100.0 

79.2 

32.7 

38.3 

1.6 

1.5 

1.7 

0.0 

4.2 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（n=186）

１．男性（n=68）

２．女性（n=115）

１．10歳代（n=23）

２．20歳代（n=48）

３．30歳代（n=55）

４．40歳代（n=60）

(2
)性

別
(3

)年
齢

結婚している（事実婚を含む） 結婚していない 無回答
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（２） 今後の結婚意向 

（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

問７-１．今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれにあてはまりますか。（○印１つ） 

「いずれ結婚するつもり」が 53.9%で最も多く、「わからない」が 37.3%、「結婚するつもりはない」が 6.9%と

なっています。結婚していない人の過半数が結婚を希望しています。 

 
 

「いずれ結婚するつもり」「結婚するつもりはない」のいずれも男性の方が率が高くなっています。女性

は「わからない」の率が高くなっています。年齢別では、「いずれ結婚するつもり」は 20 歳代で 71.1%、30

歳代で 66.7%と高くなっており、40 歳代になると 21.7%と低くなっています。 

 

  

53.9 

6.9 

37.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．いずれ結婚するつもり

２．結婚するつもりはない

３．わからない

無回答

ｎ=102

53.9 

57.8 

52.7 

47.8 

71.1 

66.7 

21.7 

6.9 

8.9 

5.5 

13.0 

2.6 

0.0 

13.0 

37.3 

33.3 

38.2 

34.8 

26.3 

33.3 

60.9 

2.0 

0.0 

3.6 

4.3 

0.0 

0.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（n=102）

１．男性（n=45）

２．女性（n=55）

１．10歳代（n=23）

２．20歳代（n=38）

３．30歳代（n=18）

４．40歳代（n=23）

(2
)性

別
(3

)年
齢

いずれ結婚するつもり 結婚するつもりはない わからない 無回答
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（３） 結婚していない理由 

（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

問７-2．現在、結婚していない理由は何ですか。（○印いくつでも、その他は記入） 

「結婚したいと思える相手がいない」が 34.3%で最も多く、「出会う機会、きっかけがない」が 31.4%、「ま

だ若すぎる」が 27.5%、「家族を養うほどの収入がない」が 20.6%、「仕事（学業）に打ち込みたい」が 13.7%

となっています。理由は多岐にわたりますが、出会いの少なさや結婚したい相手がいないなどの率が高く、

家族を養うための経済的理由をあげる人も 5 人に 1 人程度みられます。 

 
 

●「その他」に記載された主な内容：モテ資源、アピールポイントがない／健康上のため／縁がなかった／高

知県の人とは結婚したくない／タイミングを考え中／来年結婚予定 

  

34.3 

31.4 

27.5 

20.6 

13.7 

11.8 

11.8 

10.8 

9.8 

8.8 

6.9 

6.9 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40%

１．結婚したいと思える相手がいない

２．出会う機会、きっかけがない

３．まだ若すぎる

４．家族を養うほどの収入がない

５．仕事（学業）に打ち込みたい

６．異性とうまく付き合えない

７．理由は特にない

８．精神的に自由でいられる

９．結婚資金が足りない

10．経済的に自由がきく

11．結婚に意味を見出せない

12．その他

無回答

ｎ=102
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女性は「結婚したいと思える相手がいない」や精神的・経済的に自由、仕事や学業を優先、結婚に意

味を見出せないといった理由の率が高く、男性は経済的な理由や異性との付き合い、出会いの機会やき

っかけがないといった理由の率が高くなっています。 

（%） 

 
  

1 2 3 4 5 6 7

結
婚
し
た
い
と
思
え

る
相
手
が
い
な
い

出
会
う
機
会
、

き
っ

か
け
が
な
い

ま
だ
若
す
ぎ
る

家
族
を
養
う
ほ
ど
の

収
入
が
な
い

仕
事
（

学
業
）

に
打

ち
込
み
た
い

異
性
と
う
ま
く
付
き

合
え
な
い

理
由
は
特
に
な
い

全体（n=102） 34.3 31.4 27.5 20.6 13.7 11.8 11.8

(2)性別 １．男性（n=45） 26.7 33.3 33.3 28.9 8.9 17.8 11.1

２．女性（n=55） 41.8 30.9 23.6 14.5 18.2 7.3 9.1

(3)年齢 １．10歳代（n=23） 30.4 26.1 56.5 13.0 21.7 17.4 4.3

２．20歳代（n=38） 36.8 42.1 39.5 23.7 21.1 7.9 5.3

３．30歳代（n=18） 38.9 38.9 0.0 44.4 0.0 16.7 11.1

４．40歳代（n=23） 30.4 13.0 0.0 4.3 4.3 8.7 30.4

8 9 10 11 12

精
神
的
に
自
由
で
い

ら
れ
る

結
婚
資
金
が
足
り
な

い 経
済
的
に
自
由
が
き

く 結
婚
に
意
味
を
見
出

せ
な
い

そ
の
他

全体（n=102） 10.8 9.8 8.8 6.9 6.9

(2)性別 １．男性（n=45） 6.7 6.7 8.9 6.7 8.9

２．女性（n=55） 14.5 12.7 9.1 7.3 5.5

(3)年齢 １．10歳代（n=23） 4.3 8.7 8.7 13.0 4.3

２．20歳代（n=38） 13.2 10.5 7.9 5.3 2.6

３．30歳代（n=18） 5.6 11.1 0.0 0.0 11.1

４．40歳代（n=23） 17.4 8.7 17.4 8.7 13.0
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（４） 結婚後の香美市居住意向 

（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

問７-3．結婚した場合、香美市に住み続けたいと思いますか。（○印１つ） また、その理由は何で

すか。 

「住み続けたい」が 38.2%で最も多く、「わからない」が 29.4%、「住む場所にこだわらない」が 19.6%、「住

み続けたくない」が 8.8%となっています。 

性別では、男性の方が住み続ける意向が高く、女性は住む場所にこだわらない割合が高くなっていま

す。 

 

 
 

【住み続けたい 理由】 

 落ち着くので。（香北町/女性/10 歳代） 

 長く住んでいる家がある。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 他に行く場所がないから。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 住みやすいから。（香北町/-/40 歳代） 

 愛着がある。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 自然豊かで落ちついてすごせるので、子育てしやすい環境だと思うから。自分の故郷で自分の子どもも育って
もらいたい。（香北町/女性/20 歳代） 

 経済的。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 リラックスして住むことができるから。（精神的なもの）。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

 周辺の環境がとてもよく昔からのご近所付き合いもあり住みやすいから。南海地震の際少なくとも津波の被害
がないかもしれないから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 職場が香美市だから。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 香美市が好きだから。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 環境が良くおだやかに過ごせる。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 地元で暮らして、仕事をしたいから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 住みやすい。（香北町/-/40 歳代） 

 生まれ育った愛着心があるから！！（物部町/男性/60 歳代） 

 両親が住んでいるから。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 ずっと住んでいた町だから。（土佐山田町/女性/10 歳代） 

住み続けたい

38.2

42.2

32.7

住み続けたくない

8.8

15.6

3.6

住む場所にこだわらない

19.6

13.3

25.5

わからない

29.4

26.7

32.7

無回答

3.9

2.2

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（N=102）

１．男性(n=45）

２．女性(n=55）

性
別
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 生まれた所だから。（香北町/男性/20 歳代） 

 自然の中で住みたい。子どもができた時も自然の中で育てたいから。（香北町/男性/20 歳代） 

 車の運転が出来る限りは不便ない為。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 職場が香美市内にある為。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 高知県内で、災害を考えた時に比較的に安全だから。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 友人、知人が頑張っているから、この町に愛着心がある。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 住みなれた土地で、土地感もあり、便利に暮らすことができるから。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 就職は香美市で考えており、永住したいと思うから。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

 友人がいる。私の実家があり、なおかつ両祖父母も香美市在住だから。→育児を協力してもらう。山田は交通
の便が比較的よいなら。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 なれた所なので。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 実家があるので。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 自分の町だから。（香北町/男性/20 歳代） 

 仕事の為。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 実家の近くが楽だから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 住み慣れたところだから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 自分の家が好きだから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

【住み続けたくない 理由】 

 親元を離れて生活をしたいから。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 地元に帰りたいため。通勤時間が長い。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 いろいろと不便なだから。（香北町/男性/30 歳代） 

 小中高大学まで教育機関は充実しているが中学高校の教育レベルが低いから。（土佐山田町/男性/30 歳
代） 

 わからない。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 南国市や高知市に住みたい。（物部町/男性/40 歳代） 

【住む場所にこだわらない 理由】 

 相手が香美市又は香美市近辺に勤務先があったり等はそちらに合わせても良いなと思うから。（土佐山田町/
女性/40 歳代） 

 県外に就職するかもしれん。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

 結婚したら、自分だけのことではなく、配偶者と共に生活や仕事の関係で住居が変わることはありうることだか
ら。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 どこでも楽しみを見つける自信があるから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 職場の近くに住みたい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 住む場所は、相手の勤務場所による。（香北町/女性/70 歳代） 

 香美市に残る理由がない。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 自分の就職先も、どこになるかまだ未定だから。（土佐山田町/女性/10 歳代） 

 現在交際中の彼が県外の方だから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 なるべく親元にいたいですけど、相手によります。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 学校卒業後の仕事場（近い所）に応じ、決めたい。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 相手の意見も尊重したいから。（土佐山田町/女性/10 歳代） 
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（５） 結婚に関する支援の希望 

問８．結婚について取り組んでもらいたいことは何ですか。（○印３つまで、その他は記入） 

「安定した雇用の支援」が 65.6%で最も多く、若い夫婦への住まいの支援」が 41.9%、「結婚祝い金など

の経済的支援」が 39.2%、「婚活イベントなどによる出会いの場の提供」が 19.4%、「結婚相談窓口（仲立

ち）」が 7.5%となっています。雇用、住まい、経済面への支援の希望が多くなる傾向がみられます。 

 
 

●「その他」に記載された主な内容：外見や収入だけでなく異性に違う魅力を見つけてもらう機会／20 歳まで

の医療費の無償化／積極的な企業誘致／別性婚を認め、配慮する／宅地開発への支援、妊活支援／若い

人達の住みやすい市、子育の支援により若い夫婦があつまると思う／遠まわりかもしれないが「子育てを充

実させる＝子どもの精神的安定」を充実させることで将来結婚について前向きに考えられるのではないでしょ

うか／他の市、町に働く場を求めず地元に雇用の場が必要／香美市の店で使える優待券など 

  

65.6 
41.9 

39.2 

19.4 

7.5 

5.4 

5.4 

3.8 

2.7 

5.9 

7.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．安定した雇用の支援

２．若い夫婦への住まいの支援

３．結婚祝い金などの経済的支援

４．婚活イベントなどによる出会いの場の提供

５．結婚相談窓口（仲立ち）

６．交際術やマナーなどを学ぶ講座

７．行政がやる必要はない

８．結婚を推奨するようなＰＲ

９．若い世代への結婚に関する講習会

10．その他

無回答

ｎ=186
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性別にみると、男性は出会いの場の提供について女性よりも率が高くなっています。ただし、行政がや

る必要はないと答えた人の率も男性の方が高くなっています。 

 

  

0%

20%

40%

60%

80%

１
．
安
定
し
た
雇
用
の
支
援

２
．
若
い
夫
婦
へ
の
住
ま
い
の

支
援

３
．
結
婚
祝
い
金
な
ど
の

経
済
的
支
援

４
．
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

出
会
い
の
場
の
提
供

５
．
結
婚
相
談
窓
口
（
仲
立
ち
）

６
．
交
際
術
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

学
ぶ
講
座

７
．
行
政
が
や
る
必
要
は
な
い

８
．
結
婚
を
推
奨
す
る
よ
う
な

Ｐ
Ｒ

９
．
若
い
世
代
へ
の
結
婚
に

関
す
る
講
習
会

１
０
．
そ
の
他

男性(n=68)

女性(n=115)

全体（n＝186）
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3. 出産・子育てについて 

（１） 現在の子どもの数 

問９．あなたは、現在、お子さんが何人いますか。（○印１つ） 

現在の子どもの人数では、「0 人（子どもはいない）」が 58.6%で最も多く、「1 人」が 15.1%、「2 人」が

13.4%、「3 人」が 8.1%、「4 人」「5 人以上」が 1.6%となっています。 

 
 
  

15.1 

13.4 

8.1 

1.6 

1.6 

58.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．1人

２．2人

３．3人

４．4人

５．5人以上

６．0人（子どもはいない）

無回答

ｎ=186
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（２） 将来的に持ちたい子どもの数 

問 10．将来的に何人のお子さんを持ちたいですか（現在いるお子さんの人数も含む）。 

将来的に持ちたい子どもの人数では、「2 人」が 38.2%で最も多く、「3 人」が 24.2%、「0 人（いなくてもよ

い）」が 14.5%、「1 人」が 14.0%、「4 人」が 2.7%となっています。 

 
 

性別では、「1 人」「2 人」は男性の方が率が高く、「3 人」「4 人」「5 人以上」は女性の方が率が高くなっ

ています。希望する子どもの数は女性の方が多くなる傾向がみられます。 

 
 
  

14.0 

38.2 

24.2 

2.7 

1.6 

14.5 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．1人

２．2人

３．3人

４．4人

５．5人以上

６．0人（いなくてもよい）

無回答

ｎ=186

14.0 

16.2 

12.2 

38.2 

41.2 

36.5 

24.2 

19.1 

27.0 

2.7 

1.5 

3.5 

1.6 

1.5 

1.7 

14.5 

13.2 

15.7 

4.8 

7.4 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（n=186）

１．男性（n=68）

２．女性（n=115）

1人 2人 3人 4人 5人以上 0人 無回答
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（３） 理想的な子どもの数 

問 11．あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか（現在いるお子さんの人数も含む）。 

理想的な子どもの人数では、「3 人」が 37.6%で最も多く、「2 人」が 33.3%、「0 人（いなくてもよい）」が

10.2%、「4 人」が 7.0%、「1 人」が 4.8%となっています。今回の回答者の範囲では、現在の子どもの人数は

平均 0.82 人、理想的と考える子どもの人数は平均 2.39 人となります。 

 
 

将来的に持ちたい子どもの数と同様、理想的な子どもの人数でも、女性の方が「3 人」「4 人」の率が高

くなっています。「5 人以上」では女性の方が低くなっています。 

 
  

4.8 

33.3 

37.6 
7.0 

3.8 

10.2 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40%

１．1人

２．2人

３．3人

４．4人

５．5人以上

６．0人（いなくてもよい）

無回答

ｎ=186

4.8 

8.8 

2.6 

33.3 

35.3 

32.2 

37.6 

32.4 

40.9 

7.0 

2.9 

8.7 

3.8 

4.4 

3.5 

10.2 

10.3 

10.4 

3.2 

5.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（n=186）

１．男性（n=68）

２．女性（n=115）

1人 2人 3人 4人 5人以上 0人 無回答
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（４） 理想的な子どもの数実現の課題 

問 12．理想的な子どもの数を実現するために、課題となること（なりそうなこと）は何ですか。（○

印いくつでも、その他は記入） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が 71.5%で最も多く、「年齢的な問題」が 34.4%、「育児・出産の

心理的・肉体的な負担」が 26.9%、「自分の仕事に差し支える」が 23.7%、「子どもを預ける施設が整ってい

ない」が 23.1%となっています。子育てや教育の経済的負担に関するものが多く、年齢や心理的・肉体的

な負担に関するものが続きます。保育施設の整備や、仕事との兼ね合いなどをあげる人もみられます。 

 

 
 
●「その他」に記載された主な内容：子育て後は介護、それから自分達の老後・退職と問題が多すぎ不安／

今後の社会の不安、原発など社会的不安要素が多すぎて次世代を産むことに大きな不安がある／給料が少

ないため産めない、育てられない／収入が不安／未来の展望、先が見えないことへの不安／企業によって

は、産休育休制度が整っていない 

  

71.5 

34.4 

26.9 

23.7 

23.1 

17.2 

12.9 

11.3 

8.1 

7.0 

2.2 

5.4 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１．子育てや教育にお金がかかりすぎる

２．年齢的な問題

３．育児・出産の心理的・肉体的な負担

４．自分の仕事に差し支える

５．子どもを預ける施設が整っていない

６．子育てを手助けしてくれる人がいない

７．妊娠・出産・子育てに関する情報不足

８．家が狭い

９．ほしいけれど、できない

10．配偶者の家業・育児への協力が見込めない

11．課題は特にない

12．その他

無回答

ｎ=186
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「子育てや教育にお金がかかりすぎる」は男性の方が 8.3 ポイント高く、「家が狭い」「自分の仕事に差

し支える」「育児・出産の心理的・肉体的な負担」は女性の方が 10 ポイント以上高くなっています。また、

「子どもを預ける施設が整っていない」は女性の方が 4.6 ポイント高くなっています。 

 

（%） 

 

  

1 2 3 4 5 6 7

子
育
て
や
教
育
に
お
金

が
か
か
り
す
ぎ
る

年
齢
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問
題
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に
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え
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設

が
整
っ

て
い
な
い

子
育
て
を
手
助
け
し
て

く
れ
る
人
が
い
な
い

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
情
報
不
足

全体（n=186） 71.5 34.4 26.9 23.7 23.1 17.2 12.9

(2)性別 １．男性（n=68） 77.9 29.4 19.1 8.8 20.6 17.6 11.8

２．女性（n=115） 69.6 36.5 32.2 33.0 25.2 17.4 13.9

8 9 10 11 12

家
が
狭
い

ほ
し
い
け
れ
ど
、

で
き

な
い

配
偶
者
の
家
業
・
育
児

へ
の
協
力
が
見
込
め
な

い 課
題
は
特
に
な
い

そ
の
他

全体（n=186） 11.3 8.1 7.0 2.2 5.4

(2)性別 １．男性（n=68） 5.9 7.4 4.4 1.5 7.4

２．女性（n=115） 14.8 7.8 8.7 1.7 4.3



35 

（５） 理想的な子どもの数と現在の子どもの数に差がある理由 

（理想的な子どもの数よりも現在のお子さんの数が少ない方へ） 

問 13．理想的な子どもの数と差があるのはどうしてですか。（○印いくつでも、その他は記入） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 30.6%で最も多く、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支

えるから」が 11.3%、「高年齢で生むのはいやだから」が 8.1%、「子どもを預ける施設が整っていないから」

が 6.5%となっています。 

 

 

●「その他」に記載された主な内容：いなくてもよいから／結婚をしないからわからない／年齢的に難しい、病

院にも行っているが妊娠しない／相手がいない／できにくい体質だから／離婚後子育て家事に忙しく気がつ

けば出会いがなかった／学生だから／結婚して月が浅いため／給料が少なく子どもを育てられない。今でも

苦しすぎる。給料がふえれば子どもが欲しい／病気療養中だから 

  

30.6 

11.3 

8.1 

7.0 

6.5 

5.9 

4.8 

3.2 

2.7 

1.6 

1.1 

1.1 

10.2 

51.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから

２．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

３．高年齢で生むのはいやだから

４．家が狭いから

５．子どもを預ける施設が整っていないから

６．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

７．健康上の理由から

８．夫が望まないから

９．自分や夫婦の生活を大切にしたいから

10．夫の家事・育児への協力が得られないから

11．子どもがのびのび育つ環境ではないから

12．末子が夫の定年退職までに成人してほしいから

13．その他

無回答

ｎ=186
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「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」は男性の方が高く、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支え

るから」は女性の方が高くなっています。「高年齢で生むのはいやだから」「これ以上、育児の心理的、肉

体的負担に耐えられないから」「子どもを預ける施設が整っていないから」も女性の方が高くなっています。 

 

（%） 
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全体（n=186） 30.6% 11.3% 8.1% 7.0% 6.5% 5.9% 4.8%

(2)性別 １．男性（n=68） 35.3% 5.9% 1.5% 5.9% 5.9% 4.4% 5.9%

２．女性（n=115） 28.7% 13.9% 12.2% 7.8% 7.0% 7.0% 4.3%
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そ
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全体（n=186） 3.2% 2.7% 1.6% 1.1% 1.1% 10.2%

(2)性別 １．男性（n=68） 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 7.4%

２．女性（n=115） 5.2% 2.6% 2.6% 1.7% 1.7% 10.4%
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（６） 子どもを産み育てやすい環境かどうかの評価 

問 14．香美市は子どもを産み育てやすい環境だと思いますか。（○印１つ） また、その理由は何で

すか。 

「ある程度思う」が 36.0%で最も多く、「どちらともいえない」が 23.1%、「わからない」が 18.3%、「あまり思わ

ない」が 9.7%、「大いに思う」が 8.6%となっています。「大いに思う」と「ある程度思う」の合計は 44.6%となり、

「まったく思わない」「あまり思わない」の合計 10.8%よりはるかに多くなっています。 

 
 
 

「大いに思う」と「ある程度思う」は女性の方が高く、「まったく思わない」「あまり思わない」は男性の方が

高くなっています。また男性は「わからない」が女性より約 8 ポイント高くなっています。 
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１．大いに思う

２．ある程度思う

３．どちらともいえない

４．あまり思わない

５．まったく思わない

６．わからない

無回答

ｎ=186
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凡例

全体（n=186）

１．男性（n=68）

２．女性（n=115）

大いに思う ある程度思う どちらともいえない あまり思わない まったく思わない わからない 無回答
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【大いに思う、ある程度思う 理由】 

 自然が多く住みやすい環境だから。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 自然が多い環境。JR がある。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

 自然に囲まれている。人が多過ぎない。（物部町/女性/20 歳代） 

 自然に囲まれているから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 自然の多い中で育てられる。（物部町/男性/60 歳代） 

 0 歳児保育ができるところが多い。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 小学校～大学まである。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 保育所が多い、3 才まで無料であること、中学生まで医療費無料が延びた。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 医療免除等としても助かります。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 自然もあるが、開発も進んでいるから。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 自然が多い。（香北町/-/40 歳代） 

 子どもの医療費全額負担なしの期間が中 3 までに延長され、助かっています。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 環境が良い、自分の親の支援が見込める。（香北町/女性/20 歳代） 

 保育園等で定員の確保が不十分。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 福祉的なことは十分に分らないけれども、自然や交通の便は悪くないと思う。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 空気はきれいなので、育てるという面ではとてもよい環境だと思うから。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

 支援センターがある！一時保育もある！保育園への入園も（まずまず）すんなりできた。（土佐山田町/-/30 歳
代） 

 施設はととのっているが、賃貸住居の家賃が市内並に高かったり、土地の価格も高いように思える。若い世代
が定住するにはバランスが必要と思える。空き家バンクを活用できていない。補助金を出してサイクルを回す事
が必要ではないか？（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 保育園が増えているから。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 自然がたくさんあるし周囲の大人もやさしい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 程よく田舎。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 出産や育児において、病院（産科、小児科）や託児所については不安な面があるが、自然にめぐまれのびの
びと子育てできる環境で、教育面においては高知市等への通学も選択肢に入れやすいので良いと思う。（土
佐山田町/女性/30 歳代） 

 医療費の補助はすごく助かっている（中学 3 年まで無料）。保育所が減ったので通園が不便になった方がいる
のではないかと思うが…。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 保育園料の 2 人目から無料。0 歳児の入園が困難。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 産婦人科の病院があり、福祉センターで検診もしてもらえる保育園もあるイベントもあり参加できる。（香北町/
女性/50 歳代） 

 都会と田舎の間だから。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 のどかな自然のある町で、子どもにとっては、良い環境です。外で遊ばせても、あまり不安になることがない。安
心して遊びに行かせられます。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 文化的施設、学校等が比較的多いから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 適度な自然があるため。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 保育園はあるが、保育者の保育への意識が他市に比べて低い気がする。また、複数の園が合併した為、園児
の数が多すぎて不安。塾も少ないし、のびのび育てるには良いと思うが、勉強も大切なので将来が少し心配で
ある。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 自然が豊か。（香北町/女性/10 歳代） 

 すぐ近くに幼稚園、小中学校や公園などの施設が充実しているから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 大きな町でもなく、近くに友達もいたから。（香北町/-/40 歳代） 
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 自然も多く、周りの人達がよくしてくれる。（香北町/女性/10 歳代） 

 子育て支援センターなど充実しているから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 子育ての相談をする場所や気にかけてくれる保健師さんがいること。いろんな所に公園や散歩ができる道があ
ること。医療費を負担してくれていること。子どもを連れて行きやすい図書館や保育所の広場を開放してくれる
ところ。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 地域との助け合いなどの場が非常に多い。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 医療費の助成等はしっかりしていると思うが、病児、病後児保育等は行われていないから。（香北町/女性/20
歳代） 

 産婦人科が多いから。（土佐山田町/女性/10 歳代） 

 保育園や幼稚園が他地域に比べ充実していると思う（一時保育など）。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 保育園や幼稚園、小学校などが足りているから。（土佐山田町/女性/10 歳代） 

 津波の心配がない。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 自然が多い。（香北町/男性/10 歳代） 

 自然環境が豊か。（香北町/男性/20 歳代） 

 医療費の助成が小学生まで上かったのはよかった。予防接種の任意に対する助成をしてもらいたい。保育園
の園庭開放はいいけど育児相談の日は車も人もいっぱいになり時間がかかる。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 地域との行事が多く、様々な場面で子供を育ててくれていると思います。自然も多く、子供達や親もリラックスで
きるのではないかなと思う。医療費の助成も助かります。（香北町/女性/40 歳代） 

 中学校まで給食がある。医療費もかからないから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 地域の人の温かさ優しさにふれれてまた、犯罪などが少ないから。（香北町/男性/20 歳代） 

 自然に囲まれている、近所付き合いが残っている。地域の高齢者の方々が子供たちへよく声かけをしている。
（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 「ある程度・・」にしたのは、産婦人科が 1 つであること、小児科がないこと、子どもをつれて散歩するには木か
げや公園が少なく、夏すごしづらいこと。本来母としては歩いて木かげで涼しさや自然の厳しさなども感じなが
ら育てることは大切だと考えます。山田の町から田畑が減り、住宅が増えるスピードの早さにも胸が痛む、子ど
もたちへ残すべきとは何？（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 お母さん方がコミュニティ活動を盛んに行っているような気がするため。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 単に公園等で、小どもを見かけるケースが多くなったと感じたので、そういった環境が整っているのかなと思う。
（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 通学、交通面でバス停など、子どもが学校へ通うには、暗くて家のない所を歩かなくてはいけない、心配。（香
北町/女性/40 歳代） 

 幼稚園、保育園が充実している方だと思う。だが、実際、育てるとなると家賃だったり支出が大きくなり、教育に
まわすお金が減る。→より働く→会話なくなる→悪循環になる可能性があるので、助成金などを取入れたら、な
お育てやすい町になると思う。年の近い子を知り合えるコミュニティもあったら、その母親からリアルな声がきけ
ると思う。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 災害に強い土地。自然が近く、たくさんある。大学生たちと関われる。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 保育所、学校、病院などありますが、小児科があれば良いと思います。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 自然が多いから。（香北町/男性/20 歳代） 

 自然に囲まれている。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 環境がいい方だと思う。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 公共施設が揃っている。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 ○医療費が中学卒業まで無料、×保育料が高い。（土佐山田町/女性/40 歳代） 
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【あまり思わない、まったく思わない 理由】 

 教師のレベルが低いから困る。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 小児科が無い、託児所等乳児を一時預かりしてくれる所が少ない（ほぼ無い）、雨天でも子連れで行ける遊ぶ
所や店（カフェ等）が無い。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 保育園、小、中、高、大学と、整っているものの、中身が不十分。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 小児科がない。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 保育園は 0 歳児から受入してくれ大変ありがたいと思うが香美市内に小児科がないのが不便、不安を感じる。
（香北町/女性/30 歳代） 

 子供の遊べる環境をもう少し作るべき。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 公立の幼稚園がないから。小児科がないから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 子供用品を取り扱っている店が少ない。小児科がない。公園も少ない。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 香美市に小児科がないため、病院まで時間がかかる。（物部町/男性/40 歳代） 

 高知市内への勤務で、帰宅や 20 時になるのはあたりまえなのに、預ける施設がない。（土佐山田町/女性/30
歳代） 

 産婦人科の数、小児科が少ない、無い。産後の雇用問題。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 自然環境は良いが、低賃金な為、金銭的に育てにくい。職もないし、給料も安すぎる。（香北町/女性/30 歳
代） 

 地域全体で子ども達を監視するコミュニティーが整っていないと感じるから。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

【どちらともいえない 理由】 

 今、自分がいる環境は、似た年令の子どもを持つ家庭も近くにあり、子育てするには良い環境かと思うが、香美
市全体で考えるとわからない。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 自然にめぐまれ、子育てには良い立地だとは思うが、サービス面で十分とは思えない。（土佐山田町/男性/40
歳代） 

 在職中子どもを預ける（夜間）施設がなく、個人の家にお世話になったが、お金がとてもかかった（約 35 年前
のことです）。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 良いとこもあれば悪いとこもある。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 子育てに関する色々な情報や状況を理解、把握していないから。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 保育所も整っているし、知人からも大きな不満を聞かないから。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 子供にかかる経済的な支援や、教育的なこと（学力向上等、いじめをへらす）等があまりできていないように思
う。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 子どものいる環境ではないから。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 保育料が高いと聞いた。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 子どもを預ける施設が整っていない。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 総合病院がない。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 産み育てやすい環境かどうかをはっきりと断言出来るかというと微妙な所だから。（物部町/男性/10 歳代） 

 環境的には良いと思うが子どもが急に具合悪くなった時に対応できる職場が少ない。私生活よりも会社の為に
働く様な時代から子育て等に優先できない状況である。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 小児科がないのでは？いざという時に相談できる場も少ないように思います。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 医療体制は充実しているが、教育面では私立に行かないと進学が不利な状況にあると思う。（公立中、高のレ
ベルアップを望む）。（土佐山田町/女性/40 歳代） 
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（７） 重要と思う育児に関するサービス 

問 15．今後、育児に関するサービスとして、香美市が最も力を入れるべきだと思うのは次のうちど

れですか。（○印１つ、その他は記入） 

「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が 22.0%で最も多く、「幼稚園・保育所・認定

こども園などの定員の拡充」が 16.1%、「子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上」が 15.6%、「子育て

における母子の保健・医療体制の充実」が 12.4%、「子どもを預かるサービスの時間の延長」が 10.2%とな

っています。 

 
 

●「その他」に記載された主な内容：先生のレベル UP／保育所をもう一つ作る。あけぼのとなかよしの中間が

必要！／保育料を二人目から無料にしてもらいたい。まだ子どもは生まれていないがこうなると二人目を希望

する人は多くなると思う／保育料の均一化。税金じゃないのに、収入により違いがあるので／サービスは増や

す必要を感じない位やってくれているように感じていますが、保育士や施設としての質の向上や維持は絶対

必要と感じている。若い先生が育つよう学びの機会と仕事量のバランスが充実してほしい／相談しやすい環

境づくりのサポート 
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３．子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上

４．子育てにおける母子の保健・医療体制の充実

５．子どもを預かるサービスの時間の延長

６．子育てに関する施設・サービス・イベントなどの情報提供の充実

７．子育てに関する総合的な相談体制の充実

８．子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施

９．行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない

10．その他

無回答

ｎ=186
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4. 市の施策について 

（１） 施策の満足度・重要度 

問 16．次の表は、香美市のまちづくり指針である「香美市振興計画（第 1 次）」の各施策（65 項目）

を示しています。あなたは、次の各項目の施策について、現在、どの程度満足されていますか。また、

今後のまちづくりを進めていくうえで、どの程度重要だと思いますか。 

市の施策について、65 の項目を掲げ、それぞれの「満足度」「重要度」を５段階評価で尋ねました。各

施策の満足度と重要度については、次のようなステップで回答結果を整理し、分析しています。 

 

満足度、重要度の加重平均値による分析 

「満足度」については「満足」「やや満足」への回答とともに、「やや不満」「不満」「どちらともいえない」と

いう選択肢もあるため、この「満足度」をより的確に分析するために、加重平均値による指標化を行いまし

た。 

加重平均値の算出方法は、「満足」に 100 点、「やや満足」に 75 点、「どちらともいえない」に 50 点、

「やや不満」に 25点、「不満」に 0点の係数（ウエイト）を設定し、項目ごとの回答結果を（「満足」の回答件

数×100 点+「やや満足」の回答件数×75 点+「どちらともいえない」の回答件数×50 点+「やや不満」の

回答件数×25 点+「不満」の回答件数×0 点）÷（回答者件数－無回答件数）として指標化しています。 

この指標によって、「満足度」の強弱をより明確に分析することができます。 

「重要度」についても、同様の算出方法で加重平均値を算出しています。 
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満足度 重要度

50.3 76.2

1 まちの活力を拓く土地利用の推進 47.5 80.2

2 広い市域のマネジメント体制の構築 46.0 70.7

3 賑わいのある市街地の整備 36.9 80.0

4 魅力的な定住環境の整備 45.4 79.1

5 多様な住宅等の供給 46.9 68.8

6 基幹交通路の整備 53.4 82.9

7 暮らしを支える道路網の整備 49.5 81.3

8 公共交通手段の維持・充実 44.9 79.6

9 交通ターミナル機能等の充実 45.6 72.0

10 地域情報化の推進 49.6 70.4

都市イメージの形成 11 香美市らしい景観形成 50.7 67.2

12 災害対策の充実 54.8 88.2

13 消防・救急体制の充実 63.3 88.1

14 地域防災体制の確立 56.9 87.0

15 交通安全・防犯対策の充実 55.9 84.1

16 自然資源の保全 55.6 74.3

17 自然環境の多様な魅力の活用 55.1 73.3

水資源の安定的な確保と
利用

18 水資源の安定的な確保と利用 62.8 82.3

19 汚水対策の推進と河川の水質保全 53.1 81.5

20 ごみ、し尿の適正な処理 57.5 80.1

21 地球環境保全の推進 54.0 74.8

22 長寿社会を支える体制づくり 50.4 79.6

23 地域福祉の推進 51.9 79.5

24 みんなにやさしいまちづくりの推進 54.6 77.1

25 健康づくりの支援 59.0 79.1

26 医療体制の充実 52.4 85.2

27 介護予防の推進 49.9 80.2

28 安心介護の推進 49.5 80.1

29 地域ぐるみの支え合い体制の充実 49.8 80.6

障害者福祉の充実 30 障害者福祉の充実 50.7 78.3

全体（N=409）

全体（65項目）平均値　　　　　

【基本目標１】
まちのかたちを

創る

計画的な土地利の推進

市街地や集落の整備

交流基盤の整備

【基本目標２】
みどりを保つ

安全・安心なまちづくり

自然資源の保全と活用の
推進

【基本目標３】
やすらぎを守る

福祉社会の基礎づくり

保健、医療の充実

高齢者福祉の充実

自然と共生する地域づくりの
推進
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※表中の網掛けは、全体平均値を上回る項目 

※行政施策分析項目の詳細については、本報告書の後段「資料１」を参照してください。 

  

満足度 重要度

50.3 76.2

31 シティセールスの推進 48.8 63.0

32 多様な地域間交流の推進 50.5 61.9

33 市内の交流促進 53.4 66.8

34 特産物のブランド維持向上と多様な販路確保 47.6 75.3

35 農業の担い手・後継者の確保と育成 43.7 78.9

36 農業基盤等の充実 46.9 77.6

37 林業の振興 46.5 74.7

38 第一次産業の多面的な振興 48.2 75.5

39 地場産業の振興 47.8 76.7

40 商店街の活性化 34.2 79.4

41 新たな商工業の発展機会の創出 41.1 74.3

42 観光魅力の発掘・再生・創造 44.8 74.9

43 観光交流の受け皿づくり 45.8 72.4

44 観光情報の充実 44.8 71.8

45 各産業の連携による地域産業の魅力の増進 47.4 73.9

46 多様な就業機会の確保 42.2 78.2

47 保育サービスの充実 55.9 83.7

48 総合的な子育て支援体制の確立 55.0 84.4

49 豊かな教育を支える環境の充実 55.0 84.0

50 個性を活かした就学前教育・学校教育の充実 53.2 79.4

51 青少年を育む地域づくり 52.6 81.2

52 生涯学習活動の魅力向上 52.1 70.7

53 生涯スポーツ活動の魅力向上 51.2 69.4

54 気軽に参加できる環境の充実 49.6 69.6

55 人権教育・啓発等の推進 54.2 65.4

56 男女共同参画社会に向けた体制の確立 52.1 66.8

57 文化財保護の推進 53.6 68.5

58 伝統文化の継承、育成 53.9 71.6

59 芸術文化等の振興 53.0 67.1

60 合理的、効率的な行政サービスの推進 49.9 77.2

61 広域行政の推進 49.8 70.2

62 行政職員の資質向上 44.5 81.3

63 適正な職員配置の推進 45.8 79.0

64 市民の参画機会の拡充 51.3 69.8

65 地域や住民が主体となったまちづくり活動への支援 48.3 72.4

全体（N=409）

全体（65項目）平均値　　　　　

【基本目標４】
賑わいを興す

交流によるまちづくりの推進

農林業の振興

商工業の振興

観光の振興

地域産業の振興と就業機会
確保の総合的な推進

【基本目標６】
みんなで築く

合理的・効率的行財政運営
の推進

行政職員の資質向上と適正
配置

市民と共に歩むまちづくりの
推進

【基本目標５】
未来を拓く

子育て支援の充実

未来を拓く子どもの育成

心豊かな生涯学習・生涯ス
ポーツ活動の振興

人権尊重の地域づくりの推進

地域文化の継承と創造
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満足度と重要度の相関図による分析 

満足度と重要度それぞれの加重平均値をもとに、縦軸に重要度、横軸に満足度を設定し、各施策を

散布図上に示したものが相関図です。 

 
 

縦軸に重要度、横軸に満足度をとった相関図では、満足度と重要度をマトリクス上に示すことで、各施

策の位置付けを整理します。次ページ意向、満足度と重要度の各々の平均を示す◇点及び太線から右

上（Ａ）、左上（Ｂ）、右下（Ｃ）、左下（Ｄ）の４方向に進むに従い、以下のような傾向を示しています。 

 

Ａ 重要度、満足度ともに高い（現状維持領域） 

●今後のまちづくりにおける重要度も満足度も高く、現時点での満足度の水準を維持していくことが

必要な領域。 

→「6 基幹交通路の整備」「13 消防・救急体制の充実」「39 地場産業の振興」「47 保育サービスの

充実」「48 総合的な子育て支援体制の確立」「49 豊かな教育を支える環境の充実」などが該当し

ます。 

 
Ｂ 重要度が高く、満足度が低い（重点化･見直し領域） 

●今後のまちづくりにおける重要度が高いが、満足度が相対的に低く、施策の重点化や抜本的な見

直しなども含め満足度を高める必要のある領域。 

→「3 賑わいのある市街地の整備」「12 災害対策の充実」「35 農業の担い手・後継者の確保と育

成」「40 商店街の活性化」「46 多様な就業機会の確保」などが該当します。 

 
Ｃ 重要度が低く、満足度が高い（現状維持･見直し領域） 

●今後のまちづくりにおける重要度は低いものの満足度が高く、満足度の水準を維持していくか、あ

るいは施策のあり方を含めて見直すべき必要のある領域。 

→「11 香美市らしい景観形成」「24 みんなにやさしいまちづくりの推進」「31 シティセールスの推進」

「32 多様な地域間交流の推進」「33 市内の交流促進」などが該当します。 

 
Ｄ 重要度、満足度ともに低い（改善･見直し領域） 

●今後のまちづくりにおける重要度も満足度も低く、施策の目的やニーズを再確認するとともに、施

策のあり方や進め方そのものをあらためて見直す必要のある領域。 

→「2 広い市域のマネジメント体制の構築」「9 交通ターミナル機能等の充実」「21 地球環境保全の

推進」「54 気軽に参加できる環境の充実」などが該当します。 

満足度平均

重要度平均

高い

低い

低い 高い

重
要
度

満足度

AB

CD
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① 基本目標１「まちのかたちを創る」 

【満足度の全体傾向】 

 
 

【重要度の全体傾向】 

 
  

47.5

46.0

36.9

45.4

46.9

53.4

49.5

44.9

45.6

49.6

50.7

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

1 まちの活力を拓く土地利用の推進

2 広い市域のマネジメント体制の構築

3 賑わいのある市街地の整備

4 魅力的な定住環境の整備

5 多様な住宅等の供給

6 基幹交通路の整備

7 暮らしを支える道路網の整備

8 公共交通手段の維持・充実

9 交通ターミナル機能等の充実

10 地域情報化の推進

11 香美市らしい景観形成

グラフタイトル不満← →満足

80.2

70.7

80.0

79.1

68.8

82.9

81.3

79.6

72.0

70.4

67.2

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

1 まちの活力を拓く土地利用の推進

2 広い市域のマネジメント体制の構築

3 賑わいのある市街地の整備

4 魅力的な定住環境の整備

5 多様な住宅等の供給

6 基幹交通路の整備

7 暮らしを支える道路網の整備

8 公共交通手段の維持・充実

9 交通ターミナル機能等の充実

10 地域情報化の推進

11 香美市らしい景観形成

グラフタイトル重要ではない← →重要である
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【満足度と重要度の相関】 

 

 

 
  

まちの活力を拓く土地利

用の推進

広い市域のマネジメント

体制の構築

賑わいのある市街地の

整備

魅力的な定住環境の整備

多様な住宅等の供給

基幹交通路の整備

暮らしを支える道路網の

整備

公共交通手段の維持・

充実

交通ターミナル機能等の

充実

地域情報化の推進

香美市らしい景観形成

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0

不満←--------------------満足度--------------------→満足

Ａ

重
要
で
あ
る←

-
-
-
--

-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-

重
要
度-

-
-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-
--

-→

重
要
で
は
な
い

Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標１】

まちのかたちを創る

重要度平均

75.7

満足度平均

46.9
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② 基本目標２「みどりを保つ」 

【満足度の全体傾向】 

 
 

【重要度の全体傾向】 

 
  

54.8

63.3

56.9

55.9

55.6

55.1

62.8

53.1

57.5

54.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

12 災害対策の充実

13 消防・救急体制の充実

14 地域防災体制の確立

15 交通安全・防犯対策の充実

16 自然資源の保全

17 自然環境の多様な魅力の活用

18 水資源の安定的な確保と利用

19 汚水対策の推進と河川の水質保全

20 ごみ、し尿の適正な処理

21 地球環境保全の推進

グラフタイトル不満← →満足

88.2

88.1

87.0

84.1

74.3

73.3

82.3

81.5

80.1

74.8

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

12 災害対策の充実

13 消防・救急体制の充実

14 地域防災体制の確立

15 交通安全・防犯対策の充実

16 自然資源の保全

17 自然環境の多様な魅力の活用

18 水資源の安定的な確保と利用

19 汚水対策の推進と河川の水質保全

20 ごみ、し尿の適正な処理

21 地球環境保全の推進

グラフタイトル重要ではない← →重要である
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【満足度と重要度の相関】 

 

 

 
  

災害対策の充実
消防・救急体制の充実

地域防災体制の確立

交通安全・防犯対策の充実

自然資源の保全

自然環境の多様な魅力

の活用

水資源の安定的な確保

と利用

汚水対策の推進と河川の

水質保全

ごみ、し尿の適正な処理

地球環境保全の推進

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0

不満←--------------------満足度--------------------→満足

Ａ

重
要
で
あ
る←

-
-
-
--

-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-

重
要
度-

-
-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-
--

-→

重
要
で
は
な
い

Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標２】

みどりを保つ

重要度平均

81.4

満足度平均

56.9
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③ 基本目標３「やすらぎを守る」 

【満足度の全体傾向】 

 
 

【重要度の全体傾向】 

 
  

50.4

51.9

54.6

59.0

52.4

49.9

49.5

49.8

50.7

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

22 長寿社会を支える体制づくり

23 地域福祉の推進

24 みんなにやさしいまちづくりの推進

25 健康づくりの支援

26 医療体制の充実

27 介護予防の推進

28 安心介護の推進

29 地域ぐるみの支え合い体制の充実

30 障害者福祉の充実

グラフタイトル不満← →満足

79.6

79.5

77.1

79.1

85.2

80.2

80.1

80.6

78.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

22 長寿社会を支える体制づくり

23 地域福祉の推進

24 みんなにやさしいまちづくりの推進

25 健康づくりの支援

26 医療体制の充実

27 介護予防の推進

28 安心介護の推進

29 地域ぐるみの支え合い体制の充実

30 障害者福祉の充実

グラフタイトル重要ではない← →重要である
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【満足度と重要度の相関】 

 

 

 
  

長寿社会を支える

体制づくり

地域福祉の推進

みんなにやさしいまちづ

くりの推進

健康づくりの支援

医療体制の充実

介護予防の推進

安心介護の推進

地域ぐるみの支え合

い体制の充実

障害者福祉の充実

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0
不満←--------------------満足度--------------------→満足

Ａ

重
要
で
あ
る←

-
-
-
--

-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-

重
要
度-

-
-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-
--

-→

重
要
で
は
な
い

Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標３】

やすらぎを守る

重要度平均

80.0

満足度平均

52.1
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④ 基本目標４「賑わいを興す」 

【満足度の全体傾向】 

 
 

  

48.8

50.5

53.4

47.6

43.7

46.9

46.5

48.2

47.8

34.2

41.1

44.8

45.8

44.8

47.4

42.2

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

31 シティセールスの推進

32 多様な地域間交流の推進

33 市内の交流促進

34 特産物のブランド維持向上と多様な販路確保

35 農業の担い手・後継者の確保と育成

36 農業基盤等の充実

37 林業の振興

38 第一次産業の多面的な振興

39 地場産業の振興

40 商店街の活性化

41 新たな商工業の発展機会の創出

42 観光魅力の発掘・再生・創造

43 観光交流の受け皿づくり

44 観光情報の充実

45 各産業の連携による地域産業の魅力の増進

46 多様な就業機会の確保

グラフタイトル不満← →満足
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【重要度の全体傾向】 

 
 

 
  

63.0

61.9

66.8

75.3

78.9

77.6

74.7

75.5

76.7

79.4

74.3

74.9

72.4

71.8

73.9

78.2

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

31 シティセールスの推進

32 多様な地域間交流の推進

33 市内の交流促進

34 特産物のブランド維持向上と多様な販路確保

35 農業の担い手・後継者の確保と育成

36 農業基盤等の充実

37 林業の振興

38 第一次産業の多面的な振興

39 地場産業の振興

40 商店街の活性化

41 新たな商工業の発展機会の創出

42 観光魅力の発掘・再生・創造

43 観光交流の受け皿づくり

44 観光情報の充実

45 各産業の連携による地域産業の魅力の増進

46 多様な就業機会の確保

グラフタイトル重要ではない← →重要である



54 

【満足度と重要度の相関】 

 

 

 
  

シティセールスの推進

多様な地域間交流

の推進

市内の交流促進

特産物のブランド維持向

上と多様な販路確保

農業の担い手・後継者の

確保と育成

農業基盤等の充実

林業の振興

第一次産業の多面的な

振興

地場産業の振興

商店街の活性化

新たな商工業の発展機

会の創出

観光魅力の発掘・再生・

創造

観光交流の受け皿づ

くり

観光情報の充実

各産業の連携による地域

産業の魅力の増進

多様な就業機

会の確保

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0

不満←--------------------満足度--------------------→満足

Ａ重
要
で
あ
る←

-
-
-
--

-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-

重
要
度-

-
-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-
--

-→
重
要
で
は
な
い

Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標４】

賑わいを興す

重要度平均

73.4

満足度平均

45.9
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⑤ 基本目標５「未来を拓く」 

【満足度の全体傾向】 

 

【重要度の全体傾向】 

  

55.9

55.0

55.0

53.2

52.6

52.1

51.2

49.6

54.2

52.1

53.6

53.9

53.0

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

47 保育サービスの充実

48 総合的な子育て支援体制の確立

49 豊かな教育を支える環境の充実

50 個性を活かした就学前教育・学校教育の充実

51 青少年を育む地域づくり

52 生涯学習活動の魅力向上

53 生涯スポーツ活動の魅力向上

54 気軽に参加できる環境の充実

55 人権教育・啓発等の推進

56 男女共同参画社会に向けた体制の確立

57 文化財保護の推進

58 伝統文化の継承、育成

59 芸術文化等の振興

グラフタイトル不満← →満足

83.7

84.4

84.0

79.4

81.2

70.7

69.4

69.6

65.4

66.8

68.5

71.6

67.1

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

47 保育サービスの充実

48 総合的な子育て支援体制の確立

49 豊かな教育を支える環境の充実

50 個性を活かした就学前教育・学校教育の充実

51 青少年を育む地域づくり

52 生涯学習活動の魅力向上

53 生涯スポーツ活動の魅力向上

54 気軽に参加できる環境の充実

55 人権教育・啓発等の推進

56 男女共同参画社会に向けた体制の確立

57 文化財保護の推進

58 伝統文化の継承、育成

59 芸術文化等の振興

グラフタイトル重要ではない← →重要である
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【満足度と重要度の相関】 

 

 

 
  

保育サービスの充実

総合的な子育て支援体

制の確立

豊かな教育を支える環境

の充実

個性を活かした就学前教

育・学校教育の充実

青少年を育む地域づくり

生涯学習活動の魅力向上

生涯スポーツ活動の魅

力向上

気軽に参加できる環境の

充実

人権教育・啓発等の推進

男女共同参画社会に向

けた体制の確立

文化財保護の推進

伝統文化の継承、育成

芸術文化等の振興

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0 75.0
不満←--------------------満足度--------------------→満足

Ａ
重
要
で
あ
る←

-
-
-
--

-
--

-
--

--
-
-
--
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重
要
度-

-
-
--

-
--

--
-
-
--

-
--

-
--

-→

重
要
で
は
な
い

Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標５】

未来を拓く

重要度平均

74.0

満足度平均

53.2



57 

⑥ 基本目標６「みんなで築く」 

【満足度の全体傾向】 

 

 

【重要度の全体傾向】 

 

  

49.9

49.8

44.5

45.8

51.3

48.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

60 合理的、効率的な行政サービスの推進

61 広域行政の推進

62 行政職員の資質向上

63 適正な職員配置の推進

64 市民の参画機会の拡充

65 地域や住民が主体となったまちづくり

活動への支援

グラフタイトル不満← →満足

77.2

70.2

81.3

79.0

69.8

72.4

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

60 合理的、効率的な行政サービスの推進

61 広域行政の推進

62 行政職員の資質向上

63 適正な職員配置の推進

64 市民の参画機会の拡充

65 地域や住民が主体となったまちづくり

活動への支援

グラフタイトル重要ではない← →重要である
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【満足度と重要度の相関】 

 

 

  

合理的、効率的な行

政サービスの推進

広域行政の推進

行政職員の資質向上

適正な職員配置の推

進

市民の参画機会の拡充
地域や住民が主体と

なったまちづくり活動

への支援

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0
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85.0

90.0

95.0
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要
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Ｂ 重要度が高く、

満足度が低い

（重点化･見直し領域）

Ａ 重要度、満足度

ともに高い

（現状維持領域）

Ｂ

Ｃ 重要度が低く、

満足度が高い

（現状維持･見直し領域）

Ｄ 重要度、満足度

ともに低い

（改善･見直し領域）

ＣＤ

【基本目標６】

みんなで築く

重要度平均

75.0

満足度平均

48.3
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（２） 自慢したい・次世代に伝えたいもの 

問 17．あなたが、香美市で「自慢したい・次世代に伝えたい」と思うものは何ですか。場所、施設、

イベント、産業、食べ物、人物、物語や方言など、何でも自由にあげてください。 

 
自慢したい・次世代に伝えたいものについて、自由記述形式によって尋ねたところ以下のように集約さ

れました。 

 

 回答内容（キーワード） 件数  回答内容（キーワード） 件数 

1 位 アンパンマンミュージアム 39  鹿・シカ・ジビエ 4 

2 位 刃物・打ち刃物 35  風景 4 

3 位 龍河洞 33  野中兼山 4 

4 位 自然 26  やっこねぎ 4 

5 位 やなせたかし 21  空気がきれい、おいしい 4 

6 位 アンパンマン 19  環境・自然環境 4 

7 位 祭り 16  刃物祭り 3 

8 位 鏡野公園 14  八王子宮 3 

8 位 湖水祭 14  文化 3 

9 位 川上様 13  セレネ 3 

10 位 ゆず・柚子・ユズ 12  平家（伝説、平家言葉） 2 

10 位 桜 12  おなばれ 2 

 物部川 11  べふ峡 2 

 高知工科大学 10  韮生米 2 

 フラフ 9  しいたけ 1 

 秦山公園 9  鮎 1 

 しょうが・生姜 8  浦喜ケ峰森林公園 1 

 イベント 8  別府狭 1 

 いざなぎ流 7  土佐山田祭 1 

 食・食べ物 7  歴史 1 

 方言 6  吉井勇 1 

 かかし 6  伝統文化 1 

 ニラ 5  野球場 1 

    谷泰山 1 

    西熊渓谷 1 
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※抜粋（居住地域/性別/年齢） 

 
自然・環境・風景など 

 

 森がたくさん、空気がキレイ、星がたくさん見える。（香北町/女性/10 歳代） 

 龍河洞の育成興振イベントの充実を行うこと。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 鏡野公園の桜。車で少し走れば、自然がいっぱいある所。（森林浴、マイナスイオンを感じられる）。三谷ミー
ト。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 星がキレイに見える。例「流星群を一緒に見よう！in 甫木ヶ峰」。（土佐山田町/-/30 歳代） 

 香北町吉野の国道から見た、遠くに見える物部の山。特に雪が降ったあと、白い山が好きですねー。神母木の
橋から見る。物部川川下の風景。（香北町/女性/50 歳代） 

 自然がおりなす四季折り祈りの風景。（物部町/男性/70 歳代） 

 環境の良さ。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

 「山と川」整備された里山とコンクリートのダムの無い物部川。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 

文化・歴史など 

 

 山田祭りは本当にいいなと思っている。しかし、イベント当日に雨天だった場合、中止となることが不満。延期と
いう形にしてもらいたい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 白川の山下奉文大将の逸話。（香北町/男性/60 歳代） 

 物部川のあめご、秦山公園、いざなぎ流の太夫さん、ゆず。やなせたかし先生、三嶺。（物部町/女性/20 歳
代） 

 弥生時代後期からの貴重な遺跡、特にヒビノキ遺跡群や須江から大法寺にかけての須恵器の古窯跡群と古
墳。須江の地名が残るのは全国で 7 ヵ所のみ。須江の「駅」跡等ヒビノキサウジ遺跡の井戸からの一括土器は
中国・四国地区の時代判定の基準土器にもなっている。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

 いざなぎ流けっこう好きなので残していってほしいです。（物部町/女性/20 歳代） 

 方言。地元特有の調理。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 地域の祭。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 

災害に強い・地理的特徴 

 

 土地が高く、地震の際津波の被害に合わない。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 今後予想される南海トラフ地震による津波に対して、香美市は地盤が固く標高も高いので知人に自慢している
し、転居も勧めている。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

 大きな津波がきても土地が高いため、比較的安全だという点は広く知ってもらうべきかと思います。以前、高知
市に住んでいた時は知りませんでした。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 豊かな自然。高台に位置し、津波の心配がない。水が豊か。市内に行くにも、JR、バス、車と交通手段もある。
（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 豊かな自然（香北町）。セレネを中心とした空き店舗の有効活用。馬路村の様に町全体を売り出す。シイタケ味
を生かした猪野々地区のうどん。香北の山間のゆず味のすしを売り出す。高知市内でも田舎のうどんで行列を
つくる店がある様にこの 2 つだけで充分やって行けると思う。ただトップを走るリーダーがない、中心になるセレ
ネの味が悪い→値段が高いのに聞く耳がない。どうしても市側の対策が必要。人材の教育。名所（香北町）を
廻る交通網、山田町中心では香美市の自慢はない。（香北町/女性/70 歳代） 

 地盤が固く地震に強い所。津波の心配もなし。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 市部。中山間部。山間部を持つ。市そのもの。（香北町/男性/60 歳代）  
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住環境・町の雰囲気・人 

 

 住みやすい環境。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 交通網のアクセスのよさ（JR、空港）。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 全てを伝えたい。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 商店街が活気が 10 年前より無くなっています。次世代に残したい。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 まだ住んで短いですが、自然に関するものは大事にすべきだと思います。商店街のイベントも。（土佐山田町/
男性/10 歳代） 

 田舎な所。（香北町/男性/20 歳代） 

 おいしい空気とおいしい農作物。人のあたたかさ。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 街のおだやかさ。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 自然が豊か。高知市に近い。車で行きやすい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 

複数・複合・キーワード集計にない言葉を含むもの 

 

 フラフ。打刃物。子育てセンターなかよし。びらふ。たんぽっぽ。秦山公園。アンパンマンミュージアム。（土佐
山田町/女性/30 歳代） 

 打刃物。フラフ。滝。別府。西熊渓谷。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

 やなせたかしさん。ゆずの出荷量日本一。（香北町/女性/20 歳代） 

 ひろめ市場。（土佐山田町/女性/10 歳代） 

 龍河洞。アンパンマン施設。打刃物。鏡野公園と八王子の桜。柚。やっこねぎ。やなせたかし。はらたいら。（土
佐山田町/女性/60 歳代） 

 アンパンマンミュージアム。大川上美良布神社。（香北町/女性/50 歳代） 

 龍河洞、アンパンマン。工科大学。湖水祭。地元の米や野菜がおいしい。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 自然がたくさんある。（自然環境が良い）。食べ物がおいしい。アンパンマンがある。（香北町/女性/30 歳代） 

 轟の滝周辺の自然。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

 湖水祭でのバス、駐車場、誘導などいつも感謝します。ありがとうございます。（香北町/女性/40 歳代） 

 やなせたかしさん。ジャージー牛乳プリン。まんじろうかぼちゃプリン。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 ユズ。人が温かい。土佐刃物。秦山公園。自然。桜。フラフ。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 べふ峡温泉、秋になると紅葉がきれいだし、鹿肉の食事も悪くはないから。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

 土佐刃物。フラフ。ゆず。地酒。日曜市。しょうが。ニラ。かかしまつり。香北の轟の滝。シカ肉。おこし太鼓。い
ざなぎ流。川上様。高知工科大学。やなせたかしさん。谷秦山先生。野中兼山。土佐山田町の聖建築研究
所。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 秦山公園。アンパンマン。日曜市。野中兼山。龍河洞。工科大。新改駅（秘境駅ランキング 16 位）。（土佐山田
町/女性/40 歳代） 

 やなせたかし先生の故郷であること。日本三文鐘乳洞の一つである龍河洞の存在。（土佐山田町/男性/20 歳
代） 

 八王子。ほっと平山。かかし祭り。さくらベーカリー。土佐山田ショッピングセンター。（土佐山田町/女性/20 歳
代） 

 物部川流域の自然、水、空気。アンパンマンミュージアム関連施設、文化。川上神社神祭関連行事文化。（香
北町/-/60 歳代） 

 アンパンマンミュージアム。詩とメルヘン絵本館。火渡りのお祭り（高板山）。川上様秋祭りおなばれ。ニルスの
クッキー。おかばやしのプリン。山の食堂ハナ。オーチョ。民家ジャスミン。龍河洞。（香北町/女性/10 歳代） 

 工科大学生の地域への協力。イベントなど感心しています。（土佐山田町/女性/70 歳代）  
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提案・意見・特記・要望あり 

 

 龍河洞、夏の八王子宮神祭（商店街の提灯）この頃は見る人も少なく寂れるばかり、夏の夜の風物詩を昔のよ
うに取り戻したい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 鏡野公園（のらねこが減っていればいいが！！！）。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 地場産食材を出かした。伝統料理などの研修。（香北町/-/70 歳代） 

 なせばなる。なさねばならぬ何事もならぬは人のなさぬなりけり。私はこの言葉が大好きです。最近では「じみ
ちにこつこつ」です。最近の子供達に感謝の心を教えてあげたいと思います。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 食＝香美市ならでは食べ方、調味料がある。方言＝段々と香美市外の方が住んだりと忘れらる傾向がある。場
所＝さまざまな史跡名所があるが発信できない事が多いので伝えたい。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 人材（梅原真さん、時久恵子さん、その他の方々）。古いものをリスペクトできる日本人的心を持った人々が温
故知新で、若者達を導き、育てて下さること。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 1．各町の観光地（西熊、別府、轟の滝、大荒の滝、龍河洞、物部川流域（ダム湖の景観）。高知工科大学のア
ピール。2．各地の旧跡、名所旧跡（各町の城跡、野中兼山などの足跡）。3．方言のいわれ。平家言葉など。
4．以前の景観（建物川、町など）。学校、役場、郵便局、病院、映画館など写真を残し、発表して。5．昔からの
人物、業績。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

 物部町の大自然を、日本中に、アピールしたい！（土佐山田町/男性/60 歳代） 

 自然、伝統文化を次世代に伝えたい。農林産業後継者への各種技能の伝承。（物部町/女性/50 歳代） 

 これからくる南海地震は、津波の心配は、まずないです。（火事の心配は、木造家屋が多い（これは他市も同様
と思われる）のでありますが）保育園はマンモス園で、質も向上して欲しいと思うが、静かで暮らしやすいと思い
ます。ヤンキーや素行の悪そうな人も多いですが…。良くも悪くも「ザ・昭和」です。（土佐山田町/女性/30 歳
代） 

 やはり、アンパンマンミュージアムではないでしょうか？県外の方もアンパンマンは大好きです。イベントは多い
方が良いと思います。大、小にかかわらず…。（香北町/-/40 歳代） 

 イベントは湖水祭りは良いです。施設はアンパンマンミュージアムとか良いと思います。ゆずは次世代に伝えた
方が良いと思います。（物部町/男性/10 歳代） 

 アンパンマンミュージアム。別府狭。湖水祭り。龍河洞。ピザを自分で作って食べれるカフェ。土佐刃物（香川
の方も、他の県外の方も知ってました。よく切れるとほめていただきました）。三谷ミート。ダムの近くにあるカフ
ェ。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 全国で 3 つの指に入る鐘乳洞の 1 つが龍河洞とテレビにて聞いた事があります。龍河洞は自慢したいと思い
ます。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

 夏祭りは、毎年続けていったらよいと思う。やっこねぎなどの農作物やフラフや土佐打刃物などの伝統工芸品。
（土佐山田町/女性/10 歳代） 

 アンパンマン。（押しが弱い。兵庫県の方が人気がある）。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 アンパンマンミュージアム。人は県内外から沢山人が訪れているのでリピーターが増えるようにイベントを工夫
したり展示物をリニューアルしてほしい。図書館も古いので新しくなれば嬉しいです。やはり、やなせたかしさん
の古里というのは自慢です！！（香北町/女性/30 歳代） 
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（３） 今後、力を入れるべきまちづくり 

問 18．香美市が基本理念とする「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」を進めてい

くためには、今後どのような点に力を入れたまちづくりを推進すべきとお考えですか。考えに近いも

のをお選びください。（○印３つまで、その他は記入） 

「子どもの夢を応援する教育のまち」が 44.0%で最も多く、「高齢者・障害者を大事にする支え合いのま

ち」が 37.4%、「防災・防犯に力をいれる安全・安心なまち」が 35.5%、「自然や歴史を守る環境のまち」が

29.8%、「農林漁業が元気な地場産業のまち」が 26.9%となっています。 

 

 
 
  

44.0 

37.4 

35.5 

29.8 

26.9 

24.2 

16.9 

16.4 

15.6 

10.3 

8.6 

1.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．子どもの夢を応援する「教育のまち」

２．高齢者・障害者を大事にする「支え合いのまち」

３．防災・防犯に力をいれる「安全・安心なまち」

４．自然や歴史を守る「環境のまち」

５．農林漁業が元気な「地場産業のまち」

６．美しいまちなみ、快適な住まいの「生活タウン」

７．買い物客でにぎわう「商業のまち」

８．外の人を受け入れ、触れあいや交流が生まれる観光・

交流のまち」

９．新しい産業がおこる「先端産業のまち」

10．伝統文化や芸術を大事にする「文化のまち」

11．市民参画による「みんなで築くまち」

12．その他

無回答

ｎ=409
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地域別でみると、土佐山田町では「美しいまちなみ、快適な住まいの生活タウン」「買い物客でにぎわう

商業のまち」「市民参画によるみんなで築くまち」が他の地域と比べて高くなっています。香北町では「自

然や歴史を守る環境のまち」が、物部町では「農林漁業が元気な地場産業のまち」が他の地域と比べて

高くなっています。 

性別では、「農林漁業が元気な地場産業のまち」「新しい産業がおこる先端産業のまち」は男性が高く、

「高齢者・障害者を大事にする支え合いのまち」「防災・防犯に力をいれる安全・安心なまち」は女性が高

くなっています（5 ポイント程度以上の差）。 

年齢別では、「美しいまちなみ、快適な住まいの生活タウン」の 10 歳代、「買い物客でにぎわう商業の

まち」の 20 歳代、「自然や歴史を守る環境のまち」の 50 歳代などで他と比べて高い割合となっています。 

（%） 
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子
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す
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防
災
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犯
に
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安
全
・
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な

ま
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」

自
然
や
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史
を
守
る

「

環
境
の
ま
ち
」
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林
漁
業
が
元
気
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「

地
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の
ま
ち
」

美
し
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ま
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、

快
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住
ま
い
の
「

生
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ウ
ン
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買
い
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に
ぎ
わ
う

「

商
業
の
ま
ち
」

全体(n=409) 44.0 37.4 35.5 29.8 26.9 24.2 16.9

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 45.9 35.7 38.0 25.2 22.0 26.9 18.4

２．香北町(n=74) 33.8 43.2 27.0 45.9 39.2 17.6 12.2
３．物部町(n=29) 48.3 41.4 31.0 37.9 44.8 13.8 13.8

(2)性別 １．男性(n=162) 42.6 29.6 32.1 32.1 29.6 27.2 16.0
２．女性(n=237) 45.1 42.2 38.0 28.3 24.5 22.8 17.7

(3)年齢 １．10歳代(n=23) 52.2 39.1 17.4 34.8 26.1 43.5 17.4

２．20歳代(n=48) 50.0 25.0 29.2 27.1 14.6 29.2 27.1

３．30歳代(n=55) 67.3 32.7 41.8 25.5 30.9 32.7 16.4

４．40歳代(n=60) 53.3 38.3 36.7 26.7 20.0 20.0 15.0

５．50歳代(n=51) 35.3 33.3 23.5 45.1 35.3 21.6 15.7

６．60歳代(n=86) 32.6 45.3 43.0 30.2 30.2 23.3 14.0
７．70歳以上(n=86) 33.7 40.7 38.4 25.6 27.9 16.3 16.3

8 9 10 11 12
外
の
人
を
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や
交
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ま
れ
る
「
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・
交
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の
ま
ち
」

新
し
い
産
業
が
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端
産
業
の
ま
ち
」
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文
化
や
芸
術
を
大

事
に
す
る
「

文
化
の
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」

市
民
参
画
に
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る
「
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な
で
築
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ち
」

そ
の
他

全体(n=409) 16.4 15.6 10.3 8.6 1.5

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 16.4 16.1 11.1 10.5 2.0
２．香北町(n=74) 18.9 13.5 9.5 2.7 0.0
３．物部町(n=29) 10.3 13.8 3.4 3.4 0.0

(2)性別 １．男性(n=162) 14.2 24.1 9.9 9.9 1.2
２．女性(n=237) 17.3 10.5 10.1 8.0 1.7

(3)年齢 １．10歳代(n=23) 17.4 8.7 17.4 8.7 0.0
２．20歳代(n=48) 12.5 12.5 14.6 16.7 0.0
３．30歳代(n=55) 12.7 16.4 7.3 3.6 1.8
４．40歳代(n=60) 25.0 11.7 10.0 11.7 1.7
５．50歳代(n=51) 27.5 13.7 13.7 3.9 3.9
６．60歳代(n=86) 14.0 14.0 8.1 9.3 1.2
７．70歳以上(n=86) 10.5 24.4 8.1 7.0 1.2
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【前々回・前回調査との比較】 

前々回調査及び前回調査との比較では、「高齢者・障害者を大事にする支え合いのまち」「買い物客

でにぎわう商業のまち」が徐々に減少しています。「子どもの夢を応援する教育のまち」「美しいまちなみ、

快適な住まいの生活タウン」「防災・防犯に力をいれる安全・安心なまち」は前回からの増加が目立ちま

す。 

 

 
※「市民参画によるみんなで築くまち」は、前々回調査で項目なし 

 
  

44.0

37.4

35.5

29.8

26.9

24.2

16.9

16.4

15.6

10.3

8.6

1.5

5.4

35.3

41.3

32.5

32.9

27.8

15.2

17.0

15.4

15.4

10.2

6.8

0.9

10.6

36.5

49.5

38.8

32.2

27.1

18.7

17.7

15.4

14.7

12.1

1.7

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．子どもの夢を応援する「教育のまち」

２．高齢者・障害者を大事にする「支え合いのまち」

３．防災・防犯に力をいれる「安全・安心なまち」

４．自然や歴史を守る「環境のまち」

５．農林漁業が元気な「地場産業のまち」

６．美しいまちなみ、快適な住まいの「生活タウン」

７．買い物客でにぎわう「商業のまち」

８．外の人を受け入れ、触れあいや交流が生まれる「観光・交

流のまち」

９．新しい産業がおこる「先端産業のまち」

10．伝統文化や芸術を大事にする「文化のまち」

11．市民参画による「みんなで築くまち」

12．その他

無回答

今回(n=409)

前回（n=547）

前々回（n=572）
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5. 市の広報・ホームページについて 

（１）香美市の事業や施策の情報入手源 

問 19．あなたは、香美市が行っている事業や施策について、ふだんどこから情報を得ていますか。

（○印いくつでも、その他は記入） 

「広報香美」が 78.2%で最も多く、「香美市議会だより」が 39.9%、「家族・知人」が 27.6%、「自治会の掲示

板・回覧板」が 24.9%、「香美市ホームページ」が 15.2%となっています。 

 
 

地域別では、物部町で「広報香美」「香美市議会だより」の割合が他の地域に比べ高くなっています。

土佐山田町では、他の地域に比べ「家族・知人」が高く、「窓口・電話」が低くなっています。 

性別では、「家族・知人」で女性が高く「香美市ホームページ」で男性が高くなっています。年齢別では、

「広報香美」「香美市議会だより」の割合が年齢層が上がるにつれて高くなる傾向がみられます。 

（%） 

 
  

78.2 

39.9 

27.6 

24.9 

15.2 

7.8 

3.2 

1.7 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１．広報香美

２．香美市議会だより

３．家族・知人

４．自治会の掲示板・回覧板

５．香美市ホームページ

６．特に情報を得ているものはない

７．窓口・電話

８．その他

無回答

ｎ=409
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全体(n=409) 78.2 39.9 27.6 24.9 15.2 7.8 3.2 1.7

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=305) 77.4 38.0 29.5 25.2 15.4 7.2 2.0 1.6

２．香北町(n=74) 78.4 40.5 24.3 23.0 14.9 12.2 6.8 2.7

３．物部町(n=29) 86.2 55.2 17.2 27.6 13.8 3.4 6.9 0.0

(2)性別 １．男性(n=162) 75.3 40.7 19.1 24.1 19.8 11.7 3.1 0.6

２．女性(n=237) 80.2 38.4 33.3 25.7 12.2 5.5 2.5 1.7

(3)年齢 １．10歳代(n=23) 56.5 21.7 56.5 4.3 8.7 17.4 8.7 0.0

２．20歳代(n=48) 52.1 22.9 33.3 12.5 22.9 25.0 0.0 2.1

３．30歳代(n=55) 69.1 18.2 34.5 12.7 23.6 12.7 0.0 3.6

４．40歳代(n=60) 85.0 33.3 28.3 26.7 26.7 6.7 1.7 1.7

５．50歳代(n=51) 90.2 37.3 29.4 35.3 13.7 2.0 2.0 2.0

６．60歳代(n=86) 87.2 60.5 16.3 31.4 10.5 3.5 4.7 0.0

７．70歳以上(n=86) 83.7 53.5 22.1 31.4 4.7 1.2 5.8 2.3
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（２）インターネット接続環境の有無 

問 20．あなたの世帯には、パソコンやスマートフォン、携帯電話などでインターネットに接続する

環境がありますか。（○印１つ） 

「接続する環境がある」が 70.9%、「接続する環境がない」が 23.7%となっています。地域別では土佐山

田町が最も高く、物部町が最も低くなっています。年齢別では 70 歳以上で接続環境のない方が半数を

占めています。 

 

  

70.9

73.8

64.9

55.2

74.7

69.6

91.3

95.8

92.7

90.0

78.4

55.8

34.9
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21.6
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37.9

21.0

24.9

8.7

4.2

7.3
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17.6

37.2
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5.4

4.6

8.1

6.9

4.3

5.5

0.0

0.0

0.0

1.7

3.9

7.0

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=409)

１．土佐山田町(n=305)

２．香北町(n=74)

３．物部町(n=29)

１．男性(n=162)

２．女性(n=237)

１．10歳代(n=23)

２．20歳代(n=48)

３．30歳代(n=55)

４．40歳代(n=60)

５．50歳代(n=51)

６．60歳代(n=86)

７．70歳以上(n=86)

(1
)居

住
地

域
(2

)性
別

(3
)年

齢

接続する環境がある 接続する環境がない 無回答
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（３）香美市のホームページ閲覧状況 

（インターネット接続環境がある方へ） 

問 21．あなたは、パソコンやスマートフォン、携帯電話により、香美市のホームページ

（http://www.city.kami.kochi.jp/）をご覧になったことがありますか。（ご自身でインターネット

をされない方も、例えばパソコンを扱っているご家族の方と一緒に見ている、なども含みます）（○印

１つ） 

「見たことがある」が 49.3%、「見たことがない」が 50.0%となっています。 

地域別では、「見たことがある」は、土佐山田町で最も高く、香北町で最も低くなっています。 

「見たことがある」は、性別では男性の方が女性よりも割合が高く、年齢別では 30 歳代で相対的に高く

なっています。 

 

 
  

49.3

51.6

39.6

43.8

53.7

46.7

14.3

52.2

64.7

51.9

52.5

45.8

40.0

50.0

47.6

60.4

56.3

44.6

53.3

85.7

47.8

33.3

48.1

47.5

54.2

56.7

0.7

0.9

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体(n=290)

１．土佐山田町(n=225)

２．香北町(n=48)

３．物部町(n=16)

１．男性(n=121)

２．女性(n=165)

１．10歳代(n=21)

２．20歳代(n=46)

３．30歳代(n=51)

４．40歳代(n=54)

５．50歳代(n=40)

６．60歳代(n=48)

７．70歳以上(n=30)

(1
)居

住
地

域
(2

)性
別

(3
)年

齢

見たことがある 見たことがない 無回答
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（４）ホームページから入手する情報 

（問 22 で「１．見たことがある」と回答した方へ） 

問 21-2．香美市ホームページをご覧になった方にお尋ねします。ホームページからどのような情報

を入手していますか。（○印いくつでも、その他は記入） 

「くらしの情報」が 46.9%で最も多く、「新着情報（行政情報やイベントの案内）」が 39.2%、「観光・文化・

特産品・イベント情報」が 35.7%、「広報香美」が 21.0%、「公共施設の紹介」が 16.8%となっています。 

 
 

地域別では、土佐山田町で「公共施設の紹介」、香北町で「広報香美」、物部町で「新着情報（行政情

報やイベントの案内）」「トピックス」「くらしの情報」「防災情報」「議会情報」「観光・文化・特産品・イベント

情報」の割合が他の地域に比べ高くなっています。 

性別では、男性で「新着情報（行政情報やイベントの案内）」「トピックス」「防災情報」「議会情報」、女

性で「くらしの情報」などの割合が高くなっています。 

年齢別では、60 歳代の「防災情報」、10 歳代の「観光・文化・特産品・イベント情報」で、相対的な高さ

が目立ちます。 

（%） 

  

46.9 
39.2 

35.7 

21.0 

16.8 

12.6 

8.4 

7.7 

7.7 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．くらしの情報

２．新着情報（行政情報やイベントの案内）

３．観光・文化・特産品・イベント情報

４．広報香美

５．公共施設の紹介

６．防災情報

７．議会情報

８．トピックス

９．その他

無回答

ｎ=143

1 2 3 4 5 6 7 8 9
く
ら
し
の
情
報

新
着
情
報
（

行
政
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
）

観
光
・
文
化
・
特
産

品
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

広
報
香
美

公
共
施
設
の
紹
介

防
災
情
報

議
会
情
報

ト
ピ
ッ

ク
ス

そ
の
他

全体(n=143) 46.9 39.2 35.7 21.0 16.8 12.6 8.4 7.7 7.7

(1)居住地域 １．土佐山田町(n=116) 48.3 37.1 35.3 19.8 18.1 12.1 8.6 6.0 8.6

２．香北町(n=19) 36.8 36.8 31.6 36.8 15.8 10.5 5.3 10.5 5.3
３．物部町(n=7) 57.1 71.4 57.1 0.0 0.0 28.6 14.3 28.6 0.0

(2)性別 １．男性(n=65) 38.5 49.2 33.8 24.6 16.9 20.0 15.4 10.8 9.2
２．女性(n=77) 53.2 31.2 37.7 18.2 16.9 6.5 2.6 5.2 6.5

(3)年齢 １．10歳代(n=3) 66.7 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3

２．20歳代(n=24) 33.3 20.8 50.0 25.0 20.8 12.5 0.0 8.3 12.5

３．30歳代(n=33) 69.7 36.4 24.2 15.2 15.2 9.1 3.0 0.0 0.0

４．40歳代(n=28) 35.7 42.9 28.6 21.4 17.9 7.1 3.6 10.7 7.1

５．50歳代(n=21) 66.7 52.4 23.8 14.3 14.3 14.3 4.8 19.0 4.8

６．60歳代(n=22) 36.4 36.4 50.0 31.8 22.7 22.7 18.2 9.1 18.2
７．70歳以上(n=12) 16.7 58.3 41.7 16.7 8.3 16.7 33.3 0.0 0.0
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6. 意見・提案等 

（１）地元のまちや香美市についての意見・提案等 

問 22．地元のまちや香美市について、日頃感じていることや、これからのまちづくりに向けての意

見・提案などあれば、ご自由にお書きください。 

※香美市振興計画の基本目標に沿い分類 複数の基本目標に該当する場合、該当する各目標に掲載 

（居住地域／性別／年齢層） 

 

基本目標１ まちのかたちを創る 【都市計画、市道等の整備、公共共通等】 

１、計画的な土地利用の推進 

(1) 

○あけぼの街道も整備されたので、高台であることを活かして、整備された宅地をどーんと作りませんか？

今住んでいる所は、調整地域なので、街灯もありません。子供が学校に通い始めた時に心配です。○山

田町から香北町に行く時に、歩道がないのが怖いなーと思います。○夏祭りは、秦山スタジアムに変更し

た方が車の都合もいいのでは？なまいき言ってすみません。言いたい放題書いてみました。（土佐山田町

/30 歳代） 

(2) 

○秦山公園があるが、自宅周辺には全く公園がない。また、防犯の為の街灯が少なすぎる。中高生は塾

や部活で遅い時間に帰宅するだろうから、あぶないのでは？保護者としては心配である。○JR 土佐山田

駅とあけぼの街道間の道が不便である。車は仕方ないとしても秦山の方から駅までの歩行者用に、大きな

橋をかけてもらえると遠回りしないですみます。アパートも多いし、使用者増・利便性が増すのではないで

しょうか。○せっかく若い夫婦がアパートを借りているのだから、そのまま空地に住宅を建てれる（建てたい

と思う）ようにして欲しい。もしくはリノベーション。野市や南国に流出する人口を少しでもへらし、香美市へ

の定住→活性化につながると良いと思います。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(3) 

○社協の存在感がしっかりと有り、市役所で対応しきれないところをしっかりフォローしてくれていると感じ

ます（相談者の立場として）。○地盤が強い地域ということで、今後も移住希望が増えるのだろうか。むやみ

に田畑をつぶして住宅に変えていかないことを願う。○香美市の良さは食の豊かさ、保育の充実。一方、

年配の保育士が築いてきたものを、若い先生が引き継いで学ぶ余裕がなさそうに見える。香美市が今後も

安心し安全に暮らせるまちであるためにも、“子育て”中の親の責任は大きいと感じながら子育てしていま

す。未来を見て、子育てへのサポートを市として充実させてほしいと願います。育った子どもが「やっぱり香

美市に住みたい」と思い、「そこに住むお年寄りを大切にしたい」と思えるような町づくりをしたいです。（土

佐山田町/女性/30 歳代） 

(4) 

現在、山田の人口は多少増えてると思いますが、ほぼ山田小区内だと思います。私が住む香長小区内

は、市街化調整区域のため、なかなか人口が増えません。山田小ばかりに新築され、他の小学校は、生

徒の減少に悩む状態を、何とか解消してほしい。地盤の固さや標高など、住宅建設にはうってつけなの

に、とってもくやしいです。都市計画は、市町村だけの判断でできないのかもしれませんが、改善すると、

よりよい人口増加につながると思います。子供の学年では、香長小区内での出産は 6 人。男の子は 1 人

でした。私の子供だけ。（広報で見ただけですが）小学校に上がるまでに、子供が増えてくれることを願っ

ています。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(5) 

○使用されていない農地がたくさんあるのに利用していないのはもったいない。新しい道路ができるという

話もあったのに結局、農地を優先して道路を作らなかったりしているみたい。使っていない土地なのに…。

○あと職員の質を向上させてほしい。臨時職員の人の給料が遅れる時など、職員から連絡があったが「理

由はわからないんです～。ハハ～」という、軽い口調で電話がきたそうです。（幼保支援課の若い男性）市

議員の方や市役所に直接意見をしたそうです。その答えがちゃんと発表されないと市民からの信頼がさら

に無くなりますよ。すでに、SNS にもたくさん投稿されていますよ。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(6) 

○日曜市を商店街通りでやればどうでしょうか？少しでも商店街通りがにぎやかになると思います。又、土

曜市でもいいかと思います。○JR 西町駅をもっと利用しやすく（ロータリー等）してもらいたい。またトイレも

仮設でなくしてもらいたい。○JR 土佐山田駅を北からも利用できるようにしてもらいたい。○市街地に空き

家が多く、また農地もあります。空き家を手放す政策や、農地をアパート経営するよりも宅地分譲した方が

有利になる政策があればもっと定住する人達が増えるのではないでしょうか？（土佐山田町/女性/40 歳

代） 
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(7) 

不動産に関する仕事をしておりますが、土佐山田に住みたいにもかかわらず宅地が不足していて購入で

きないケースが多いです。5 年後、イオンが南国市のマルナカのあとに移転の確かな情報があり、土佐山

田は宅地はますます不足すると思われます。あけぼの街道の近くと楠目小校区も人気です。若い世代が

多く移住してくれるとメリットは大きいです。期待しています！（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(8) 

○香美市は豊かな自然に恵まれ、土佐打刃物などの伝統工芸やアンパンマンを核とした、文化的な魅力

を持ったまちと思います。まちなかの景観整備なども徐々に進められ、あけぼの街道の開通による県都へ

のアクセス性が高まったこと、津波浸水の心配が無く、強固な地盤を有することによる高い防災性かあ、高

台移転の受け入れ先としても注目されるようになってきました。また、中学校卒業まで医療費無償化や保

育料の免除対象の拡大も進み、医療・子育て支援の充実が図られてきているところであり、徐々にすみや

すいまちになってきていると思います。ただ、調整区域が多いことが、定住促進という点では障害になって

いると思います。豊かな自然を守っていくことは当然重要とおもいますが、少子高齢化の進展に伴う第１次

産業の衰退から、耕作放棄地が増加している事も考えると、ムダに調整区域のみ確保しても、自然は守れ

ないのではないでしょうか。スプロール化は抑制すべきですが、南海トラフ巨大地震を見据えた「災害に強

いまち」をアピールするためには、土地利用計画の見直しを図るべきと考えます。○教育面では幼保小連

携をはじめ、放課後教育の実施、地域支援員の配置など、こども達の学習支援は非常に充実しており、こ

のような行政・ＰＴＡ・地域一体となった取り組みは子供達の学力向上・健全な育成に大きく寄与するものと

思われます。ただ、商店街の衰退をはじめとする中心部の衰退は否めず、賑わいや雇用機会の損失を招

いていることも事実と思います。香美市がますます発展していくためには今ある資源を守り、活かす事も重

要ですが、なりよりも定住・交流人口の増加が基本ではないでしょうか。安心して暮らせ、子育てでき、住

民みんなが幸せを感じるまちにしていくためには地域雇用の創出にも力を注ぐ必要があると思います。○

また、インターネット環境の整備については光ファイバー網の整備は進んでいますが、中心部付近でもモ

バイル通信の受信エリアがカバーされていない区域があります。これは通信事業者の都合にもよるところ

ですが、今後ますますモバイル通信は重要になると思いますので、行政の方としても働きかけをお願いで

きればと思います。以上、思いつくままに書かせていただきましたが、当然よりよいまちづくりを行うのは私

たち住民自身である事を意識し、行政・地域と連携して香美市がますます発展することを期待したいと思

います。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(9) 

私が住む地域は 70 軒ほどの世帯です。空家が 7 軒、乳児から高校生の子供いる世帯は 8 軒、残りは子

供がいても県外や市外におり、本当に若い人がおりません。移住促進も市街化調整区でなかなか家も建

つ事もありません。もうすこし考えて人をよぶ工夫は無いものでしょうか。あと二十年先は九十、八十代の

老人が住む地域になります。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(10) 

①荒れた農地があまりにも多いと思います。地主は借さない、又家庭菜園をやりたいけど農地が少しほし

い人達は買う事が出来ない。借りて作ってた人が荒れた畑がやっときれいになったと思ったら、地主がか

えしてくれと言ったとか言う話も聞きます。田畑が荒れているのは、そのまわりに生活している人にとっても

迷惑です。ほしい人が少しでも農地として買う事が出来れば（法律でダメなんだと思いますが）と思いま

す。②犬を飼っている人、フンの始末もしない、大変迷惑です。罰則を作ってほしい。ペットの嫌いな人も

いる事を忘れないで！！（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(11) 調整区域を見直して家がどんどん建てば、少し栄えるのでは…（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(12) 市街化地域の見直し、自由に土佐山田の土地の利用をさせる。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(13) 
市民の職を大切にする。官公需要の調達は市内でする。役所は言った事は守る。都計など計画がいつの

間にか消えている。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

 

  



72 

２、市街地や集落の整備 

(1) 

私は生まれてずっと香美市で暮らしています。学生生活は市外へ通いながら、生活の拠点は香美市にお

いておきたい…と思う程、香美市ののどかな雰囲気にいやされています。就職はやむをえず市外へ就職

しましたが、今のところ市外へ転出する予定はありません。香美市の環境の良さ、人のつながりの強さな

ど、いっぱい魅力がありますが、若者が戻ってきて就職することは難しいです。若者の香美市定住を促す

ための支援を期待します。私の大好きなまちが、よりよいまちになることをとても望んでいます。住民とし

て、できることがあれば、協力していくつもりです。（香北町/女性/20 歳代） 

(2) 

○問 14 に記載しました。空き家改修の補助金はあるが、対象が市外からの移住者を該当としている為、あ

まり活用されていないのでは？市内の賃貸住宅に住んでいる人が空き家の活用をできれば、転出者の減

少に多少なりとも影響があるのではないかと考える。空き家バンク活用の見直しを切に願います。○南海ト

ラフの大地震が起きた時、土佐山田地区は高知市内や沿岸地域民の受け皿になりうる土地柄と思ってい

るが、食料、住居等の備蓄やスペース等はそれなりにありそうと思う。しかしながら燃料の備蓄はどうか？

個人的には市内にガソリンスタンド（EV の充電も含む）の新設を希望しています。道路が寸断されて、避

難民が集結すると恐らく 2 日もたず枯竭しインフラの復旧する為の燃料から足りなくなります。（土佐山田

町/男性/30 歳代） 

(3) 

○ごみ置き場がどこも汚い。香南市はさくなどを作っているのでみならえばいい。草、木が茂ってる所が多

い。もっと市全体を見て、きれいにするべきだと思う。○山田駅の駅舎が古過ぎる。もう少しきれいにしたら

いい。観光協会のインフォメーションももう少しいいものを建てたらどうか。これじゃ観光客の人は山田にき

てくれない。宿泊施設も充実させた方がいい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(4) 

○ハローワーク近くの新しい公園の整備はとても良いと思いました。街中にある古い公園を整備してくれる

と子供達が遊べるのではないでしょうか。また、学童保育の施設も考えてくれたら嬉しいです。働く親が安

心して預けられる環境が必要だと思います。○中学校の学力向上等もお願いしたいです。保育園 3 人目

無料は助かりますが、3 歳未満なので、それ以降がきついです。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(5) 

子どもが小さい頃は、近くにすぐ連れて行けるような公園がないことを、とても不便に思っていました。線路

より南側の地域には、いくつか小さな公園があるのに北側にはありません。秦山公園はとてもすばらしい公

園だけど駐車場から公園までも遠いし、大きな小学生が走り回っていると危なくて遊べず…。“わざわざ行

く公園”ではなく、気軽に身近に遊べる公園がほしいです。近所の小学生たちも、放課後安心して遊べる

場所があまりないようです。のどかな所なのに、意外と車も多いし…。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(6) 

○商店街の活性化、空き店舗利用の推進、せっかく工科大学があるのに商業施設が育たない。もっと行

政が関わらないと衰退してしまう。○交差点や点滅信号の事故が多いと感じる。お年寄りが安心して歩け

る道路整備。狭い商店街の道路は一方通行とかにしてすこし遊歩道とかにして広げても良いのではない

でしょうか。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(7) 

○自転車での行動が多いのですが、道が狭くでこぼこで、歩いていても疲れます。それに美しい道がどこ

にもありません。山田駅の自転車置き場はいつもあふれていて、危険なほど混雑しています。○農業廃棄

物がそのままで、腐り悪臭がする。野中兼山の水路のふちに、しょうぶなど咲かせると美しいだろうなあと

思う。○もっと、生で良い音楽を聴く機会が欲しい。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

(8) 

○「くらしのガイド」で、ある程度、ひとまとめになったのは便利でよかった。もっとまとめて欲しい。○「団塊

の世代」の私達が、後期高齢者になろうとしています。受け入れや施策を、官民で考えて欲しい。○簡素

化できる「葉書」での連絡など、希望を聞いて、①一括するか、②やめて貰っていいです。（もったいな

い。）。○市役所より各公的施設の雑草や樹木の手入れなどが出来てない。「財政を象徴するか」「まった

くの金儲けがないか」の様で、できれば、無理はいいませんが、整理し環境良くして貰いたいな。○「結婚

できる課」を新設して貰いたい。不幸にも、各世帯一人づつ未婚者がいる状態で、結婚できるはずの若者

が出会いがなく、小子化は進む、人手は足りない方向に進む一方です。（仲人登録や強化を計って欲し

い。）○「空き家利用」と言われるが「耐震性」はどうなっているのか、「どこが補強するのか（市・本人？）」示

して欲しい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(9) 

○土佐山田町 4 丁目商店街の道、中央通で自転車バイク危ない。市道か県道かわからないが歩道は申

し訳程度、ベビーカーやシルバーカートを押しては通りにくい、担当職員や市議の皆さんに車イスで体験

してほしいと強く思います。○商工会の皆さんの意識が変わらないと地元で買物はしにくい。（土佐山田町

/女性/60 歳代） 

(10) 

高齢化がどんどん進み、集落の維持がむずかしくなっている。自治会長、神社総代、色々な各役員の選

出が困難になっている。高齢化で各職務を果たす事が困難となり、支え合いができなくなっている。（香北

町/女性/60 歳代） 

(11) 

旧物部村の時と比べて合併してから行政サービスが悪くなった。市全体一律での助成でなく、奥地に住

む住民には割増の助成を求む。（高齢化が進み、75 才以上が大半を占め、年金生活となり、そのうち限界

集落も無くなり。部落そのものが消えてしまうことが予測されている）。（物部町/男性/60 歳代） 



73 

(12) 
地域振興、活性化等を考えると、学校の統廃合は最悪の選択だと思う。議会選挙の投票行動が地縁等の

都合で決定されるように感じられる。（香北町/男性/60 歳代） 

(13) 
商店、及びスーパーが無いので大変不自由しています。（神母ノ木住民）。お買物難民がどんどん増して

おります。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(14) 

＜移住促進、定住＞について。“いないからよそから呼ぼう”ではないです。今香美市で暮らしている人、

育っている子供や若者をこそ、大切にして一生ここで暮らしていけるようにする方法を考えて下さい。（香

北町/女性/60 歳代） 

 

３、交流基盤の整備 

(1) 
車、運転免許がなくても自由に行き来できる、山田までの交通手段もしくはバスの本数を増やしてほしい。

（香北町/女性/10 歳代） 

(2) 
スーパーや交通機関が充実している地域と、充実していない地域との差がある。(土佐山田町/女性/10歳

代） 

(3) 

行政に対してですが、香北町だけではないですが無駄に道路整備している気がする。とりあえず、まずは

杉田ダム沿いの外灯や自転車が通れるように整備してほしい。とても危ないです。（香北町/男性/10 歳

代） 

(4) 
JR バスなどを 1 時間に 1 本じゃなくて 30 分に 1 本とかはどうでしょうか？できれば￥300 前後が嬉しいで

す！（JR バスのお金）。（香北町/女性/10 歳代） 

(5) 道路の補強。香美市にある公園が秦山公園等。老朽化。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

(6) 私の自慢の故郷です。市道をもっと綺麗にしてほしい（山間部の）。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(7) 

道路沿いの店舗に買いに行っている人の中で車を歩道に停車している人が多くいます。自分は、その道

を通学路として使っていますが、通る時いつも車道に出ないと通れません。車が走っているので怖いので

何とかしてほしいという気持ちでいっぱいです。よろしくお願いします。○195 号線の歩道が狭いので、も

っと広くしてほしい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(8) 
良い病院がない。皮膚科・小児科がほしい。子どもの医療費の無料化。（義務教育の間だけでも…）。交

通機関の充実。もっとバスとかほしい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(9) JR を狭んで南北への移動がしにくい。公立の幼稚園がない。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

(10) 

交通が不便。量販店がない。あけぼの街道から高知市へのバス路線をつくってほしい。（通学するのも不

便です。）汽車だけでは、利用しづらいです。（その他）中学生までの医療補助ができて、助かりました。あ

りがとうございます。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(11) 
○香南スポーツクラブのように、参加できる種類や場所を増やしてほしいです。○右折レーンをつくり、渋

滞しないようにしてほしい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(12) 大学生も多くいるのに交通が大変不便だと思います。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

(13) 

○人口が減少しているのに！ 道は今の道で十分と思います！ ○外からよい会社を取り入れ、仕事が

男・女年齢関係なく元気で出来る。年金をもらっている人もパート仕事が出来る。会社が来てくれたら人も

増えて、サービス業、働く人もよいと思います。税金も入り、よいと思います！ 人とかふえるとよいと思いま

す。（物部町/男性/60 歳代） 

(14) 

山間地域に住むには、高齢になるにつれ、交通手段など不便になると思う。今は、病院、買い物等どこへ

行くのも、自分の車で行くので良いが、運転できなくなったら、もっと公通の便利な場所への移住も有りか

と思っている。（香北町/女性/60 歳代） 

(15) 公共交通機能等の整備。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(16) 土佐山田駅へのアクセスが北側からもあると良いと思います。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(17) 

久次、改田地区よりせまい道を通らなくても良いように東まわりせずに商店街、病院にも道を途中に 1 本南

行きを。植地区の方にも朝夕のラッシュ時も安心安全な生活が出来ると思います。道路が新しくできたらず

いぶん出掛けるにも気軽な気持ちになれると思います。ぜひお願いしたいです。今の東まわりの道は大昔

そのままの道で交通のネックになっていると思います。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(18) 

香北～山田間、ただ 1 ヶ所だけの道路でう回路もなし。かかしまつりの紅葉の時など交通渋滞があります。

香北、物部の人達は市内へ毎日仕事に通ってます。何か災害でもあればパニックになると思います。天

災もいつ起きるかも知れない。また香北、物部の住民が高知、南国へと居住を考えない、ひとりでも出さな

いためにも日項考えながら病院に通っています。(香北町/女性/70 歳代） 
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(19) 

行政が多くのいいチャンスを与えてくれているのにそれを利用しない市民が多いけど、広い市内では人口

の少ない所も。気軽な交通手段も少ないからでしょうか。市内にも独身者が多いから、市内だけでなく近隣

町村の若者達が交流しあえるチャンスを構えたり若者や学生と一般市民（例えば老人会、婦人会の代表

等でもよい）とか話合いの出来るチャンスがあってもいいのでは。（現在は核家族で育っている若者も多い

ので。昔の人の考え方生き方の話を聴いたり話し合ったりのチャンスがあってもいいのでは？）第一は市

内に若者が安心して長く働ける場が欲しいです。(香北町/女性/70 歳代） 

(20) 

産業で市の発展を願うには高速道よりの接続。空港よりの道路整備近道がまず先決。市の指導者は全国

へ目をむけて、産業導入、企業側の希望要望等耳をかたむけ前進するしかない。（土佐山田町/女性/70

歳代） 

 
 
 

基本目標２ みどりを保つ 【消防、防災、上下水、環境等】 

１、安心安全なまちづくり 

(1) 

○アンケートについて、とても無理のあるアンケートだと思いました。（市の施策について…）途中で回答ギ

ブアップしました。申し訳ありません。○ただ商店街に活気があるとはいえませんし、香美市以外を訪問し

た際いつもここの人達は頑張っておられるなと感じるのですが、残念ながら地元では外からは見えて来ま

せん。○昨年雨期には毎日の様に避難勧告が全市にわたって出ていました。想定外の出来事が全国で

おきていますのでお気持ちは大変よくわかりますし心からご苦労様という気持でいっぱいですが、もう少し

なんとかならないものかなと思いました。○市中の中小企業、商店を育てるためには、市が何かをする時、

お金というよりは、市内で頑張っておられる所、地元愛を有する所を優先し、経営を支える方法などもいい

なと思います。お金より大切な物がある。市民に優しい行政であって欲しいです。貧困層の増える中、支

え合いや、さらなる貧困者を増やさないで下さい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(2) 
新しい道路や家ができ、開発が進んでいると思います。JR 土佐山田駅周辺や山田西町駅周辺がもっとき

れいな街になるとさらに良いと思います。日没後まっ暗な地域に街灯を…。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(3) 
若者の原付バイクのカラブカシうるさい。国道 195 号の車多い。あけぼの街道への出入の車。高れい者の

交通ルール。若者の交通ルール。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(4) 

これから起こりうる自然災害にそなえ山崩れが起きそうな場所の確認、高齢者の方々の住居確認、またそ

の近辺の避難経路の確認が必要と思います。（私が言うまでもないと思いますが。）（物部町/女性/20 歳

代） 

(5) 

○職場において駐車場に止めてある車のガラスが割られるということが頻繁にあります。防犯カメラ等での

防止と市民の意識向上できれば良いと思います。○車の事故が多い様に思います。○郵便物が届かな

いことが多々あります。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(6) 

仕事場が市内なので、JR を利用し通勤しています。サービス業の為、帰宅が 10 時をすぎることが多いの

ですが、信号は点滅。街灯がない道も少なくないので、一人で歩いて帰る時はすごく不安を感じます。ま

た、変質者の目撃情報も多いです。まだまだ安全に暮らすことのできる町とは言いにくいのではないでしょ

うか？（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(7) もう少し、防災に向けて力を入れていくべきだと感じる。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

(8) 

災害対策費は一律で、不要な面が多いと思います。不安を取り除くという意味のみで、必要度を計って配

分したらいいと思います。県下で、場所を考えずに同額にするのは、もったいないお金の使い方のように

思います。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(9) 災害時の復旧にもっと力を入れてほしい。（物部町/男性/30 歳代） 

(10) 

今年度ブロック塀の撤去改修で、お世話になる者です。壊し捨てるに見積り額が予算の 1/3 ほどかかりま

す。市がかかわる仕事は市が捨て場所を提供して五万でも十万でも安くなる様にお願い頂けないでしょう

か。よろしくお願いいたします。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(11) 
八王子宮の交差点付近の車の交通が恐ろしいです。その近くの踏切からの道が危くてしかたない。（土佐

山田町/男性/20 歳代） 

(12) 

香美市はいまひとつぱっとしない。魅力を感じない。しかし、何が問題かは不明。受診したいと思う医療機

関（質が低い）もない。安心できない。消防機関等充分にお金をかける必要があるところに税金を多く使っ

てほしい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(13) 防災と災害からの速やかな復旧に配慮した町づくりをおねがいしたい。（土佐山田町/男性/40 歳代） 
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(14) 

○高齢者の運転が危険すぎる。免許証の自主返納をした人へのサービスを充実させてどうにかしてほし

い。○街灯が少なすぎて危険。若い女の人も多いので増やして欲しい。歩道が狭い。空き家の解体。有

効利用。農地利用の規制緩和。○このアンケートが分かりづらい。“具体的な取り組みの内容”を見て評価

しろと言われてもそれだけではムリ。参考資料が長い。もっとまとめて欲しい。本当に多くの人に回答して

欲しいなら工夫して下さい。頑張って下さい。(土佐山田町/男性/20 歳代） 

(15) 

○あけぼの街道も整備されたので、高台であることを活かして、整備された宅地をどーんと作りませんか？

今住んでいる所は、調整地域なので、街灯もありません。子供が学校に通い始めた時に心配です。○山

田町から香北町に行く時に、歩道がないのが怖いなーと思います。○夏祭りは、秦山スタジアムに変更し

た方が車の都合もいいのでは？なまいき言ってすみません。言いたい放題書いてみました。（土佐山田町

/30 歳代） 

(16) 

○秦山公園があるが、自宅周辺には全く公園がない。また、防犯の為の街灯が少なすぎる。中高生は塾

や部活で遅い時間に帰宅するだろうから、あぶないのでは？保護者としては心配である。○JR 土佐山田

駅とあけぼの街道間の道が不便である。車は仕方ないとしても秦山の方から駅までの歩行者用に、大きな

橋をかけてもらえると遠回りしないですみます。アパートも多いし、使用者増・利便性が増すのではないで

しょうか。○せっかく若い夫婦がアパートを借りているのだから、そのまま空地に住宅を建てれる（建てたい

と思う）ようにして欲しい。もしくはリノベーション。野市や南国に流出する人口を少しでもへらし、香美市へ

の定住→活性化につながると良いと思います。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(17) 

○問 14 に記載しました。空き家改修の補助金はあるが、対象が市外からの移住者を該当としている為、あ

まり活用されていないのでは？市内の賃貸住宅に住んでいる人が空き家の活用をできれば、転出者の減

少に多少なりとも影響があるのではないかと考える。空き家バンク活用の見直しを切に願います。○南海ト

ラフの大地震が起きた時、土佐山田地区は高知市内や沿岸地域民の受け皿になりうる土地柄と思ってい

るが、食料、住居等の備蓄やスペース等はそれなりにありそうと思う。しかしながら燃料の備蓄はどうか？

個人的には市内にガソリンスタンド（EV の充電も含む）の新設を希望しています。道路が寸断されて、避

難民が集結すると恐らく 2 日もたず枯竭しインフラの復旧する為の燃料から足りなくなります。（土佐山田

町/男性/30 歳代） 

(18) 

道路沿いの店舗に買いに行っている人の中で車を歩道に停車している人が多くいます。自分は、その道

を通学路として使っていますが、通る時いつも車道に出ないと通れません。車が走っているので怖いので

何とかしてほしいという気持ちでいっぱいです。よろしくお願いします。○195 号線の歩道が狭いので、も

っと広くしてほしい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(19) 

◎今香美市は住宅が多く建っています。これは津波がこないから、この利点を生かし安心体制を仕上げて

発信すべき。◎もっと香美市に来てもらうため、若い方等待機園児ゼロを目指すべき。◎重要道路「あけ

ぼの街道」もでき、災害も少ないので生産等の誘致をすべきで、働く場所を生み出すかベットタウンを目指

しては。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(20) 

○街灯がとにかく少ない。ガードレールをつけてほしい。車がとても危ないので。○市内（町内）イベントを

SNS、ネットを最大限利用して知らしてほしい。若い人にも情報が伝わると思うので。（土佐山田町/男性

/10 歳代） 

(21) 

○中、高と市内の学校に通学していた時、夜の街灯の少なさに不安を覚えました。あと、歩道と車道の間

隔がせまく、危険だと感じます。○これからは、少子高齢化による人口減少の対策に努めていただきたい

です。特に働き手の若物の県外流出を防ぎ、地元で安心して暮らせるよう収入を増やしたり、生活をサポ

ートする制度をもっと作ってほしいです。香美市では、第一次産業の担い手と後継者の育成に努めること

で、衰退を防ぎ、ゆくゆくは地産地消につながると思います。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

(22) 

○香美市は自然があって良い所なので、若い人や夫婦に住んで貰いたい。…が、就職先や魅力あるコ

レ！といったモノが今いち無い。又、車のガソリン代等、経済的な事を考えると徒歩や自転車で行ける店

やスーパー、キッズ物を置いてあるお店等が小さい子供を持った若い夫婦には必要なのでは？○物部川

沿い等散歩してみるととても気持ち良いのでその付近の草むら＆ゴミを整備、片付けし、又、夕方等は橋

の下その付近治安が悪いので見回りも必要では？○学生が帰宅する際街灯が少な過ぎるので、一人で

街灯の少ない道へ帰って行く学生（特に女子学生）を見かけると、他人の私でもとても心配なので街灯の

少ない所を見回って設置を検討→実施したら良いと思う。○市役所の方、日々一生懸命やって頂き、感

謝しています。只、人口の割合から言えば職員等の数が多いのでは？（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 

２、自然資源の保全と活用の推進（該当なし） 

３、水資源の安定的な確保と利用（該当なし）  
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４、自然と共生する地域づくりの推進 

(1) 

○57 文化財保護の推進では、この内容のみ評価をしている。「…ワークショップを開催」○粗大ゴミの収集

をして欲しい。年寄りは困っている。四万十市などでは粗大ゴミにはシールを購入して、それを粗大ゴミに

貼ることになっている。もっと工夫して欲しい。○ウォーキングポイントを作って欲しい。たとえば 1km ごとに

印を（番号でもよい）つけて欲しい。正しいウォーキングの講習会などを開催！健康増進を推進して、医療

費が少なくなるように市として取り組んで欲しい。参考になる市町村は全国にたくさんあるのではないでし

ょうか。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(2) 

○担当交代の時、引継ができていない。町外の職員の方は特に。○市長が変わったことにより、役場職員

から「厳しくなった」との声を聞いたが、大変良いことだ。○香北・物部町内の道路を走っていると落石や落

木が目立っているのだが、地元住民及び職場職員は気が付かないのだろうか？また山田町内の道路も

草が繁り放大で、ペットの糞が目立つ。○災害時の停電に対して、各地区にソーラーパネルをつけて活用

してみてはどうだろうか？○手技き工事が目立つ。仕上後に道路がくぼんだり、業者の迷惑行為か不法投

棄。ガードレールがグラグラだった事も。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(3) 

○高齢者の介護予防事業や認知症対策に力不足さを感じます。特に山間部、中心部との差があるため、

山間部の高齢者福祉に力を入れていく必要あり。○香美市に移り住んだ方にもよく分かるように、分野別

に分かりやすく書いたしおり等の作成もあると良い。ゴミの分別も詳しく書いたものなど。他県では街のこと

が分かりやすいしおりやパンフレット等ありますよ。地域の中で、一般の人にも講習や勉強会のとりくみをも

っと入れていく必要があります。○商店街を元気になるように、頑張られていると思いますが、やはり空き店

も多くなり、高齢化も問題だと思います。一時的に、昭和横丁を行うのも良いと思いますが、継続して若い

方々が居ない。周辺の高齢者も集まれるよう。空き店の活用も必要かと思います。地域のお医者さん、医

療従事者、近辺のスーパーの職員、自治体の方々など含めた話合いや交流の場を作って考えることもこ

れからの行うべき案が発見されるかもしれません。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(5) 

○庁舎がきれいになり、良かったと思うが、職員の中に挨拶をしない人が多いように感じ残念です。反面、

とても親切な対応してくれる職員もおり、ほっとした事でした。市の職員は香美市の顔ですので、よろしくお

願いします。○そして、まち中にごみ（ポイ捨てなど）が多いように感じる。住民のモラルが低下している。

何とかしたいですね。皆が笑顔で挨拶するまちになると活気も出てくると思う。○そして、若者の働く場（雇

用）がほしい。自分も香美市で働きたいと思うけど、仕事がない。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(6) 

プラスチックゴミの回収を毎週してほしいです。粗大ゴミは引き取りのサービスもしてほしい。（現状では、

「ゴミ捨て場に車で持ち込み」ということになっていますが車がない家庭はどうすればいいですか？）（土佐

山田町/男性/30 歳代） 

(7) 

①荒れた農地があまりにも多いと思います。地主は借さない、又家庭菜園をやりたいけど農地が少しほし

い人達は買う事が出来ない。借りて作ってた人が荒れた畑がやっときれいになったと思ったら、地主がか

えしてくれと言ったとか言う話も聞きます。田畑が荒れているのは、そのまわりに生活している人にとっても

迷惑です。ほしい人が少しでも農地として買う事が出来れば（法律でダメなんだと思いますが）と思いま

す。②犬を飼っている人、フンの始末もしない、大変迷惑です。罰則を作ってほしい。ペットの嫌いな人も

いる事を忘れないで！！（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(8) 

○自転車での行動が多いのですが、道が狭くでこぼこで、歩いていても疲れます。それに美しい道がどこ

にもありません。山田駅の自転車置き場はいつもあふれていて、危険なほど混雑しています。○農業廃棄

物がそのままで、腐り悪臭がする。野中兼山の水路のふちに、しょうぶなど咲かせると美しいだろうなあと

思う。○もっと、生で良い音楽を聴く機会が欲しい。（土佐山田町/女性/50 歳代） 
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基本目標３ やすらぎを守る 【福祉、保健、医療等】 

１、社会福利の基礎づくり 

(1) 

○福祉関連の充実を望む。○観光発展のために市が予算を入れ、観光客誘致をはじめ、観光施設周辺

商店街等の美観に取り込むべき。○職員教育の徹底、一部職員の不適切な対応は市にとってマイナスで

あり、市の考え方ととらえられかねない。やらないのかやれないのか？ まずはどうすればできるのか考え

るべきではないか。上役の資質によって変わるようでは発展は望めない。○市の発展につながることは市

長判断で実行すべき。○中核がしっかりとした組織でなければ、どのような計画においても発展は望めな

いため、計画実施のためには組織自体をしっかり作ってほしい。（香北町/男性/50 歳代） 

(2) 現在の福祉には満足しているが将来が不安。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

 

２、保健、医療の充実 

(1) 

○日常生活には困らないが、食事する所がない。香美市で食事することはない。○産業の発展。○有名

な産婦人科あるのに小児科ない。総合病院もいまいちないし、行きたい内科がない。結局、何をするにも

市外に出ないといけない。仕事も。○工科大生も多く、若い人や外国の方が目立つところだと思う。○香

南市にくらべて、特徴がない。アピールが下手だと思う。観光も。○食事するところや、店が少ないが。逆

にいうと静かで住みやすい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(2) 
小児科がない為、子供が安心して住める様に、小児科等の医療機関があれば良い。（土佐山田町/女性

/30 歳代） 

(3) 

①病院関係：小規模な病院ばかりが市内にあって中規模な医療施設がない。従って救急車等による受入

れ施設も不足しているようである。救急患者を受け入れ出来る程度の中規模病院等設置を考えて欲しい。

②人口対応：日本、高知県の人口が減少している中、子どもの増加は困難であると思われる。従っていか

に今の人口を維持していけるかの施策を検討してもらいたい。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(4) 
美容室や歯医者は増えてばかりですが、産婦人科は増えていかないでしょうか？（土佐山田町/女性/30

歳代） 

(5) 
子育てするには、病院は必要です。急に夜中熱などが出たとしても総合病院がない為、南国市や高知市

まで行かなければない。やはり病院は大事だと思う。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(6) 
小児科の病院がないため、どうしても、南国市や香南市に行かなくてはならない。1 つでもあれば…と思

う。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(7) 
良い病院がない。皮膚科・小児科がほしい。子どもの医療費の無料化。（義務教育の間だけでも…）。交

通機関の充実。もっとバスとかほしい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

 

３、高齢者福祉の充実 

(1) 

○「くらしのガイド」で、ある程度、ひとまとめになったのは便利でよかった。もっとまとめて欲しい。○「団塊

の世代」の私達が、後期高齢者になろうとしています。受け入れや施策を、官民で考えて欲しい。○簡素

化できる「葉書」での連絡など、希望を聞いて、①一括するか、②やめて貰っていいです。（もったいな

い。）。○市役所より各公的施設の雑草や樹木の手入れなどが出来てない。「財政を象徴するか」「まった

くの金儲けがないか」の様で、できれば、無理はいいませんが、整理し環境良くして貰いたいな。○「結婚

できる課」を新設して貰いたい。不幸にも、各世帯一人ずつ未婚者がいる状態で、結婚できるはずの若者

が出会いがなく、小子化は進む、人手は足りない方向に進む一方です。（仲人登録や強化を計って欲し

い。）○「空き家利用」と言われるが「耐震性」はどうなっているのか、「どこが補強するのか（市・本人？）」示

して欲しい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 
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(2) 

○高齢者の介護予防事業や認知症対策に力不足さを感じます。特に山間部、中心部との差があるため、

山間部の高齢者福祉に力を入れていく必要あり。○香美市に移り住んだ方にもよく分かるように、分野別

に分かりやすく書いたしおり等の作成もあると良い。ゴミの分別も詳しく書いたものなど。他県では街のこと

が分かりやすいしおりやパンフレット等ありますよ。地域の中で、一般の人にも講習や勉強会のとりくみをも

っと入れていく必要があります。○商店街を元気になるように、頑張られていると思いますが、やはり空き店

も多くなり、高齢化も問題だと思います。一時的に、昭和横丁を行うのも良いと思いますが、継続して若い

方々が居ない。周辺の高齢者も集まれるよう。空き店の活用も必要かと思います。地域のお医者さん、医

療従事者、近辺のスーパーの職員、自治体の方々など含めた話合いや交流の場を作って考えることもこ

れからの行うべき案が発見されるかもしれません。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 

４、障害者福祉の充実（該当なし） 

 
 

基本目標４ 賑わいを興す 【産業等】 

1、交流によるまちづくりの推進 

(1) 
外から来る人が魅力を感じる物の発信。香美市には「これがある！！」という物の発掘、推薦。若者の定

住。（香北町/男性/30 歳代） 

(2) 

母子手帳の表紙、アンパンマンにすべきだと思います。香美市で出産したいという人が増えるかもしれま

せん。せっかく素敵なキャラクターがいるのに、そこに使わないのはもったいないです。私は 7 年前長女を

出産した時からずっと言い続けています。市の特色（？）みたいなのが一目でわかってアピールするのに

良いのでは？（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(3) 
香美市はとても生活をするには良い所だと思います。☆川上様にも花火が少しでもあれば、うれしいで

す。(香北町/40 歳代） 

(4) 

○日曜市を商店街通りでやればどうでしょうか？少しでも商店街通りがにぎやかになると思います。又、土

曜市でもいいかと思います。○JR 西町駅をもっと利用しやすく（ロータリー等）してもらいたい。またトイレも

仮設でなくしてもらいたい。○JR 土佐山田駅を北からも利用できるようにしてもらいたい。○市街地に空き

家が多く、また農地もあります。空き家を手放す政策や、農地をアパート経営するよりも宅地分譲した方が

有利になる政策があればもっと定住する人達が増えるのではないでしょうか？（土佐山田町/女性/40 歳

代） 

(5) 

○日常生活には困らないが、食事する所がない。香美市で食事することはない。○産業の発展。○有名

な産婦人科あるのに小児科ない。総合病院もいまいちないし、行きたい内科がない。結局、何をするにも

市外に出ないといけない。仕事も。○工科大生も多く、若い人や外国の方が目立つところだと思う。○香

南市にくらべて、特徴がない。アピールが下手だと思う。観光も。○食事するところや、店が少ないが。逆

にいうと静かで住みやすい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(6) 

○あけぼの街道も整備されたので、高台であることを活かして、整備された宅地をどーんと作りませんか？

今住んでいる所は、調整地域なので、街灯もありません。子供が学校に通い始めた時に心配です。○山

田町から香北町に行く時に、歩道がないのが怖いなーと思います。○夏祭りは、秦山スタジアムに変更し

た方が車の都合もいいのでは？なまいき言ってすみません。言いたい放題書いてみました。（土佐山田町

/30 歳代） 

(7) 

○「くらしのガイド」で、ある程度、ひとまとめになったのは便利でよかった。もっとまとめて欲しい。○「団塊

の世代」の私達が、後期高齢者になろうとしています。受け入れや施策を、官民で考えて欲しい。○簡素

化できる「葉書」での連絡など、希望を聞いて、①一括するか、②やめて貰っていいです。（もったいな

い。）。○市役所より各公的施設の雑草や樹木の手入れなどが出来てない。「財政を象徴するか」「まった

くの金儲けがないか」の様で、できれば、無理はいいませんが、整理し環境良くして貰いたいな。○「結婚

できる課」を新設して貰いたい。不幸にも、各世帯一人づつ未婚者がいる状態で、結婚できるはずの若者

が出会いがなく、小子化は進む、人手は足りない方向に進む一方です。（仲人登録や強化を計って欲し

い。）○「空き家利用」と言われるが「耐震性」はどうなっているのか、「どこが補強するのか（市・本人？）」示

して欲しい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 
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２、農林業の振興 

(1) 

○行政サービスの向上。とりわけ職員のやる気の向上。与えられた仕事だけこなしていて、新しいことに挑

戦しているとは思えない。できないことを何とかするような職員はごく少数。○香美市の場合、農林業の振

興を優先すべきではないか。たとえば高知農業高校と協働して人材を育成し、香美市で就農してもらう。

農林業後継者を育てる。その場合は、奨学金を返さなくてよいというような施策が必要。○工業高と連携し

て打刃物の後継者を育てることも大切。香美市の子どもを香美市に住まわせるにはどうしたらよいか考え

て欲しい。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(2) 
○町役場の対応に暖かさがない。対話の出来る状態が必要と思う。○林業の振興を第一に考えてほし

い。（香北町/70 歳代） 

(3) 少子高齢化がかなり進んでいる。農業や林業の後継者問題。（物部町/女性/10 歳代） 

(4) 
農業をもっともっとバックアップしてほしい。若者が頑張ろうという環境作りと、既存の農家が生活できるよう

に、（賃金）収入の確保を！！（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(5) 
香美市は仕事が少なく人口も減少しています。しかし、自然は豊かなのでこれを生かして、農業と林業に

力を入れるべきだと思います。（香北町/男性/20 歳代） 

(6) 

＜限界集落移行阻止対策＞現行の香美市は、若人の就業が可能な企業等が無く、今後さらに基幹産業

である農林業への就労者が減少し、山間集落での多々の問題が予想される現状である。特に農家の高

齢化により、農地の不耕作、未利用、放棄が確実に発生し、大きな問題となる。農地の保全管理が不可能

となった高齢者等の対策として、現行のシルバー人材センターによる対応を見直し、公的な農地のための

銀行制度や管理、機構等の公的組織を早くと思う。若人の就労の創設にもなる。（香北町/60 歳代） 

(7) 
手つかずの田んぼ（管理する人がいないのか）が目立つ。そういった場所を開拓していってはどうだろう

か。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

(8) 

○高齢者の運転が危険すぎる。免許証の自主返納をした人へのサービスを充実させてどうにかしてほし

い。○街灯が少なすぎて危険。若い女の人も多いので増やして欲しい。歩道が狭い。空き家の解体。有

効利用。農地利用の規制緩和。○このアンケートが分かりづらい。“具体的な取り組みの内容”を見て評価

しろと言われてもそれだけではムリ。参考資料が長い。もっとまとめて欲しい。本当に多くの人に回答して

欲しいなら工夫して下さい。頑張って下さい。 

(土佐山田町/男性/20 歳代） 

 

３、商工業の振興 

(1) 
最低限の生活ができるようにするには、南国市くらいの店の数がほしい。香美市は南国まで行かければい

けないことが多い。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(2) 高知市、南国市にくらべて飲食店が少ない。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(3) 

①商店街がほとんどシャッターが閉まった家が多い。②食材は市内にある店で間に合うか？糸一つ買うの

もとなりの南国市まで行かなくてはならない。③災害が話題になってる今、高知市の方が香美市に住みた

いとの希望があっても香美市は家賃が高いのであきらめたとの話を聞きます。空家はたくさんある様です

が、持主さんとの話合いで空家を少しでも少なくする事は出来ないものでしょうか。④市外の方達が香美

市に足をはこんでくれる様な場所を作ってみては？（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(4) 
県外からの来客があった時とかに、皆で気軽に行けるレストラン（ファミレス）てきな建物が一軒あればと思

います。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(5) 

○雇用の充実と賃金見直し…若者が地元へ残りたくなる様な環境。○商店街の活性化…各商店のコンセ

プトの統一化（商店街で何でもそろう）。明るく清潔な街づくりと無料駐輪所。空店舗ゼロ運動。○地域全

体での子育て…保幼、小中高大連携（高校生大学生→小学校へ放課後の学習指導やクラブ指導。中学

生→保幼での職場体験）。地域のお年寄りとの交流。登下校見守り、声かけ。（土佐山田町/女性/40 歳

代） 

(6) 
シャッター通りになり若い人に活気の出る町づくりを…。この不景気を何とかして欲しい。生きてゆけない。

（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(7) 

長い間、この地域を離れ、U ターンをして、元気のない町並みにびっくりした。若い人達は、仕事をもとめ、

町へ、限界集落となりつつある。是非、新しい産業、新しい雇用を生む企業等の誘致を市内に作り、若い

人の流出を止めなければ税収も減り、市そのものが財政破綻するのではないかと危惧します。（物部町/

男性/50 歳代） 
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(8) 

香美市は、保育園から大学まである学生の街だと思います。学生がたくさんいれば、アルバイトなどの人

材も確保できると思うので、もっと山田市役所周辺などにスターバックスやマクドナルドなど学生の働ける

場を作り、若者をターゲットし、集客の見込める店舗を作れば活性化につながると思う。（現在の香美市に

は、生活に必要な上で言ったような店舗や、西松屋、ツタヤなどの複合施設はなく買い物は香南市や南

国市に行っている状況なので）。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(9) 
もっと人口が増えるようにしてほしい。商店街がもっと「買いたいな」「ほしいな」という店がふえてほしいと思

います。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(10) 商店街があまりににぎわっているように見えないのでなんとかしてほしい。（土佐山田町/男性/10 歳代） 

(11) 商店街がさびしい。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(12) 

周囲の市街地を見ると本当に次々と街おこしをしているニュースを目にします。香美市も中心部が何となく

活気がありません。これは私一人が思うのでなく、周りの方々も口にする言葉です。文面の中での取り組

みで終わるのではなくて形の見える実現出来るまちづくりを期待します。（特産物を使った商品の開発等）

（病院、施設等の充実）。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(13) 
もっと店を増やし、みんなで楽しいまちにしたいです。いろんな方に香美市の事を知ってもらい良い所と言

ってもらえるようなまちにしていきたいです。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(14) 
○日々の生活が多忙で、感じる時間もないが、商店街が無い状態になってしまっているのが残念。○休

日は、飛行機の音が大きいことがあり最近気になっている。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

(15) 

人の集まるような施設（商業施設）などあれば、もう少し地域活性化されるのでは…。香美市で買物するの

に決められた場所（スーパー）となっている。子供が市外へ出たい気持ちもわかるが。「まちづくり」にとっ

て、自分もどうしていけばいいかわからないのが本音である。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(16) 商店街の活性化。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

(17) 
お年寄りが多く若い人が住むには、少し不便かもしれない。お店も少し増して欲しい。（土佐山田町/女性

/20 歳代） 

(18) 

○商店街の活性化、空き店舗利用の推進、せっかく工科大学があるのに商業施設が育たない。もっと行

政が関わらないと衰退してしまう。○交差点や点滅信号の事故が多いと感じる。お年寄りが安心して歩け

る道路整備。狭い商店街の道路は一方通行とかにしてすこし遊歩道とかにして広げても良いのではない

でしょうか。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(19) 

○土佐山田町 4 丁目商店街の道、中央通で自転車バイク危ない。市道か県道かわからないが歩道は申

し訳程度、ベビーカーやシルバーカートを押しては通りにくい、担当職員や市議の皆さんに車イスで体験

してほしいと強く思います。○商工会の皆さんの意識が変わらないと地元で買物はしにくい。（土佐山田町

/女性/60 歳代） 

(20) 

○人口が減少しているのに！ 道は今の道で十分と思います！ ○外からよい会社を取り入れ、仕事が

男・女年齢関係なく元気で出来る。年金をもらっている人もパート仕事が出来る。会社が来てくれたら人も

増えて、サービス業、働く人もよいと思います。税金も入り、よいと思います！ 人とかふえるとよいと思いま

す。（物部町/男性/60 歳代） 

(21) 

○香美市は自然があって良い所なので、若い人や夫婦に住んで貰いたい。…が、就職先や魅力あるコ

レ！といったモノが今いち無い。又、車のガソリン代等、経済的な事を考えると徒歩や自転車で行ける店

やスーパー、キッズ物を置いてあるお店等が小さい子供を持った若い夫婦には必要なのでは？○物部川

沿い等散歩してみるととても気持ち良いのでその付近の草むら＆ゴミを整備、片付けし、又、夕方等は橋

の下その付近治安が悪いので見回りも必要では？○学生が帰宅する際街灯が少な過ぎるので、一人で

街灯の少ない道へ帰って行く学生（特に女子学生）を見かけると、他人の私でもとても心配なので街灯の

少ない所を見回って設置を検討→実施したら良いと思う。○市役所の方、日々一生懸命やって頂き、感

謝しています。只、人口の割合から言えば職員等の数が多いのでは？（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(22) 

○アンケートについて、とても無理のあるアンケートだと思いますた。（市の施策について…）途中で回答

ギブアップしました。申し訳ありません。○ただ商店街に活気があるとはいえませんし、香美市以外を訪問

した際いつもここの人達は頑張っておられるなと感じるのですが、残念ながら地元では外からは見えて来

ません。○昨年雨期には毎日の様に避難勧告が全市にわたって出ていました。想定外の出来事が全国

でおきていますのでお気持ちは大変よくわかりますし心から苦労様という気持でいっぱいですが、もう少し

なんとかならないものかなと思いました。○市中の中小企業、商店を育てるためには、市が何かをする時、

お金というよりは、市内で頑張っておられる所、地元愛を有する所を優先し、経営を支える方何などもいい

なと思います。お金より大切な物がある。市民に優しい行政であって欲しいです。貧困層の増える中、支

え合いや、さらなる貧困者を増やさないで下さい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(23) 
シャッターの閉まっている商店街が多く活気が無いように思う。医療費が小学校卒業まで無料と言うところ

は、十分満足しています。（土佐山田町/男性/50 歳代） 
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(24) 

○香美市は豊かな自然に恵まれ、土佐打刃物などの伝統工芸やアンパンマンを核とした、文化的な魅力

を持ったまちと思います。まちなかの景観整備なども徐々に進められ、あけぼの街道の開通による県都へ

のアクセス性が高まったこと、津波浸水の心配が無く、強固な地番を有することによる高い防災性から、高

台移転の受け入れ先としても注目されるようになってきました。また、中学校卒業まで医療費無償化や保

育料の免除対象の拡大も進み、医療・子育て支援の充実が図られてきているところであり、徐々にすみや

すいまちになってきていると思います。ただ、調整区域が多いことが、定住促進という点では障害になって

いると思います。豊かな自然を守っていくことは当然重要とおもいますが、少子高齢化の進展に伴う第１次

産業の衰退から、耕作放棄地が増加している事も考えると、ムダに調整区域のみ確保しても、自然は守れ

ないのではないでしょうか。スプロール化は抑制すべきですが、南海トラフ巨大地震を見据えた「災害に強

いまち」をアピールするためには、土地利用計画の見直しを図るべきと考えます。○教育面では幼保小連

携をはじめ、放課後教育の実施、地域支援員の配置など、こども達の学習支援は非常に充実しており、こ

のような行政・ＰＴＡ・地域一体となった取り組みは子供達の学力向上・健全な育成に大きく寄与するものと

思われます。ただ、商店街の衰退をはじめとする中心部の衰退は否めず、賑わいや雇用機会の損失を招

いていることも事実と思います。香美市がますます発展していくためには今ある資源を守り、活かす事も重

要ですが、なりよりも定住・交流人口の増加が基本ではないでしょうか。安心して暮らせ、子育てでき、住

民みんなが幸せを感じるまちにしていくためには地域雇用の創出にも力を注ぐ必要があると思います。○

また、インターネット環境の整備については光ファイバー網の整備は進んでいますが、中心部付近でもモ

バイル通信の受信エリアがカバーされていない区域があります。これは通信事業者の都合にもよるところ

ですが、今後ますますモバイル通信は重要になると思いますので、行政の方としても働きかけをお願いで

きればと思います。以上、思いつくままに書かせていただきましたが、当然よりよいまちづくりを行うのは私

たち住民自身である事を意識し、行政・地域と連携して香美市がますます発展することを期待したいと思

います。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(25) 

○高齢者の介護予防事業や認知症対策に力不足さを感じます。特に山間部、中心部との差があるため、

山間部の高齢者福祉に力を入れていく必要あり。○香美市に移り住んだ方にもよく分かるように、分野別

に分かりやすく書いたしおり等の作成もあると良い。ゴミの分別も詳しく書いたものなど。他県では街のこと

が分かりやすいしおりやパンフレット等ありますよ。地域の中で、一般の人にも講習や勉強会のとりくみをも

っと入れていく必要があります。○商店街を元気になるように、頑張られていると思いますが、やはり空き店

も多くなり、高齢化も問題だと思います。一時的に、昭和横丁を行うのも良いと思いますが、継続して若い

方々が居ない。周辺の高齢者も集まれるよう。空き店の活用も必要かと思います。地域のお医者さん、医

療従事者、近辺のスーパーの職員、自治体の方々など含めた話合いや交流の場を作って考えることもこ

れからの行うべき案が発見されるかもしれません。 

（土佐山田町/女性/30 歳代） 

 

４、観光の振興 

(1) 

○優秀な人がいると思いますか？香美市の職員の資質の向上、町民のあらゆる層の生涯教育、何よりも

人間としての向上をめざす教育の町であって欲しい。豊かな資源を活用出来る人材がいないのか？現

状、全くもったいない。熱血といわれる人材を発掘出来ない。必ずいると思うがようみつけない現状。○そ

して観光、資源の活用は現状は山田を中心に進められ香北町は眠っている状態、これでは活性するはず

もなく香美市の中心は香北町を丸ごと売り出す工夫をこらし、物部町、山田と巻きこむ体制にする。これが

香美市を売り出すことになる。資源があるのにもったいない。現状を根本的に見直し、人口減少、少子高

齢化、解決は必ずある。アンケートもおおかたの意見でなく一部の人の考えに注目すべきである。（香北

町/女性/70 歳代） 

(2) 
大荒の滝、轟の滝、龍河洞、別府峡と色々な観光資源があるのに、周遊のバスを走らせてはどうかと思い

ますが。（香北町/女性/60 歳代） 

(3) 

せっかくアンパンマンややなせたかしで押す物があるのに何かビミョーです。兵庫にアンパンマンミュージ

アムができてますます来る人が減りそうな予感。頑張って欲しいです！アンパンマン関係の物や店など出

来ても人が入っていきそう！（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(4) 

アンパンマンミュージアム。人は県内外から沢山人が訪れているのでリピーターが増えるようにイベントを

工夫したり展示物をリニューアルしてほしい。図書館も古いので新しくなれば嬉しいです。やはり、やなせ

たかしさんの古里というのは自慢です！！（香北町/女性/30 歳代） 

(5) 
べふ峡温泉へ毎月 1 度市役所発着の送迎バスを出す。記念日や誕生日等の人々を募集する（割安なら

なおよし）。（土佐山田町/男性/70 歳代） 
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(6) 

バスツアー等で他の市から見学にこれるようなイベント（食事、お店のこんな事に力を入れいるアピール）。

見学してお茶して帰れる中年女性向きのツアーや若い人が喜ぶツアーなど町を明るくし楽しい町にもって

行けるような事をしてはどうでしょうか？ 毎月 10 人位で来てもらって閑古鳥がなくお店へ案内して元気を

つけてあげれば活気がでるのでは…（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(7) 

一次産業の積極的な PR に欠けている。観光客数を増加させる材料としても地域産物の付加価値の向上

に向けて創意工夫し、特にリピーター観光客獲得の為にはアレンジも必要。駐車場も必要で、休日の一

般開放等地元企業の協力も得たいところ。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

(8) 
香北町のセレネの広場でのイベントなどの時、アンパンマンやバイキンマンの着ぐるみショーをやれば子

供達が喜ぶのではないかといつも思う。（香北町/女性/50 歳代） 

(9) 

香北の紫陽花街道をもっと手入れして綺麗にして野市とか、春野に負けない様にしたいです。そうすれば

一番きれいな紫陽花を見に行こうかとか言うことになり話題になり有名になれば、観光バスが県外からも来

てくれると思います。先日、春野神社の紫陽花を見に行きました。観光バスからお客さんがたくさん降りて

きました。聞いてみると神戸からのツアーでした。人は美しい花を見て癒されたりするのです。そして、セレ

ネの前の道の駅や良心市で沢山お土産を買ってもらえるようにすればいいと思います。香北のことを書き

ましたが、やる気があれば大栃、物部のほうまで紫陽花を植えてもいいと思います。（香北町/女性/60 歳

代） 

(10) 

○ごみ置き場がどこも汚い。香南市はさくなどを作っているのでみならえばいい。草、木が茂ってる所が多

い。もっと市全体を見て、きれいにするべきだと思う。○山田駅の駅舎が古過ぎる。もう少しきれいにしたら

いい。観光協会のインフォメーションももう少しいいものを建てたらどうか。これじゃ観光客の人は山田にき

てくれない。宿泊施設も充実させた方がいい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(11) 

○福祉関連の充実を望む。○観光発展のために市が予算を入れ、観光客誘致をはじめ、観光施設周辺

商店街等の美観に取り込むべき。○職員教育の徹底、一部職員の不適切な対応は市にとってマイナスで

あり、市の考え方ととらえられかねない。やらないのかやれないのか？ まずはどうすればできるのか考え

るべきではないか。上役の資質によって変わるようでは発展は望めない。○市の発展につながることは市

長判断で実行すべき。○中核がしっかりとした組織でなければ、どのような計画においても発展は望めな

いため、計画実施のためには組織自体をしっかり作ってほしい。（香北町/男性/50 歳代） 

 

５、地域産業の振興と就業機会確保の総合的な推進 

(1) 
鹿、猪の牧場を作る。・捕獲した野生の鹿、猪を飼育し、肉はジビエ、皮；角は工芸品として利用する。（土

佐山田町/男性/70 歳代） 

(2) 

一番日常で思うのは、“イベントの少なさ”殆んど、他市町村に持っていかれているような気がする。「アン

パンマン」頼みかと思ってしまいます。食、自然、芸術、もっとアイデアは無いのかと思います。（土佐山田

町/男性/60 歳代） 

(3) 

こうほく 3 町村合併協議会委員として「どのようなまちをめざすのか？将来構想として輝き、やすらぎ、賑わ

いをみんなで築くまちづくり」の策定にかかわった。この理念を基本として香美市振興計画をさまざまな事

業により進めているが、検証は十分できたのだろうか？自分の所属している組織では、地域農業の振興策

として 10 年後の地域農業像として「やっこねぎ」「ニラ」「柚子」などの特産品の維持、発展をめざして行政

と共に取り組んでいるが、農業従業者の高齢化、後継者不足担い手減少の上、販売価格の低迷、生産費

の高騰で所得が上がらず、生産基盤が弱体化し大きな課題となっている。このような課題の検証も住民に

も知らせ関心をもってもらうことが大事と感じている。（情報の提供）。住民サービスのためのりっぱな庁舎

が建設されているが、住みやすい、魅力ある「まち、ひと、しごと」に執行部、職員、議員が住民の目線で

層の役割を果さなければ活力のある地方創生はつながらない。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(4) 特産品をもっと活用して、地場産業を発展して欲しい。（物部町/男性/40 歳代） 

(5) 成長した子どもたちが定住できる産業がほしい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(6) 若者が収入を得て、生活できていける場が早急に必要。（香北町/男性/60 歳代） 

(7) 

仕事がない。現在仕事をしているが、給料はものすごく安い。香美市から香南市へ流れていくのもわかる。

子どもをほしくても育てる事が出来ない為にたくさんうめない家庭もある。こういったアンケートをしても、良

い方向に行かない。仕事があるから香美市に住んでいるが、環境（自然）以外ひかれない。他の人にもお

すすめ出来ない。働く場所、低給料、不便さ、小児科もない香美市…どうなっていくのでしょうか。人口減

少です。期待は出来ないです。住みにくいです。（香北町/女性/30 歳代） 

(8) 
人口減少問題や若者の定住問題にしても働く場所雇用が発生しなければ実現は難しいと思います。香美

市だけでなく高知県としても取り組んで欲しいと思います。（香北町/男性/20 歳代） 
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(9) 

高齢化が目立ち３町にぎわいがなく昼夜とわず人が居ないさみしい状況になっている。商店街の再開発

（地元で買い物したいと思ってもシャッター町で買い物できない）。農作物の加工技術（有効利用が整って

ない事や、支援者が少ない）。高齢者が多くなった分、高齢者は買い物難民になりつつあり、農業も後継

者がいないため、個人ではなく会社組織を立ち上げる。観光も史跡が多いがその魅力を他に紹介できる

様な人材が少なく、市に目を向けたくなる人材が必要と思われる。一人でも多くの人に香美市を知っても

らい全ての物が一つの市で揃う、長く住める環境づくりが必要である。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(10) 

起業しやすい環境を作れば大きな企業を誘致しなくても大丈夫なのではないでしょうか。民間に仕込んで

行政はしない方が良いかと。行政でしか出来ないような手助けぐらいにおさえておかないと失敗すると思

います。他の県、市で先にやっている事例を良く分析して下さい。ほとんどが失敗に終わっています。もっ

ともそれを行った所は失敗とは言いませんが…民間が活発に活動出来るしくみがあれば民間で活発にな

っていきます。へたに補助金で行動をしばるとかえって逆効果です。いきなり大きな事ではなく小さなこと

から始めることで失敗も小さくすみます。その失敗を通じてノウハウを得て今後に生かしてもらえたらと思い

ます。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

(11) 多くの若者が地元で就職できれば良いと思う。（香北町/男性/20 歳代） 

(12) 

○参考資料の中に「整備」「実施」等のことばが並んでいるが、これが町、市の活性化につながってほし

い。○「土佐山田まつり」毎年同じではなく工夫を。○「住みやすい」だけでなく「元気な町（市）」人が集ま

る地域になってほしい。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(13) 

○小子化を悲観するのではなく、少ない人数だからこそできることが増えるので、そちらに目を向けてほし

い。近年の遠足はバスで遠くに行くだけになっているので、児童を歩かせ、本当の「遠足」にしよう。○廃

校になった校舎をもっと活用してほしい。例えば老人の学校にするとか。学校に行けなかった人は授業を

受けれるのは嬉しく、学校に行っていた人は懐しみ、生き生きできると思う。教員免許や介護の資格もいら

ないので、雇用も増やせるのではないか。○市役所の職員さんは「香美市のために」というよりは「公務員

であるために」という感じで働いている人が多いと思う。もっとがんばってほしい。（物部町/女性/20 歳代） 

(14) 

○本アンケートについて。・参考資料がアンケート用紙該当ページの項について、あっていませんでした。

途中で気づき、活用しましたが、せっかくつけているのにもったいないです。・問 23 がありませんでした。・

マークシート方式にすれば、集計が楽だと思いますが、いかがでしょう。記載内容は、どれも重要な事項ば

かりだと思いましたので、重要でないと書くことが少なくなってしまいました。優先順位という意味だと思いま

すが、回答に時間がかかりました。○農業、観光安全を外にうまく PR していくことが重要だと思います。

（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(15) 

○庁舎がきれいになり、良かったと思うが、職員の中に挨拶をしない人が多いように感じ残念です。反面、

とても親切な対応してくれる職員もおり、ほっとした事でした。市の職員は香美市の顔ですので、よろしくお

願いします。○そして、まち中にごみ（ポイ捨てなど）が多いように感じる。住民のモラルが低下している。

何とかしたいですね。皆が笑顔で挨拶するまちになると活気も出てくると思う。○そして、若者の働く場（雇

用）がほしい。自分も香美市で働きたいと思うけど、仕事がない。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(16) 

行政が多くのいいチャンスを与えてくれているのにそれを利用しない市民が多いけど、広い市内では人口

の少ない所も。気軽な交通手段も少ないからでしょうか。市内にも独身者が多いから、市内だけでなく近隣

町村の若者達が交流しあえるチャンスを構えたり若者や学生と一般市民（例えば老人会、婦人会の代表

等でもよい）とか話合いの出来るチャンスがあってもいいのでは。（現在は核家族で育っている若者も多い

ので。昔の人の考え方生き方の話を聴いたり話し合ったりのチャンスがあってもいいのでは？）第一は市

内に若者が安心して長く働ける場が欲しいです。(香北町/女性/70 歳代） 

(17) 

○中、高と市内の学校に通学していた時、夜の街灯の少なさに不安を覚えました。あと、歩道と車道の間

隔がせまく、危険だと感じます。○これからは、少子高齢化による人口減少の対策に努めていただきたい

です。特に働き手の若物の県外流出を防ぎ、地元で安心して暮らせるよう収入を増やしたり、生活をサポ

ートする制度をもっと作ってほしいです。香美市では、第一次産業の担い手と後継者の育成に努めること

で、衰退を防ぎ、ゆくゆくは地産地消につながると思います。（土佐山田町/男性/10 歳代） 
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基本目標５ 未来を拓く 【子育て、教育、人権等】 

1、子育て支援の充実 

(1) 
シャッターの閉まっている商店街が多く活気が無いように思う。医療費が小学校卒業まで無料と言うところ

は、十分満足しています。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(2) 

税金の負担が大きいので、子育てしている間だけでも減らしてほしい。保育に預けても働いた分保育料と

税金にかかり、家のローンにお金を回していると生活に余裕がなくなってしまう。貯金をしようとすると、さら

に働く…税金にとられる…医療費を市が負担してくれることはすごく助かっている。病院に連れていきやす

くなった。（土佐山田町/男性/30 歳代） 

(3) 

定年前で子育て、特に大学生 2 人高校生 1 人の生活。これから介護も来ます。結婚がおそいと子育ても

おそくなり次々とお金がかかり不安がわいてきます。教育費にお金がかからず、県外で生活しても自分達

の生活もできる。そんな応援をしていただきたいです。所得が少しオーバーしたら、借り入れが出来なくな

る、これが現状です。子供に教育をさす。それしか子供に財産として残してあげる物がありません。お金の

かからない子育て、教育を充実させる。そしてゆとりある自分達の老後を明るくよろしくお願いします。私達

は、今の生活におわれすぎています。明るい未来は考えられません。現実にお金がかかりすぎています

ので。(土佐山田町/女性/50 歳代） 

(4) 

合併してから、物部町が市から取り残されている様に感じる。子育て支援も近所の方に聞くと学童保育は

17時までなので、母親が働きに出ても、正社員として勤務時間が持たずにパートでしか働けないため収入

も落ちる。せめて若い世代が働く場所なため町からは遠くへでなければならないから、学童保育の延長時

間を考はするか。一般市民の方で、あずかり保育をしてくれる人を市からの依頼で探して助成金を出して

はどうでしょうか？(物部町/女性/40 歳代） 

(5) 

昔に比べ今は何かと値上がりし、生活していくのもきびしく子育てに使う費用もかかる。生活保護で生活し

ている方や年金で生活している方の中には生活がきびしいように思えないほどぜいたくしている方やパチ

ンコなどで遊ぶ方がおる中、ほんとに生活がきびしくまずしい生活をしている方もおります。もっと調査など

をし生活の苦しい方には値上げするように遊んでいる方は値下げをするなどする必要があるかと思いま

す。不公平だと思います。子育てに対してももっと給付金を出していただくなり支援が必要だと思います。 

 （土佐山田町/女性/20 歳代） 

(6) 

保育園入所決定通知について。孫娘がこの四月よりあけぼの保育園にお世話になっております。通知に

ついては入所できない人には個別に連絡するとの事でこの通知もう少し早くできないものでしょうか。入所

でないのであれば別の保育園をさがさなくてはいけませんし、仕事をしたいと思っても入所できなければ

無理です。幸い入所できましたけど娘共々やきもきしました。子育て支援の中の少しの思いやりと思いま

すが…。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(7) 
第 2 子（3 才未満）の保育料の半額について。第 1 子と同時に入居でなくても、第 2 子が半額になれば嬉

しい。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(8) 

賃金が低すぎます。生活保護は「12万もらった」と耳にしました。私は、フルタイムで働いて、手取り105000

円です。働くのがバカらしいです。年間、120 万程度の収入では、子どもを満足に育てられる環境を想像

できません。低所得者に対して、香美市から何かしていただきたいです！！手取り 105000 円では、生き

る、ただ生きるだけです。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(9) 

○社協の存在感がしっかりと有り。市役所で対応しきれないところをしっかりフォローしてくれていると感じ

ます（相談者の立場として）。○地盤が強い地域ということで、今後も移住希望が増えるのだろうか。むや

みに田畑をつぶして住宅に変えていかないことを願う。○香美市の良さは食の豊かさ、保育の充実。一

方、年配の保育士が築いてきたものを、若い先生が引き継いで学ぶ余裕がなさそうに見える。香美市が今

後も安心し安全に暮らせるまちであるためにも、“子育て”中の親の責任は大きいと感じながら子育てして

います。未来を見て、子育てへのサポートを市として充実させてほしいと願います。育った子どもが「やっ

ぱり香美市に住みたい」と思い、「そこに住むお年寄りを大切にしたい」と思えるような町づくりをしたいで

す。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(10) 

○ハローワーク近くの新しい公園の整備はとても良いと思いました。街中にある古い公園を整備してくれる

と子供達が遊べるのではないでしょうか。また、学童保育の施設も考えてくれたら嬉しいです。働く親が安

心して預けられる環境が必要だと思います。○中学校の学力向上等もお願いしたいです。保育園 3 人目

無料は助かりますが、3 歳未満なので、それ以降がきついです。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(11) 

交通が不便。量販店がない。あけぼの街道から高知市へのバス路線をつくってほしい。（通学するのも不

便です。）汽車だけでは、利用しづらいです。（その他）中学生までの医療補助ができて、助かりました。あ

りがとうございます。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(12) JR を狭んで南北への移動がしにくい。公立の幼稚園がない。（土佐山田町/男性/30 歳代） 
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(13) 

◎今香美市は住宅が多く建っています。これは津波がこないから、この利点を生かし安心体制を仕上げて

の発信すべき。◎もっと香美市に来てもらうため、若い方等待機園児ゼロを目指べき。◎重要道路「あけ

ぼの街道」もでき、災害も少ないので生産等の誘致をすべきで、働く場所を生み出すかベットタウンを目指

しては。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(14) 

○香美市は豊かな自然に恵まれ、土佐打刃物などの伝統工芸やアンパンマンを核とした、文化的な魅力

を持ったまちと思います。まちなかの景観整備なども徐々に進められ、あけぼの街道の開通による県都へ

のアクセス性が高まったこと、津波浸水の心配が無く、強固な地盤を有することによる高い防災性かあ、高

台移転の受け入れ先としても注目されるようになってきました。また、中学校卒業まで医療費無償化や保

育料の免除対象の拡大も進み、医療・子育て支援の充実が図られてきているところであり、徐々にすみや

すいまちになってきていると思います。ただ、調整区域が多いことが、定住促進という点では障害になって

いると思います。豊かな自然を守っていくことは当然重要とおもいますが、少子高齢化の進展に伴う第１次

産業の衰退から、耕作放棄地が増加している事も考えると、ムダに調整区域のみ確保しても、自然は守れ

ないのではないでしょうか。スプロール化は抑制すべきですが、南海トラフ巨大地震を見据えた「災害に強

いまち」をアピールするためには、土地利用計画の見直しを図るべきと考えます。○教育面では幼保小連

携をはじめ、放課後教育の実施、地域支援員の配置など、こども達の学習支援は非常に充実しており、こ

のような行政・ＰＴＡ・地域一体となった取り組みは子供達の学力向上・健全な育成に大きく寄与するものと

思われます。ただ、商店街の衰退をはじめとする中心部の衰退は否めず、賑わいや雇用機会の損失を招

いていることも事実と思います。香美市がますます発展していくためには今ある資源を守り、活かす事も重

要ですが、なりよりも定住・交流人口の増加が基本ではないでしょうか。安心して暮らせ、子育てでき、住

民みんなが幸せを感じるまちにしていくためには地域雇用の創出にも力を注ぐ必要があると思います。○

また、インターネット環境の整備については光ファイバー網の整備は進んでいますが、中心部付近でもモ

バイル通信の受信エリアがカバーされていない区域があります。これは通信事業者の都合にもよるところ

ですが、今後ますますモバイル通信は重要になると思いますので、行政の方としても働きかけをお願いで

きればと思います。以上、思いつくままに書かせていただきましたが、当然よりよいまちづくりを行うのは私

たち住民自身である事を意識し、行政・地域と連携して香美市がますます発展することを期待したいと思

います。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 

２、未来を拓く子供の育成 

(1) 

○歴史とか文化を大切にし、自然を生かした事業をこれからさらに発展していけば良いと思います。また、

高齢者と子どもたちとの交流を探めたり、県外からの人も温かく迎え入れるような体制にも尽力してもらえ

ば良いと思います。○後、若い世代が住む環境にするためには、就職支援や不便な部分を解消する努力

をしてもらえれば良いと思います。（物部町/男性/10 歳代） 

(2) 

子供達が遊ぶための環境を確保するべきだと考えている。なぜなら、最近の若い子の間では、ゲームなど

の影響から外で遊ぶという習慣が無くなっているからだ。外で遊ぶということは、体力の向上や健康を維持

するだけでなく、たくさんの人とふれあう機会が増える。このことから現代社会におけるコミュニティーの不

足改善にも繋がり、孤独という状態からも脱却できる。これから生まれる若い世代は日本を支える重要な役

割を背負うことにもなる。よりよいまちづくりのためにも、地域住民一人一々が頑張らなければいけないと考

えています。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

(3) 

町づくりとは関係のない事と思いますが、中学校にプール付きの武道館が出来るのも広報で拝見しまし

た。プールには紫外線予防のために屋根など付くのでしょうか？予算の都合などあるとは思いますが出来

れば何か考えていただきたいです。（どこの部所で意見を言ったらよいか分からなく、この場ですみませ

ん）。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(4) 

○雇用の充実と賃金見直し…若者が地元へ残りたくなる様な環境。○商店街の活性化…各商店のコンセ

プトの統一化（商店街で何でもそろう）。明るく清潔は街づくりと無料駐輪所。空店舗ゼロ運動。○地域全

体での子育て…保幼、小中高大連携（高校生大学生→小学校へ放課後の学習指導やクラブ指導。中学

生→保幼での職場体験）。地域のお年寄りとの交流。登下校見守り、声かけ。（土佐山田町/女性/40 歳

代） 

(5) 

○小子化を悲観するのではなく、少ない人数だからこそできることが増えるので、そちらに目を向けてほし

い。近年の遠足はバスで遠くに行くだけになっているので、児童を歩かせ、本当の「遠足」にしよう。○廃

校になった校舎をもっと活用してほしい。例えば老人の学校にするとか。学校に行けなかった人は授業を

受けれるのは嬉しく、学校に行っていた人は懐しみ、生き生きできると思う。教員免許や介護の資格もいら

ないので、雇用も増やせるのではないか。○市役所の職員さんは「香美市のために」というよりは「公務員

であるために」という感じで働いている人が多いと思う。もっとがんばってほしい。（物部町/女性/20 歳代） 
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３、心豊かな生涯学習・生涯スポーツ活動の振興 

(1) 
山田町内だけでなく、町外での催し物等（教室等）してほしいと思います。何かがあって行ってみたいと思

っても交通の便が悪かったり、遠くへはようがない人達も居ますので…。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(2) 市民の交流の場として文化センター施設の建設を希望します。（香北町/男性/60 歳代） 

(3) 
中央公民館の設置場所を、駐車場のある広い広場に変えてほしい。（今の場所では限界だと思う）。（男性

/70 歳代） 

(4) 

家でとじこもっている人がいないように、集える場（場所だけでなく定期的な教室などを増やしてもらいた

い）。香南市に比べると公民館の催しは少なく魅力的なものもないように思われる。南国市では地域の高

齢者教室にも色々な講師がきてにぎわいもあると聞いてます。市長は高齢者のために色々すると選挙中

に言っていたそうなので、もっとわかりやすく実現していただきたい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(5) 

○57 文化財保護の推進では、この内容のみ評価をしている。「…ワークショップを開催」○粗大ゴミの収集

をして欲しい。年寄りは困っている。四万十市などでは粗大ゴミにはシールを購入して、それを粗大ゴミに

貼ることになっている。もっと工夫して欲しい。○ウォーキングポイントを作って欲しい。たとえば 1km ごとに

印を（番号でもよい）つけて欲しい。正しいウォーキングの講習会などを開催！健康増進を推進して、医療

費が少なくなるように市として取り組んで欲しい。参考になる市町村は全国にたくさんあるのではないでし

ょうか。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(6) 
○香南スポーツクラブのように、参加できる種類や場所を増やしてほしいです。○右折レーンをつくり、渋

滞しないようにしてほしい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(7) 

○自転車での行動が多いのですが、道が狭くでこぼこで、歩いていても疲れます。それに美しい道がどこ

にもありません。山田駅の自転車置き場はいつもあふれていて、危険なほど混雑しています。○農業廃棄

物がそのままで、腐り悪臭がする。野中兼山の水路のふちに、しょうぶなど咲かせると美しいだろうなあと

思う。○もっと、生で良い音楽を聴く機会が欲しい。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

 

４、人権尊重の地域づくりの推進（該当なし） 

 

５、地域文化の継承と創造 

(1) 

香美市には、平地から中山間、山間まですばらしい場所、施設、産業、食べ物、伝統文化がある。これ等

を後世に伝承してゆくか、それは教育の場です。家庭教育、社会教育、特に学校教育はもっとも重要と思

われます。（物部町/男性/70 歳代） 

(2) 

土佐山田町で生まれ、育ち、たくさんの人と出会い、思い出の残る場所も多く存在するが、時代と共にそ

んな場所がなくなったり、新しく変化したり、いい意味でも悪い意味で変わり続けている土佐山田。その土

地に根づく文化や人々の価値感などをこれから変わっていく中で大切にしてもらいたい。ご高齢の方々が

懐しむ土佐山田は今どれくらい残っているのか、これから生まれてくる子供たちが心から自分の故郷と思

える町になっていけるのか、香美市を心底好きな人々の思いを願いを形にしてもらえる取り組みであれば

私は何でもかまいません。より一層「輝き・やすらぎ・賑わい」のある町へ！！(土佐山田町/男性/30 歳代） 
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基本目標６ みんなで築く 【行政、市民の参画、工科大学との連携等】 

1、合理的、効率的行財政運営の推進 

(1) 

市会議員について。全国的に、市区議会等の議員さん達の実績に問題提起をする人も多い中、香美市

の人口の割に他の市町村に比べ香美市の議員定数は多いと思います。税収が少ないと言う前に見直し

を行い市民のために金を使う努力が足りないと思います。実績のない議員に税を使われるのは、大反対

です。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(2) 

○香美市は自然があって良い所なので、若い人や夫婦に住んで貰いたい。…が、就職先や魅力あるコ

レ！といったモノが今いち無い。又、車のガソリン代等、経済的な事を考えると徒歩や自転車で行ける店

やスーパー、キッズ物を置いてあるお店等が小さい子供を持った若い夫婦には必要なのでは？○物部川

沿い等散歩してみるととても気持ち良いのでその付近の草むら＆ゴミを整備、片付けし、又、夕方等は橋

の下その付近治安が悪いので見回りも必要では？○学生が帰宅する際街灯が少な過ぎるので、一人で

街灯の少ない道へ帰って行く学生（特に女子学生）を見かけると、他人の私でもとても心配なので街灯の

少ない所を見回って設置を検討→実施したら良いと思う。○市役所の方、日々一生懸命やって頂き、感

謝しています。只、人口の割合から言えば職員等の数が多いのでは？（土佐山田町/女性/40 歳代） 

 

２、行政職員の資質向上と適正配置 

(1) 

香美市で暮らし始めて 3 年。香美市の役場の方々はすごく親切で良い印象です。以前、他市に住んでい

ましたが、他市の年配の職員さんは、市民をお客さんだと思っていません。あんな非常識な市なんてもう

住みたくないです。香美市はどの職員さんも丁寧にきちんと対応してくれるので、これからもずっと住みた

いなと感じています。(土佐山田町/女性/30 歳代） 

(2) 

あまり地域のとりくみに係っているわけではないので、申し上げにくいことです。市の職員の方々は市民応

対の指導を受けていると思いますが、人間的なあいさつを自然にできる様にお願いします。（土佐山田町

/女性/50 歳代） 

(3) 
市役所見学の際、総合受付の男性頬杖のまま座っていた。税務課守秘義務は？各窓口受付態度。（香

北町/女性/70 歳代） 

(4) 

市役所もりっぱな建物であるが。用事があって行ってもイヤな感じがします。かかわりたくないような態度で

来てることに気がついててもしらんぷりである。なるべくなら行きたくない。書類なども郵送で終わるようにし

てほしい（返信など）。（香北町/女性/50 歳代） 

(5) ○すぐれた人材の確保が必要。（土佐山田町/男性/70 歳代） 

(6) 

○市への相談事が外部に流れる。○職員の素行が悪い（スーパーやコンビニの障害者駐車スペースに停

める）（駐車場以外の店舗出入口前に停めるなど）。○市民の為の休日夜間も一生懸命に対応して下さる

方のいる一方で上記の様な職員も現実に存在している。そのためすべてが不安に感じる。（土佐山田町/

男性/30 歳代） 

(7) 
行政のみなさんもっと危機感を持って働いてもらいたい。アンケートをとる前にもっと真剣に香美市につい

て考えてもらいたい。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(8) 

○使用されていない農地がたくさんあるのに利用していないのはもったいない。新しい道路ができるという

話もあったのに結局、農地を優先して道路を作らなかったりしているみたい。使っていない土地なのに…。

○あと職員の質を向上させてほしい。臨時職員の人の給料が遅れる時など、職員から連絡があったが「理

由はわからないんです～。ハハ～」という、軽い口調で電話がきたそうです。（幼保支援課の若い男性）市

議員の方や市役所に直接意見をしたそうです。その答えがちゃんと発表されないと市民からの信頼がさら

に無くなりますよ。すでに、SNS にもたくさん投稿されていますよ。（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(9) 

○行政サービスの向上。とりわけ職員のやる気の向上。与えられた仕事だけこなしていて、新しいことに挑

戦しているとは思えない。できないことを何とかするような職員はごく少数。○香美市の場合、農林業の振

興を優先すべきではないか。たとえば高度農業と協議して人材を育成し、香美市で就農してもらう。農林

業後継者を育てる。その場合は、奨学金を返さなくてよいというような施策が必要。○工業高と連携して打

刃物の後継者を育てることも大切。香美市の子どもを香美市に住まわせるにはどうしたらよいか考えて欲し

い。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(10) 
○町役場の対応に暖かさがない。対話の出来る状態が必要と思う。○林業の振興を第一に考えてほし

い。（香北町/70 歳代） 
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(11) 

○優秀な人がいると思いますか？香美市の職員の資質の向上、町民のあらゆる層の生涯教育、何よりも

人間としての向上をめざす教育の町であって欲しい。豊かな資源を活用出来る人材がいないのか？現

状、全くもったいない。熱血といわれる人材を発掘出来ない。必ずいると思うがようみつけない現状。○そ

して観光、資源の活用は現状は山田を中心に進められ香北町は眠っている状態、これでは活性するはず

もなく香美市の中心は香北町を丸ごと売り出す工夫をこらし、物部町、山田と巻きこむ体制にする。これが

香美市を売り出すことになる。資源があるのにもったいない。外部の識者の話しにも何度かよっている。現

状を根本的に見直し、人口減少、少子高齢化、解決は必ずある。アンケートもおおかたの意見でなく一部

の人の考えに注目すべきである。（香北町/女性/70 歳代） 

(12) 

○庁舎がきれいになり、良かったと思うが、職員の中に挨拶をしない人が多いように感じ残念です。反面、

とても親切な対応してくれる職員もおり、ほっとした事でした。市の職員は香美市の顔ですので、よろしくお

願いします。○そして、まち中にごみ（ポイ捨てなど）が多いように感じる。住民のモラルが低下している。

何とかしたいですね。皆が笑顔で挨拶するまちになると活気も出てくると思う。○そして、若者の働く場（雇

用）がほしい。自分も香美市で働きたいと思うけど、仕事がない。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

(13) 

○福祉関連の充実を望む。○観光発展のために市が予算を入れ、観光客誘致をはじめ、観光施設周辺

商店街等の美観に取り込むべき。○職員教育の徹底、一部職員の不適切な対応は市にとってマイナスで

あり、市の考え方ととらえられかねない。やらないのかやれないのか？ まずはどうすればできるのか考え

るべきではないか。上役の資質によって変わるようでは発展は望めない。○市の発展につながることは市

長判断で実行すべき。○中核がしっかりとした組織でなければ、どのような計画においても発展は望めな

いため、計画実施のためには組織自体をしっかり作ってほしい。（香北町/男性/50 歳代） 

(14) 

○小子化を悲観するのではなく、少ない人数だからこそできることが増えるので、そちらに目を向けてほし

い。近年の遠足はバスで遠くに行くだけになっているので、児童を歩かせ、本当の「遠足」にしよう。○廃

校になった校舎をもっと活用してほしい。例えば老人の学校にするとか。学校に行けなかった人は授業を

受けれるのは嬉しく、学校に行っていた人は懐しみ、生き生きできると思う。教員免許や介護の資格もいら

ないので、雇用も増やせるのではないか。○市役所の職員さんは「香美市のために」というよりは「公務員

であるために」という感じで働いている人が多いと思う。もっとがんばってほしい。（物部町/女性/20 歳代） 

(15) 

香美市には家があるだけ、の人は多いと思う。香美市の人が香美市にお金を落とさない状態。香美市以

外の人も香美市にお金を落とすくらいにまで振やかにしてほしい。まず 19 年香美市に住んでいて、香美

市に何があるのか、どんなサービスがあるのかを知らない。そのため誰かに宣伝ができるわけもない。あと

市役所にいった時、職員の態度に不快な思いをした。人手不足かもしれないが人選をしっかり行い、研修

や評価などもしっかり行うべき。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(16) 

市役所職員、質問に対してわかりやすい説明が出来ない。職員に失望。健康介護支援課→自分の思い

つきで応対。税務課→何回も説明してやっと証明をもらった（無料）。上下水道課→横の連絡がない。昨

年 10 月～3 月までに市役所職員との応答で感じた事です。私一人で行った訳でなく、同行者もいた状態

で…職員のレベルが高知市役所等と比べて話にならない。（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(17) 

○担当交代の時、引継ができていない。町外の職員の方は特に。○市長が変わったことにより、役場職員

から「厳しくなった」との声を聞いたが、大変良いことだ。○香北・物部町内の道路を走っていると落石や落

木が目立っているのだが、地元住民及び職場職員は気が付かないのだろうか？また山田町内の道路も

草が繁り放大で、ペットの糞が目立つ。○災害時の停電に対して、各地区にソーラーパネルをつけて活用

してみてはどうだろうか？○手技き工事が目立つ。仕上後に道路がくぼんだり、業者の迷惑行為か不法投

棄。ガードレールがグラグラだった事も。（土佐山田町/男性/40 歳代） 

 

３、市民と共に歩むまちづくりの推進 

(1) 

今回のアンケートを通じて、香美市の行っている取り組みを改めて知ることができました。その取り組みに

ついてや日々のイベント等について、もっとホームページに見やすく掲載してもらえればと常々思います。

情報発信のツールでもあると思います。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(2) 

香美市は高知市を少し離れているため、市内の人からすると距離があるイメージや店があまりないイメージ

があるようで香美市の魅力が十分伝わっていないところがあります。このおだやかな街をずっとたもち、住

みやすい香美市であり続けてほしいです。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(3) 
地元愛はすばらしいですが、土佐山田町内でも、地区外のものが入居すると、外物あつかいします。もっ

と広い心、広い目で、私たち世代の入居を心良く受け入れてほしい。（土佐山田町/30 歳代） 
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(4) 

・宅地開発が増え、世帯数が増加していると感じるが町内会の組織率が低下している。町内会が主体とな

って実施している地域の行事が一部の住民の負担により支えられている状況となってきている。行政が町

内会の組織率向上のための施策を講じる必要があるのではないか。 

（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(5) 

香美市には工科大があり、雇用、産業、賑わいに貢献をして下さっていますが学生は一部の人をのぞくと

全く関わりもなく、残念な気もします。住民側がはたらきかける努力が出来てない事も気に病んでいますが

（自分）、だから、神池さん、佐岡さん、宮ノ口さんの取り組みには注目させて頂いています。若者に活躍

の場を与えてあげる、というのか、地元にいる学生がどう動くかで「かがやき」方がまた変化してくると思いま

す。（彼らをどう取り込むか？）乱筆乱文、失礼しました。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(6) 

他市と比べて市ホームページが簡素すぎる。掲載される情報量も少ない。最近全国メディアで香美市の

紹介（龍河洞やフラフ）を見かけたのでこの調子で露出を高めていただきたい。是非とも行政で進めてくだ

さい。（土佐山田町/男性/20 歳代） 

(7) 

生まれた土地より長く生活しているのに郷土愛的なものは生まれた土地の方が強い。何故だろう？ 災害

が少ない土地、特急列車が停まり、空港にも近い便利な土地。それなのに活気がない市（町）のように思

われる。市民の意識？ 市の職員の意識？ 市の職員が仕事に対してどれだけ情熱があるかあまり見え

ない、感じられない、と思うのは偏見だろうか。でも香美市の広報とても良いです。大人から子供まで幅広

く興味が持てて、これから楽しみにしています。 

（土佐山田町/女性/70 歳代） 

(8) 

私のまわりには、仲の良い友人が高知、香美市に残っています。大学が県外で戻ってきた友人もいれば、

ずっと香美市にいる友人もいます。香美市を良くしていくのは、今住んでいる私たちだと思います。なの

で、近い年代、バラバラな業種を集めて、ディベートなどしてはどうでしょうか？ また高校・中学校・小学

校に通っている子どもたちにも、意見をきいたり、今の香美市の現状を知るきっかけを与えれば、もっと身

近な問題だと気づいてくれるのではないのでしょうか？ 高知県は共働きが多い県です。ですが平均所得

は、全国でも低いです。やはり大人としても 1 日 1 日働き忙しく過ぎて行きます。親子でも、自分たちが住

んでいる土地について会話があれば意識が変わると思います。私も 10 年前は、県外にいて戻ることは考

えていませんでしたが、今は高知に戻ってきています。自分の住む街をもっとよくしようと思っています。そ

う考える若者を増やし、移住者の促進も活発にし、子ども・高齢者に優しい社会になれば、香美市はもっと

元気になると思います。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(9) 

とても環境のいい場所です。自然であり、街や空港へも行きやすい。ぜひ、市の職員の人たちだけで、香

美市を作り上げようとせず、他の業種や香美市を知らない人からの意見を聞いて、私たち市民が考えもつ

かないような香美市を見せてほしいです。ありきたりなやり方は、もうやりつくしていると思います。（土佐山

田町/女性/40 歳代） 

(10) 

香美市が行っていることが、全くと言って良いほど知りません。申し訳ありません。広報香美は見かけたこと

はありますが…（市役所などで…）あまり見る機会がありません。新聞広告やチラシに、「香美市が力を入

れてること…詳しくは HP で」などと、興味をそそる物（具体的なことを 1 つでも）があれば、見る機会が増え

る気がします。（土佐山田町/女性/40 歳代） 

(11) 香北町、物部町を切り捨てない行政が必要。（土佐山田町/女性/50 歳代） 

(12) 

地域社会とどうかかわるかは実際に育児をする、介護を受ける側にならないと分からないと思いますが、そ

の立場にいない人にどう知らせていくか、現在関わっていない人達にこそ、新しい視点を求められると思

います。参考資料はとても興味深かったです。とにかく社会に無関心な大人が多いことに不安です。我が

事としてニュースを見たり、実際の所を見つける（ニュースの本質、メディアに出ないこと）ために本を読

む、自らを深める、相手を知る行為をもっとしてほしいです。今の日本の方向性を恐しく感じています。地

方で出来ることは何でしょう？考えて、行動していきたいです。（土佐山田町/女性/20 歳代） 

(13) 

①市議会委員の定年制度導入（年寄りは保守的でだめ）。②若い首長を選び、改革的な行政を期待した

い。③生活保護手当が国民年金より多いのは理解できない。④市の職員でありながら、市外へ居住し、通

勤手当、住宅手当等の支給を受けている事に対し、市条例の見直しを要望したい。香美市への定住、移

住を推進していくなら、市職員自らが香美市内へ居住し、税金を納めるべきでは？（婚姻は別として）。⑤

市の職員が市、県営住宅へ、平然として入居している実態は、市民が入居希望しても予約待ち状態にな

る一つの理由ではないか？（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(14) 
どんな事にも、相談にのってくださったり、ほどよくサポートしてくださったり、困っていそうな人を気遣ったり

できる優しい余裕のある町はすみやすいと思います。（香北町/女性/40 歳代） 
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(15) 

市の施策に対しての満足度と重要度の設問には悩みました。どの項目も重要だし、取組みの内容も知ら

なかった事もありました。ただ、どれもその立場（置かれた環境の違い・職業・性別・世代など）でいろんな

取組みに対しても感じ方が変わるし。それが重要度にもつながるのかなと、思いました。やはり、行政だけ

でなく、私達も耳をダンボにして聞いて、見て、参加しなくては、実感としてまちづくりにつながらないので

はないかなーと考えさせられました。だから一応、重要度はそれぞれに○をしてますが、基本的には重要

です。満足度は、自分の関心あること、客観的にそうだろうな…という考え方で記入しました。（香北町/女

性/50 歳代） 

(16) 

最近の町はほんとに静かですね。山田高の生徒さんとか、工科大の生徒さんは頑張って町づくりに参加し

てくださって、地域を頑張って下さっているのは、ほんとに分かりますが、もう少し議員さん達に動いてもら

って、議員さん達が共になって市民と一緒に町づくりを考えられたら私はいいなと思いますが、いかがでし

ょうね。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(17) 
もっと市民全員が自分が住んでいる身近な所、物、人、何にでも感心をもって生活してほしい。何も言わな

い事がいいとは思はない。（物部町/女性/70 歳代） 

(18) 香美市について知らない事が多い。（活動など）（土佐山田町/女性/10 歳代） 

(19) 移住者への理解、協力をあおぐ（近隣住民の）（香北町/女性/10 歳代） 

(20) 

○歴史とか文化を大切にし、自然を生かした事業をこれからさらに発展していけば良いと思います。また、

高齢者と子どもたちとの交流を探めたり、県外からの人も温かく迎え入れるような体制にも尽力してもらえ

ば良いと思います。○後、若い世代が住む環境にするためには、就職支援や不便な部分を解消する努力

をしてもらえれば良いと思います。（物部町/男性/10 歳代） 

(21) 

行政が多くのいいチャンスを与えてくれているのにそれを利用しない市民が多いけど、広い市内では人口

の少ない所も。気軽な交通手段も少ないからでしょうか。市内にも独身者が多いから、市内だけでなく近隣

町村の若者達が交流しあえるチャンスを構えたり若者や学生と一般市民｛例えば老人会、婦人会の代表

等でもよい）とか話合いの出来るチャンスがあってもいいのでは。（現在は核家族で育っている若者も多い

ので。昔の人の考え方生き方の話を聴いたり話し合ったりのチャンスがあってもいいのでは？）第一は市

内に若者が安心して長く働ける場が欲しいです。(香北町/女性/70 歳代） 

(22) 

○街灯がとにかく少ない。ガードレールをつけてほしい。車がとても危ないので。○市内（町内）イベントを

SNS、ネットを最大限利用して知らしてほしい。若い人にも情報が伝わると思うので。（土佐山田町/男性

/10 歳代） 

 

４、高知工科大学と共に歩むまちづくりの推進 

(1) 
○人口を増やす政策をとってほしい（子供が少ない）。○教育の充実（工科大の活用）。(土佐山田町/女

性/30 歳代） 
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その他の意見･提案等 

 

(1) 
このアンケート自体一般住民の方は複雑すぎて読む事自体に無理がある。振興計画を知らない住民が多

いと思う。計画にとらわれないアンケート内容を検討すべき。（土佐山田町/男性/60 歳代） 

(2) このアンケートが町の振興に反映されれば良いのですが…。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(3) 本アンケートの集計結果を広報して下さい。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(4) 
家族に病人がいて、毎日の生活に疲れて外に目を向ける余裕は無く、私にとってこのアンケートは凄く負

担に感じました。（物部町/女性/70 歳代） 

(5) 

○本アンケートについて。・参考資料がアンケート用紙該当ページの項について、あっていませんでした。

途中で気づき、活用しましたが、せっかくつけているのにもったいないです。・問 23 がありませんでした。・

マークシート方式にすれば、集計が楽だと思いますが、いかがでしょう。記載内容は、どれも重要な事項ば

かりだと思いましたので、重要でないと書くことが少なくなってしまいました。優先順位という意味だと思いま

すが、回答に時間がかかりました。○農業、観光安全を外にうまく PR していくことが重要だと思います。

（土佐山田町/女性/30 歳代） 

(6) 
押しボタン信号が変わるのがおそい。会食をする店が少ない。道が狭い。土地が高い（値段）。市民税が

高すぎる。（土佐山田町/女性/60 歳代） 

(7) 
国保のウラ面、何回か市の担当に電話でお願いしたが、いつまでたっても臓器提共意志を書きこめない。

こんな事はカンタンに改善できるはず。怠慢だと思います。（物部町/男性/60 歳代） 

(8) 

○車の後ろに「ばか」とクギのようなもので書かれていた ○街灯が割られていた ○車の運転席が動かさ

れていた（ロック忘れていたとき） ○タイヤのチューブのキャップがはずされていた。（土佐山田町/女性

/70 歳代） 

(9) 香美市について勉強不足のため御免。（土佐山田町/70 歳代） 

(10) 香美市に提案しても無駄だと思う。（土佐山田町/男性/50 歳代） 

(11) 
○ホームページ等ネットを開く時すごく遅くてこまる。○ドコモはつながるが、au はだめ。○家庭の防災無

線が故障してしまったけどなおりますか。（香北町/女性/40 歳代） 

(12) 
市民の職を大切にする。官公需要の調達は市内でする。役所は言った事は守る。都計など計画がいつの

間にか消えている。（土佐山田町/男性/70 歳代） 
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Ⅳ 資 料 

【資料１】行政施策分析項目の詳細 

基本目標 

振興計画に定

められた取り

組み事項 

合併後取り組んできた主な内容 

 
 

【
基
本
目
標
１
】
ま
ち
の
か
た
ち
を
創
る 

１，まちの活

力を拓く土地

利用の推進 

◆秦山公園の整備。土佐山田駅北地区への案内看板、ソーラー街

灯の設置。◆「香美市の都市計画 2010」を作成しホームぺージに

掲載。◆市道新町西町線設計・用地買収◆高知山田線、国道 195

号 2次バイパス整備の推進。 

２，広い市域

のマネジメン

ト体制の構築 

◆地籍調査の実施。◆物部町→地域担当職員制度の実施。香北

町・物部町→自治会長会の開催。 

３，賑わいの

ある市街地の

整備 

◆商店街の側溝改修。土佐山田駅北地区へのソーラー街灯の設

置、公共施設案内看板設置。◆香北町、物部町中心地の排水路の

改修。大栃別府線ノンステップ（低床）バス導入。◆空き店舗等

利活用、移住促進事業の実施◆美良布駅側溝改修工事。 

４，魅力的な

定住環境の整

備 

◆香美市補助制度等による各地域の集会所整備。◆秦山公園駐車

場整備、歴史の森整備。各公園等の維持管理。遊具の安全点検。

遊具改修工事。◆前山墓地公園、間地区市営墓地の管理。◆移住

促進のための「おためし住宅」の整備（香北町吉野）。◆移住定住

推進計画を策定し、移住定住の情報共有、課題解決、受入態勢が

できた。 

５，多様な住

宅等の供給 

◆黒土団地建て替え、駐車場整備（土佐山田町）。各市営住宅改修

工事。◆県営住宅申込窓口開設。◆移住促進のための「お試し住

宅」の整備（香北町吉野）。香北町地区の空き屋発掘。 

６，基幹交通

路の整備 

◆あけぼの街道の新設工事。◆県道の拡幅等の部分改良。 

７，暮らしを

支える道路網

の整備 

◆辺地、過疎対策、各種補助事業等による市道・農道・林道等整

備。◆地域要望に基づく計画的な道路整備。◆新町西町線事業着

手。 

８，公共交通

手段の維持・

充実 

◆公共交通手段の確保のため、市営バスの計画的な更新及び市営

バスの更新時には補助ステップや手摺りを整備。新規路線の運行

を開始。◆バス交通の総合的な検討のため市地域交通対策検討委

員会、市公共交通会議の開催。 

９，交通ター

ミナル機能等

の充実 

◆JR土佐山田駅周辺整備として鉄道等への接続を考慮した市営バ

ス時刻表の見直し。いんふぉめーしょん(案内所)の設置。◆ター

ミナル機能の充実としてバス停標識の整備を実施。◆新町西町線

地域住民懇談会の開催。 

10,地域情報化

の推進 

◆自主共聴施設のデジタル化改修実施。◆民間事業者へ携帯電話

通話エリア拡大を要望。◆中央公民館でのパソコン教室実施。◆

繁藤地区、香北及び物部町の一部のインターネット高速通信を整

備。 

11,香美市らし

い景観形成 

◆新町西町線の事業化の検討・着手。◆土佐山田駅北地区での案

内看板、ソーラー街灯の設置。◆香美市景観選の作成のため、景

観選への市民応募を実施。子ども達の作文募集、写真展を実施。 
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基本目標 

振興計画に定

められた取り

組み事項 

合併後取り組んできた主な内容 

 
 

【
基
本
目
標
２
】
み
ど
り
を
保
つ 

12,災害対策の

充実 

◆別府、西熊、永瀬、久保影、安丸、市宇、根木屋での治山工事

を実施。繁藤、五百蔵地区での崖崩れ住家防災事業の実施。◆橋

梁の点検や、中央公民館、小中学校の耐震化を実施。◆移動系防

災行政無線での本庁、支所間の通信確保。◆移動系システムのデ

ジタル化を図る。 

13,消防・救急

体制の充実 

◆消防庁舎建設職員委員会を開催。消防庁舎の建設。◆小型動力

ポンプ付積載車 12台、耐震性貯水槽 14基整備。◆高規格緊急自

動車 2台整備。◆消防署と消防団との合同訓練実施。自主防災組

織の訓練への参加。 

14,地域防災体

制の確立 

◆消防団の体制整備として旧町村単位の消防団を香美市消防団へ

統合。◆自主防災組織 159組織（組織率 91.3%）結成。◆非常用

備蓄食料、備品購入。◆ヘリポートを物部町神池へ建設。◆防災

ハザードマップ（災害別）配布。◆自主防設立時に防災マップ作

成。◆香美市災害時要援護者避難支援計画策定。◆防災備蓄倉庫

整備。 

15,交通安全・

防犯対策の充

実 

◆カーブミラー、ガードレールの設置。運転免許自主返納者への

香美市独自のサービス提供。◆ドライバーサービス、通学路安全

の日見守り活動等を実施し交通事故の減少化を図る。◆交通事故

被害者救済対策として交通災害共済申込案内の配布。 

16,自然資源の

保全 

◆市内新植地を中心に幼木保護カバーを設置。森林ボランティア

による間伐を実施。◆森林施業計画・森林整備地域活動支援交付

金事業への取組。◆物部川一斉清掃、環境バスツアー、物部川ウ

ォーキングの実施。 

17,自然環境の

多様な魅力の

活用 

◆甫喜ヶ峰森林公園、県森林総合センター等とイベント等の情報

を共有しホームページに掲載。◆ルネサスエレクトロニクス、高

知工科大学、セントラルグループとの「協働の森」事業の協定に

よる森林整備、交流事業実施。◆物部川土砂堆積箇所の流水断面

の確保等整備。◆地元の小中学生を対象とした森林学習や間伐体

験教室の実施。 

18,水資源の安

定的な確保と

利用 

◆国、県の補助事業を導入し、高性能林業機械の導入や間伐事業

の実施。◆簡易水道施設の改良工事。◆上水道等の水道施設につ

いては中央集中監視装置設置による集中監視が常時可能となっ

た。また、配水管布設替え、簡易水道拡張事業の実施。 

19,汚水対策の

推進と河川の

水質保全 

◆浦戸湾東部流域下水道事業の公共下水道審議会の開催。事業計

画の変更。未接続世帯へのお知らせ発送による普及促進。◆公共

下水道事業等の管渠等の整備。◆浄化槽を 287基設置（H19～

H25）。◆逆川地区、農業集落排水事業。 

20,ごみ、し尿

の適正な処理 

◆「押しの一手」全世帯配布。◆ごみ減量化や処理施設の普及促

進として生ゴミ処理容器設置事業実施。 

21,地球環境保

全の推進 

◆「香美市地球温暖化対策実行計画」、「香美市地球温暖化対策地

域推進計画」の策定。◆電気削減コンテストの実施。 
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基本目標 

振興計画に定

められた取り

組み事項 

合併後取り組んできた主な内容 

 
 

【
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標
３
】
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22,長寿社会を

支える体制づ

くり 

◆権利擁護事業、あったかふれあいセンター事業の実施。要保護

児童対策地域協議会設置。家庭児童相談員１名増員。 

◆障害児・者や家族等への日常生活における相談支援。 

23,地域福祉の

推進 

◆認知症理解を進めるための啓発ボランティアの育成。各地区の

ボランティア協議会への補助。◆市内小中学校で福祉教育を推進

するための補助を実施。◆「香美市声の広報」のための朗読ボラ

ンティア養成講座の実施。◆就労支援として嘱託職員の雇用。ケ

ースワーカーと連携した職業訓練情報等の提供。◆認知症サポー

ター養成講座の実施。◆ハローワークとの生活保護者等就労自立

促進事業協定書を締結し、休職相談者の情報共有を図った。 

24,みんなにや

さしいまちづ

くりの推進 

◆市内公共施設の身体障害者用トイレをオストメイトへ改修。（プ

ラザ八王子、JR土佐山田駅、道の駅美良布、奥ものべふれあいプ

ラザ駐車場、べふ峡温泉駐車場）◆本庁舎及び駐車場など周辺整

備。 

25,健康づくり

の支援 

◆「香美市健康増進計画」及び「お知らせ版」を作成。◆各種ガ

ン検診の受診率向上のため、未受診者に対し受診奨励、未受診調

査の実施。◆食生活改善事業の食生活改善推進協議会に委託。◆

予防接種事業の実施。◆特定健診結果分析から特定保健指導の実

施。◆香美市食育推進計画を策定、食育の推進等を実施し、健

康・寿命の延伸等に取り組んでいる。 

26,医療体制の

充実 

◆指定管理による診療所開設（２ケ所）。佐岡・繁藤診療所は H25

年度末で廃止。物部歯科診療所のふれあいプラザへの移転。◆香

美郡医師会と連携、在宅当番医制度の継続確保とともに市民カレ

ンダーに掲載。◆高規格救急自動車の導入。高度救命処置用資機

材の更新。◆医療機関等と連携し災害時における医療救護体制に

ついてトリアージ訓練を実施。◆医療制度改革等対策本部会、検

討部会を設置。◆救急救命士の養成。◆災害時保健活動マニュア

ルの策定。 

27,介護予防の

推進 

◆地区での自主的なグループの立ち上げ（H19～H22：172ケ所）。

高齢者の健康づくりに関する知識の普及啓発を実施。◆いきいき

教室の開催。自主グループの支援（健康講座、レクレーション、

リーダー研修）。 

28,安心介護の

推進 

◆介護予防特定高齢者事業、包括支援事業（包括相談、介護予防

ケアマネジメント、権利擁護事業、包括的継続的ケアマネジメン

ト）。◆介護用品支給事業。 

29,地域ぐるみ

の支え合い体

制の充実 

◆緊急通報装置の委託業者の統一。◆高齢者の安否確認体制のた

め地域見守り名簿の更新。◆「香美市における避難行動要支援者

の避難支援プラン」の策定。◆物部町での地域担当職員制度によ

る情報の収集。◆老人クラブ活動への補助。広報、ホームページ

で長寿手帳の周知。◆高齢者安否確認台帳の整備。 

30,障害者福祉

の充実 

◆日常生活用具給付事業、補装具給付事業、住宅改修助成事業の

実施。◆障害児長期休暇支援事業を南国市と共同して実施。◆香

美市「声の広報」発行。◆視覚障害者情報緊急基盤整備事業、相

談支援充実強化事業の実施。◆香美市福祉体育大会の実施。 
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振興計画に定
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組み事項 
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４
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31,シティーセ

ールスの推進 

◆関西香美市ふるさと会、姉妹都市等で観光 PR、物産販売を実

施。ラーゴ市姉妹都市締結 40周年記念行事の実施。◆モニターツ

アーの実施。公共宿泊施設に対してのおもてなし研修の実施。◆

香美市観光協会との連携。 

32,多様な地域

間交流の推進 

◆高知工科大学国際交流センター留学生研修への補助。◆積丹

町、あわら市との相互交流の実施（YOSAKOI ソーラン祭り、あわ

ら北潟湖畔観月の夕べ、刃物祭り等）。 

33,市内の交流

促進 

◆土佐山田まつり、川上様祭り、奥物部湖湖水祭の継続。 

34,特産物のブ

ランド維持向

上と多様な販

路確保 

◆ブランドの維持のため、レンタルハウス整備事業、農業経営基

盤強化資金利子補給、特産物育成事業、フェロモントラップ設置

事業の実施。◆農産物加工の推進のため、香美市地域雇用創造協

議会、県産業振興計画において商業者等と連携して取組を実施。

◆地産地消、直販事業の促進のため地産地消促進事業の実施（刃

物祭での地場産品パネルの展示・料理法レシピ等の配布）。◆技術

指導・特産品開発・広報体制の確立のため営農対策推進協議会補

助金（試験栽培、特産品開発）。 

35,農業の担い

手・後継者の

確保と育成 

◆新たな担い手や後継者の確保と育成のため新規就農研修支援事

業、認定農業者への講習会、フォローアップを実施。◆生産者グ

ループの育成のため、認定農業者連絡協議会補助金（会員相互の

情報交換・研修等の実施）を交付。 

36,農業基盤等

の充実 

◆農業生産基盤の整備のため、集落道及び農業用排水路整備の実

施。◆集落機能活性化の促進のため、中山間直接支払制度、集落

営農等支援事業、多面的機能支払交付金制度、パワーアップ事業

等による農地の保全、基盤整備等を実施。◆有害鳥獣被害対策と

して、中山間直接支払制度及び香美市鳥獣被害防止計画に基づく

防護柵の設置。 

37,林業の振興 ◆緊急雇用創出臨時特例基金事業等による林業従事者の確保と育

成。振動病の検診。体験林業教室の実施。◆国、県の補助事業活

用による間伐、林道・作業道の開設。高性能林業機械の導入。欧

州のタワーヤーダ等導入による作業システムの構築。木質ペレッ

トによるハウス加温実証試験の実施。◆ニホンジカを中心とした

予察駆除の実施。計画的な防護柵の設置。◆各種補助事業、森林

整備計画等により適正な森林管理を実施。◆「協働の森」交流事

業において森林管理所の指導により講義や木工細工を実施。国有

林内でのシカの防護ネット設置。◆木材加工流通施設整備事業に

より、繁藤ストックヤードの整備。 

38,第一次産業

の多面的な振

興 

◆地産地消促進事業（小学校での地産地消・食農食育授業）の実

施。 

39,地場産業の

振興 

◆刃物まつりを高知工科大学学園祭と連携して実施。◆龍河洞観

光ルートの中に鍛造団地見学を導入。◆鹿肉特産品開発・販路拡

大事業、特産品振興事業により鹿、ユズの加工品、パウンドケー

キなど数多くの加工品を開発。◆産業振興推進総合支援事業によ

り、柚子皮を利用した商品開発、販売促進活動などを実施。 
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振興計画に定
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組み事項 
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40,商店街の活

性化 

◆土佐山田駅前にいんふぉめーしょん（案内所）を設置。◆いん

ふぉめーしょんやバス乗り場などに、アンパンマンや香美市イメ

ージキャラクターを設置。 

◆高齢者等にやさしい商店街・買い物環境形成として、平成 23年

度中心商店街拠点整備、空き店舗対策事業の実施。「ふらっと中

町」が H23.6.1オープン。 

41,新たな商工

業の発展機会

の創出 

◆高知テクノパーク７区画中、４区画売却され４事業所が稼働。

◆香美市雇用創造協議会の設立。緊急雇用創出臨時特例基金事業

等の実施。 

42,観光魅力の

発掘・再生・

創造 

◆体験型観光や歴史コースなど新たな観光コースを提案。龍河洞

入り口案内板等の設置。工科大と連携し、多言語音声説明アプリ

開発事業。大荒の滝、塩の道等遊歩道・案内看板整備。ほっと平

山観光案内版整備。◆塩の道南北保存会の統一。◆観光 PRのため

観光パンフレットの作成。 

43,観光交流の

受け皿づくり 

◆べふ峡温泉、ほっと平山での体験教室、そば打ち体験、名月観

賞、いざなぎ流舞神楽鑑賞、四季のウォーキング等実施。◆地域

特産品カタログ、販売所マップを作成し、県内外への PR、販売促

進を実施。◆香美市、香南市、南国市の観光振興を図るための行

動計画、プロモーションビデオを作成。 

44,観光情報の

充実 

◆観光資源の洗い出しを実施し、タリフ（観光案内パンフレッ

ト）、三市（香美、香南、南国）の観光 DVD 作成。観光案内板設置

(２ケ所）。観光誘致導版設置（17ケ所）。◆香美市観光協会ホー

ムページで観光情報やブログによる情報を提供。◆観光パンフレ

ットの改訂を行い配布。 

45,各産業の連

携による地域

産業の魅力の

増進 

◆鹿肉、ユズの加工品を「まるごと高知（東京）」や「てんこす

（高知市）」等のアンテナショップやインターネットでの販売を開

始。◆土佐打刃物の販路拡大及び PRの実施。◆地域特産品カタロ

グと販売所マップとを発行。 

46,多様な就業

機会の確保 

◆緊急雇用創出臨時特例交付金、ふるさと雇用再生特別基金事業

において人材育成研修を実施。◆市内全中学生を対象に、市内外

の個人・団体の様々な業種・職種と交流、体験活動の実施。 
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振興計画に定
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組み事項 
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47,保育サービ

スの充実 

◆なかよし保育園、あけぼの保育園を開園。◆空調機の全園設

置。改修工事やガラス飛散防止フィルム設置工事等の実施。◆香

美市子ども子育て支援事業計画に０歳児保育の拡充を記載。 

48,総合的な子

育て支援体制

の確立 

◆土曜日一日保育や 12時間保育の実施。◆広場や園庭解放の実施

場所の拡充。子育てセンターでの保健師、栄養士、保育士による

子育て相談の実施。小児科医による子育て講座の実施。◆長期休

暇中に「香美市こども教室」を実施。児童クラブの実施。放課後

学び場応援事業による学習環境の整備。◆学校、PTA、補導委員、

子ども見守り隊、青少年育成市民会議など地域全体での見守り体

制作りの推進。◆乳児医療費の医療費助成を中学校卒業までに拡

充。◆高校生への保育体験や妊婦支援。 

49,豊かな教育

を支える環境

の充実 

◆すべての小中学校及び寄宿舎の耐震化を実施。◆学校間の交流

事業として、連携会を開催。授業、クラブ活動、各行事などでの

交流。小中学校音楽会の開催。◆地域ぐるみの教育の推進とし

て、工科大サポート制度の活用。山の学校支援事業等地域の自

然、文化、人材、産業等を活用しながら実施。◆学校評価システ

ムの構築のため、各校の自己評価、学校関係者評価、設置者によ

る支援等改善の実施。◆特別支援教育の推進のため、幼保小中学

校が合同で特別支援教育について研修会を実施。◆小中学校適正

規模についての適正規模検討委員会を開催。 

50,個性を活か

した就学前教

育・学校教育

の充実 

◆保育園でのイベントを通じ地域との交流及び体験活動を実施。

◆高知県体力・運動能力、生活実態等調査を全小中学校での実

施。◆基礎学力の確実な向上のため全国学力・学習状況及び高知

県学力定着状況調査の実施。◆ALT による英語教育の推進。アメ

リカラーゴ市との中学校交流の実施。◆山の学習事業による環境

教育の実施。道徳授業の充実化。 

51,青少年を育

む地域づくり 

◆補導員研修会の実施。「家庭の日」広報車での市内月１回巡回。

有害図書の回収。◆１泊２日のインリーダー研修会（小学生）へ

の参加。土佐山田まつりへの参加。地域夏休みラジオ体操、ピッ

タリタイムマラソンの実施。◆街頭補導活動（早朝、午前、午

後、夜間、夏季特別、冬季特別）の実施。子ども見守り隊による

登下校時の見廻り実施。 

52,生涯学習活

動の魅力向上 

◆市民セミナー、こども教室の実施。美術館での企画展の開催。

香美市音楽祭の実施。◆生涯学習大会の実施。◆芸術祭の実行委

員会体制での実施。香北町、物部町での文化展の実施。◆香美市

こども教室の開催（一般、学生ボランティア等との連携、こども

こーらす、将棋教室）。高齢者施設との合同行事の開催。 

53,生涯スポー

ツ活動の魅力

向上 

◆市主催の各種大会の開催によるスポーツ活動への参加機会の拡

充、交流機会の拡大。 
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54,気軽に参加

できる環境の

充実 

◆公共施設の有効活用のため、調整を図るとともに計画的に改

修・改築を進めている。◆市民大学、セミナー等の開催。◆利用

者の利便性を図るため、社会体育施設の利用状況等をホームペー

ジへ掲載。 

55,人権教育・

啓発等の推進 

◆市民大学、市民セミナー等での講演会や学習会、人権コンサー

トの実施。◆年４回人権広報「あけぼの」の全戸配布。 

56,男女共同参

画社会に向け

た体制の確立 

◆各種相談窓口の広報等での周知。◆男女共同参画プランの作

成。育児サークルを対象とした懇談会の実施。婦人会、地域を対

象とした説明会。人権フェスティバルでの講演会の実施。 

57,文化財保護

の推進 

◆文化財保護審議会の開催。情報収集、現地視察の実施。◆市内

の文化財を活用した講演会やワークショップを開催した。 

58,伝統文化の

継承、育成 

◆いざなぎ流御祈祷の DVD化。◆いざなぎ流・おなばれ保存会の

それぞれが大栃小中、香北中学校での伝承教室の開催。 

59,芸術文化等

の振興 

◆香美市芸術祭の実施、音楽祭の検討。◆公民館での文化協会加

入サークルの使用料減額の実施。作品の展示。冊子「文化香美」

の配布。◆美術館での企画展の開催。アトリエ講座の開催。 
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【
基
本
目
標
６
】
み
ん
な
で
築
く 

60,合理的、効

率的な行政サ

ービスの推進 

◆新庁舎の建設。◆支所機能充実のための課の統合。◆各種資料

の一元管理、電算化の推進のため市ファイルサーバーの再構築。

◆基金の取り崩しによらない安定的な財政運営。◆職員の定数管

理の適正化。◆香美市組織の編成、業務分担の見直しを実施。◆

租税債権管理機構の設置、徴収委託。 

61,広域行政の

推進 

◆一部事務組合事務効率化検討会の実施。香美市、香南市、南国

市、高知市圏域での観光アピールのためのスタンプラリーの実

施。◆定住自立圏構想による高知中央広域定住自立圏を高知市、

南国市、香南市とともに四市で形成。 

62,行政職員の

資質向上 

◆庁内全体研修、新規採用職員研修、階層別研修等、職員研修の

実施。◆組織の活性化や人材育成を図るため、県との人事交流を

実施。 

63,適正な職員

配置の推進 

◆香美市職員定員適正化計画により平成 26年４月１日現在目標

390人に対し実績 389人と数値目標を達成。◆専門職員等の確保

として保育士、土木技術職員の採用。◆各課横断的な施策につい

て、総合的な視野を持って遂行できるよう庁舎建設プロジェクト

チーム、セキュリティ委員会などプロジェクトチームの設置。 

64,市民の参画

機会の拡充 

◆「広報香美」誌面の充実。「広報香美」録音版の配布。◆振興計

画ほか各種計画の策定委員への市民の参画機会の拡充。◆香美市

ホームページへの各種情報の掲載。 

65,地域や住民

が主体となっ

たまちづくり

活動への支援 

◆元気な集落づくり支援事業制度の創設及び補助率等の拡充。◆

各種社会教育、社会体育事業の実施。◆行政連絡会の実施。 
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【資料２】調査票内容 

 

 

市民の皆様には、日頃から市政にご理解とご協力をたまわり厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび香美市では、市民の皆様の市政に対するご意見やご要望などをおうか

がいするために、標記調査を実施することとなりました。 

この調査は、まちづくりの基本的な方向性を示す長期的な計画「第２次香美市振興計

画」（平成 29 年度から平成 38 年度の 10 年間の計画）および、国が重要課題と位置

付ける「人口減少の克服」と「地方創生」を香美市において実現させていく方策「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」（平成 27 年度から平成 31 年度の５年間の計画）の策定

にあたり、基礎資料とするために行うものです。 

調査の実施にあたり、18 歳以上の市内居住者から 1,500 人の方を無作為に抽出し

たところ、あなた様に回答をお願いすることになりました。 

ご回答いただいた内容は、統計的に処理し、個人が特定されることはありません。ま

た、本調査の目的以外に使用することはありません。 

ご多忙のところ誠に恐縮ですが、皆様のご意見やご要望をまちづくりに生かすため、

是非、調査にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

平成 27 年５月 

香美市長 法光院 晶一 

 
 
 

※「第２次香美市振興計画」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要については巻末の参考資料もぜひご覧ください。 

「第２次香美市振興計画」 

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

市民アンケート調査 

～ご協力のお願い～ 
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【目  次】 

ページ 質問事項等 

1～2 あなたご自身（ご回答者）のこと、お住まいの地域のことについて 

3～5 結婚、出産・子育てについて（※18 歳から 50 歳未満の方のみ） 

6～10 市の施策について 

11 自慢したい・次世代に伝えたいものについて 

11 香美市が推進すべきことについて 

11～12 広報・ホームページについて 

12 意見欄（ご自由にご意見をお書き下さい） 

13 【参考資料】「振興計画」「総合戦略」の概要について 

 
 
 
 
 
 

【ご記入にあたってのお願い】 

１．封筒のあて名のご本人の方がお答えください。ご本人の記入が困難な場合は、ご本

人の意思を反映してご家族の方がご記入ください。 

２．黒の鉛筆又はボールペンでご記入ください。 

３．ご回答は、あてはまる回答の番号を○で囲んでください。各設問文に（○印１つ）

（○印３つまで）などと指定してありますので、それに従ってご回答ください。 

４．設問によっては、該当する番号に○印をつけた方だけに答えていただくものなどが

ありますので、その説明に従いご記入ください。 

５．この調査票のご記入が終わりましたら、6 月 1 日（月）までに、同封の返信用

封筒に入れて返送してください。 

６．ご不明な点、調査に関するお問い合わせなどは、下記までお願いいたします。 

 

【お問い合わせ先】〒782-8501 高知県香美市土佐山田町宝町１－２－１ 

         香美市役所企画財政課 担当 中川・川島 

         （電話：0887-53-3114 FAX：0887-53-5958） 
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はじめに、あなたご自身（ご回答者）のことについておたずねします。 

 
問１．あなたご自身のことについて、次の項目ごとにお答えください。（○印１つずつ） 

(1)現在お住まいの地域 １．土佐山田町 ２．香北町 ３．物部町 

(2)あなたの性別 １．男性  ２．女性 

(3)あなたの年齢 

１．10 歳代 ４．40 歳代 ７．70 歳以上 

２．20 歳代 ５．50 歳代 

３．30 歳代 ６．60 歳代 

(4)ご職業 

（主たるもの） 

１．農林漁業  ５．学生 

２．自営業（農林漁業以外） ６．パート・アルバイト 

３．会社員・公務員・団体職員 ７．無職 

４．専業主婦  ８．その他 

(5)勤務地・通学先 

１．香美市  ５．安芸市 

２．南国市  ６．その他の県内 

３．香南市  ７．県外 

４．高知市  ８．勤務も通学もしていな

い 

(6)あなたの香美市での 

居住年数（通算年数） 

１．１年未満  ４．10 年以上 20 年未満 

２．１年以上５年未満 ５．20 年以上 

３．５年以上 10 年未満 

 

 

お住まいの地域のことについておたずねします。 

 

問２．あなたは、今住んでいる地域にどの程度愛着を感じていますか。（○印１つ） 

１．愛着を感じている 

２．やや愛着を感じている 

３．あまり愛着を感じていない 

４．愛着を感じていない 

 

問３．あなたは、今住んでいる地域を住みやすいと感じていますか。（○印１つ） 

１．大変住みやすい 

２．どちらかといえば住みやすい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば住みにくい 

５．住みにくい 
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問４．あなたは、これからも今住んでいる地域に住み続けたいと思いますか。（○印１つ） 

１．住み続けたい→問 5へ 

２．どちらかといえば住み続けたい→問 5へ 

３．どちらかといえば住みたくない 

４．住みたくない 

 

問４-1 （問４で３～４と回答した方へ）住みたくないと感じる主な理由はどのようなことで

すか。（○印２つまで、その他は記入） 

１．自然の減少や環境の悪化が進んでいるから 

２．日常の買い物が不便だから 

３．道路事情や交通の便が悪いから 

４．地域の行事や近所づきあいが面倒だから 

５．子どもの保育・教育のことが心配だから 

６．市内に適当な職場が少ないから 

７．保健・医療分野のサービスや施設が不十分だから 

８．福祉分野のサービスや施設が不十分だから 

９．スポーツ・レジャー施設や文化施設が不十分だから 

10．上下水道などの生活環境施設の整備が遅れているから 

11．宅地が確保しにくい等、住環境の整備が遅れているから 

12．消防、防災、防犯体制に不安を感じるから 

13．その他（具体的に：                       ） 

 

問５．全体的にみた、香美市の暮らしやすさについてどのように感じていますか。（○印１つ） 

１．満足している 

２．やや満足している 

３．どちらともいえない 

４．やや不満である 

 

問６．あなたがお住まいの身近な住環境のなかで、特にどのような施設の整備充実が必要だと

思いますか。（○印３つまで、その他は記入） 

１．上水道 10．図書館 

２．下水道・排水路 11．スポーツ施設 

３．駐車場 12．商店・スーパー 

４．公園 13．福祉施設 

５．広場 14．街路灯・防犯灯 

６．集会所・コミュニティ施設 15．防火水槽・消火栓 

７．公営住宅 16．ごみ収集場 

８．墓地・葬祭施設 17．その他 

９．文化施設 （具体的に：           ） 



104 

【18 歳から 50 歳未満の方にうかがいます】 

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の中で「若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる」とい

う基本目標があり、18 歳から 50 歳未満の方への結婚・出産・子育ての意識についてうかがいます。 

 

① 結婚についておたずねします。 
 

問７．あなたは、現在、結婚していますか。（○印１つ） 

１．結婚している（事実婚を含む）→問 8へ ２．結婚していない 

 

問７-１．（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれにあてはまりますか。（○印１つ） 

１．いずれ結婚するつもり ２．結婚するつもりはない ３．わからない 

 

問７-2．（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

現在、結婚していない理由は何ですか。（○印いくつでも、その他は記入） 

１．結婚したいと思える相手がいない 

２．家族を養うほどの収入がない 

３．精神的に自由でいられる 

４．経済的に自由がきく 

５．異性とうまく付き合えない 

６．仕事（学業）に打ち込みたい 

７．結婚資金が足りない 

８．まだ若すぎる 

９．出会う機会、きっかけがない 

10．結婚に意味を見出せない 

11．理由は特にない 

12．その他（             ） 

 

問７-3．（問７で「２．結婚していない」と回答した方へ） 

結婚した場合、香美市に住み続けたいと思いますか。（○印１つ） また、その理由は何ですか。 

１．住み続けたい 

２．住み続けたくない 

３．住む場所にこだわらない 

４．わからない 

 

理 由 

 

問８．結婚について取り組んでもらいたいことは何ですか。（○印３つまで、その他は記入） 

１．安定した雇用の支援 

２．若い夫婦への住まいの支援 

３．結婚祝い金などの経済的支援 

４．婚活イベントなどによる出会いの場の提供 

５．結婚相談窓口（仲立ち） 

６．若い世代への結婚に関する講習会 

７．交際術やマナーなどを学ぶ講座 

８．結婚を推奨するようなＰＲ 

９．行政がやる必要はない 

10．その他（                       ） 
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【引き続き、18 歳から 50 歳未満の方にうかがいます】 

② 出産・子育てについておたずねします。 

 

問９．あなたは、現在、お子さんが何人いますか。（○印１つ） 

１．１人 

４．4 人 

２．2 人 

５．5 人以上 

３．3 人 

６．0 人（子どもはいない） 

 
問 10．将来的に何人のお子さんを持ちたいですか（現在いるお子さんの人数も含む）。 

（○印１つ） 

１．１人 

４．4 人 

２．2 人 

５．5 人以上 

３．3 人 

６．0 人（いなくてもよい） 

 
問 11．あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか（現在いるお子さんの人数も含む）。 

（○印１つ） 

１．１人 

４．4 人 

２．2 人 

５．5 人以上 

３．3 人 

６．0 人（いなくてもよい） 

 
問 12．理想的な子どもの数を実現するために、課題となること（なりそうなこと）は何です

か。（○印いくつでも、その他は記入） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎる 

２．家が狭い 

３．自分の仕事に差し支える 

４．子育てを手助けしてくれる人がいない 

５．子どもを預ける施設が整っていない 

６．妊娠・出産・子育てに関する情報不足 

７．年齢的な問題 

８．育児・出産の心理的・肉体的な負担 

９．ほしいけれど、できない 

10．配偶者の家業・育児への協力が見込めない 

11．その他（               ） 

12．課題は特にない 
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問 13．（理想的な子どもの数よりも現在のお子さんの数が少ない方へ） 理想的な子どもの数

と差があるのはどうしてですか。（○印いくつでも、その他は記入） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．子どもを預ける施設が整っていないから 

６．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

７．高年齢で生むのはいやだから 

８．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

９．健康上の理由から 

10．夫の家事・育児への協力が得られないから 

11．夫が望まないから 

12．末子が夫の定年退職までに成人してほしいから 

13．その他（                                 ） 

 

問 14．香美市は子どもを産み育てやすい環境だと思いますか。（○印１つ） また、その理由

は何ですか。 

１．大いに思う 

２．ある程度思う 

３．どちらともいえない 

４．あまり思わない 

５．まったく思わない 

６．わからない 

 
理 由 

 

問 15．今後、育児に関するサービスとして、香美市が最も力を入れるべきだと思うのは次の

うちどれですか。（○印１つ、その他は記入） 

１．幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充 

２．子どもを預かるサービスの時間の延長 

３．子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上 

４．子育てに関する施設・サービス・イベントなどの情報提供の充実 

５．各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付 

６．子育てにおける母子の保健・医療体制の充実 

７．子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施 

８．子育てに関する総合的な相談体制の充実 

９．その他（                               ） 

10．行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない 
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【ここからは、全員の方にうかがいます】 

市の施策についておたずねします。 

 
問 16．次の表は、香美市のまちづくり指針である「香美市振興計画（第 1 次）」の各施策（65

項目）を示しています。あなたは、次の各項目の施策について、現在、どの程度満足されて

いますか。また、今後のまちづくりを進めていくうえで、どの程度重要だと思いますか。 

（各項目の満足度・重要度について、それぞれ１つずつ選んで○をつけてください） 

※ 各施策（65 項目）の具体的な取り組み内容については、別紙『アンケート参考資料』に

まとめてありますので、記入する際の参考にしてください。 

 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

 

記入例→ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

【基本目標１】まちのかたちを創る 

計
画
的
な 

土
地
利
用
の

推
進 

１．まちの活力を拓く土地利用の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２．広い市域のマネジメント体制の構築 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

市
街
地
や
集
落
の 

整
備 

３．賑わいのある市街地の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４．魅力的な定住環境の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５．多様な住宅等の供給 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

交
流
基
盤
の
整
備 

６．基幹交通路の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７．暮らしを支える道路網の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

８．公共交通手段の維持・充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

９．交通ターミナル機能等の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

10．地域情報化の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

都
市
イ

メ
ー
ジ

の
形
成 

11．香美市らしい景観形成 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

 

【基本目標２】みどりを保つ 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

12．災害対策の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

13．消防・救急体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

14．地域防災体制の確立 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

15．交通安全・防犯対策の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

自
然
資
源
の

保
全
と
活
用

の
推
進 

16．自然資源の保全 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

17．自然環境の多様な魅力の活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

水
資
源
の
安

定
的
な
確
保

と
利
用 

18．水資源の安定的な確保と利用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

自
然
と
共
生
す
る 

地
域
づ
く
り
の
推
進 

19．汚水対策の推進と河川の水質保全 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

20．ごみ、し尿の適正な処理 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

21．地球環境保全の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

【基本目標３】やすらぎを守る 

福
祉
社
会
の 

基
礎
づ
く
り 

22．長寿社会を支える体制づくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

23．地域福祉の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

24．みんなにやさしいまちづくりの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

保
健
、
医
療

の
充
実 

25．健康づくりの支援 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

26．医療体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

 

【基本目標３】やすらぎを守る 

高
齢
者
福
祉
の
充
実 

27．介護予防の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

28．安心介護の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

29．地域ぐるみの支え合い体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

障
害
者
福

祉
の
充
実 

30．障害者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

【基本目標４】賑わいを興す 

交
流
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

31．シティセールスの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

32．多様な地域間交流の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

33．市内の交流促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

農
林
業
の
振
興 

34．特産物のブランド維持向上と多様な販

路確保 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

35．農業の担い手・後継者の確保と育成 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

36．農業基盤等の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

37．林業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

38．第一次産業の多面的な振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

商
工
業
の
振
興 

39．地場産業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

40．商店街の活性化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

41．新たな商工業の発展機会の創出 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

 

【基本目標４】賑わいを興す 

観
光
の
振
興 

42．観光魅力の発掘・再生・創造 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

43．観光交流の受け皿づくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

44．観光情報の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

地
域
産
業
の
振
興

と
就
業
機
会
確
保

の
総
合
的
な
推
進 

45．各産業の連携による地域産業の魅力の増

進 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

46．多様な就業機会の確保 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

【基本目標５】未来を拓く 

子
育
て
支
援

の
充
実 

47．保育サービスの充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

48．総合的な子育て支援体制の確立 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

未
来
を
拓
く 

子
ど
も
の
育
成 

49．豊かな教育を支える環境の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

50．個性を活かした就学前教育・学校教育の

充実 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

51．青少年を育む地域づくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

心
豊
か
な
生
涯 

学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興 

52．生涯学習活動の魅力向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

53．生涯スポーツ活動の魅力向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

54．気軽に参加できる環境の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

人
権
尊
重
の

地
域
づ
く
り

の
推
進 

55．人権教育・啓発等の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

56．男女共同参画社会に向けた体制の確立 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

 

【基本目標５】未来を拓く 

地
域
文
化
の 

継
承
と
創
造 

57．文化財保護の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

58．伝統文化の継承、育成 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

59．芸術文化等の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

【基本目標６】みんなで築く 

合
理
的
・
効

率
的
行
財
政

運
営
の
推
進 

60．合理的、効率的な行政サービスの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

61．広域行政の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

行
政
職
員
の

資
質
向
上
と

適
正
配
置 

62．行政職員の資質向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

63．適正な職員配置の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

市
民
と
共
に

歩
む
ま
ち
づ

く
り
の
推
進 

64．市民の参画機会の拡充 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

65．地域や住民が主体となったまちづくり活

動への支援 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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問 17．あなたが、香美市で「自慢したい・次世代に伝えたい」と思うものは何ですか。場所、

施設、イベント、産業、食べ物、人物、物語や方言など、何でも自由にあげてください。 

 

 

問 18．香美市が基本理念とする「輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」を進

めていくためには、今後どのような点に力を入れたまちづくりを推進すべきとお考えです

か。考えに近いものをお選びください。（○印３つまで、その他は記入） 

１．自然や歴史を守る「環境のまち」 

２．子どもの夢を応援する「教育のまち」 

３．高齢者・障害者を大事にする「支え合いのまち」 

４．農林漁業が元気な「地場産業のまち」 

５．新しい産業がおこる「先端産業のまち」 

６．美しいまちなみ、快適な住まいの「生活タウン」 

７．外の人を受け入れ、触れあいや交流が生まれる「観光・交流のまち」 

８．買い物客でにぎわう「商業のまち」 

９．伝統文化や芸術を大事にする「文化のまち」 

10．防災・防犯に力をいれる「安全・安心なまち」 

11．市民参画による「みんなで築くまち」 

12．その他（具体的に                        ） 

 
市の広報・ホームページについておたずねします。 

 

問 19．あなたは、香美市が行っている事業や施策について、ふだんどこから情報を得ていま

すか。（○印いくつでも、その他は記入） 

１．広報香美 ５．窓口・電話 

２．香美市議会だより ６．香美市ホームページ 

３．自治会の掲示板・回覧板 ７．その他（            ） 

４．家族・知人 ８．特に情報を得ているものはない 

 

問 20．あなたの世帯には、パソコンやスマートフォン、携帯電話などでインターネットに接

続する環境がありますか。（○印１つ） 

１．接続する環境がある→問 21 へ ２．接続する環境がない→問 22 へ 
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問 21．（インターネット接続環境がある方へ） あなたは、パソコンやスマートフォン、携帯

電話により、香美市のホームページ（http://www.city.kami.kochi.jp/）をご覧になったこ

とがありますか。（ご自身でインターネットをされない方も、例えばパソコンを扱っている

ご家族の方と一緒に見ている、なども含みます）（○印１つ） 

１．見たことがある ２．見たことがない→問 22 へ 

 

問 21-2．（問 21 で「１．見たことがある」と回答した方へ） 香美市ホームページをご覧に

なった方にお尋ねします。ホームページからどのような情報を入手していますか。（○印い

くつでも、その他は記入） 

１．新着情報（行政情報やイベントの案内） 

２．トピックス 

３．くらしの情報 

４．公共施設の紹介 

５．広報香美 

６．防災情報 

７．議会情報 

８．観光・文化・特産品・イベント情報 

９．その他（具体的に                     ） 

 

問 22．地元のまちや香美市について、日頃感じていることや、これからのまちづくりに向け

ての意見・提案などあれば、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ご多忙のところ調査にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

◆いま一度、記入もれや記入間違いがないか十分にお確かめのうえ、同封している「返信用

封筒」の中に入れて、平成 2７年 6 月 1 日（月）までに郵便ポストへご投函ください。 
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【参考資料】 

 

「第２次香美市振興計画」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

の概要について 
 

私たちの暮らす香美市は、平成 18 年３月に旧土佐山田町、旧香北町、旧物部村が合併して誕生

しました。同年、「第１次香美市振興計画」を策定し、平成 24 年 4 月には後期基本計画を策定、

「かがやき・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづくり」を基本理念として、さまざまな事業に

よりまちづくりを進めてきました。 

この「第１次香美市振興計画 後期基本計画」の計画期間は平成 24 年度～平成２８年度であり、

平成 29 年度からは「第２次香美市振興計画」がスタートすることになります。市では現在、「香

美市振興計画・総合戦略審議会」及び「香美市まちづくり委員会」でのご審議をいただきながら新

しい計画づくりに取り組んでいるところです。 

 

2008 年（平成 20 年）に始まったわが国の人口減少は、今後加速度的に進むと推計されてお

り、国全体で 2020 年代はじめは毎年 60 万人程度の減少、2040 年代頃には年 100 万人程度

の減少にまで加速するといわれています。少子高齢化とともに人口減少が進むと、高齢者を支える

働き手世代の割合が減少し、経済成長や社会保障などに大きな影響が生じてしまいます。 

 

国はこうした流れに危機感を持ち、昨年「まち・ひと・しごと創

生本部」を発足させ、人口減少問題の克服と地方創生を国の最重要

課題と位置付け、「活力ある日本社会の維持」を目指すべき将来の

方向としています。 

そして、各市町村においても、人口動向を把握して現状分析を行

い、2060 年を目標年度とした将来人口の展望を示す（人口ビジ

ョン）、さらにそれをふまえて、地域の実情に応じた今後５か年の

目標や施策の基本的方向、具体的な施策（総合戦略）をまとめるよ

う努めることとなりました。 

 

私たちの香美市でも、このような「人口減少問題」「地方創生」の課題に取り組むため、「第２次

香美市振興計画」の策定に先駆けて本年度（平成 27 年度）中に香美市の「人口ビジョン」と「総

合戦略」を作成し、振興計画におけるまちづくりへとつなげていくこととします。 

 

 

 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 

香美市振興計画     
見直

し 
  

まち・ひと・しごと創

生総合戦略 
    

 
  

 

 

本アンケートは、この「第２次香美市振興計画」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定

にあたり、基礎資料とするために行うものとなります。 

  

第 1次（後期計画） 

H27年度策定 対象期間は平成 31年度まで 

第２次香美市振興計画 前期基本計画 

本アンケート 

第２次策定作業 
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ご協力いただき、本当にありがとうございました 

アンケート返送は 6 月 1 日（月）までにお願いいたします。 

【お問い合わせ先】〒782-8501 高知県香美市土佐山田町宝町１－２－１ 

香美市役所企画財政課 担当 中川・川島 

（電話：0887-53-3114 FAX：0887-53-5958） 

 

資料 2 以上 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「第２次香美市振興計画」「まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

市民アンケート 

報告書 

平成 27 年 9 月 

香美市役所企画財政課 

 
  



 

  



 

  



 

  



 

 


